


このユーザーズマニュアル［1/2］は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いて
おくようにしてください。

安全にかかわる表示について
プリンターを安全にお使いいただくために、このユーザーズマニュアル［1/2］の指示に従って操作してく
ださい。
このユーザーズマニュアル［1/2］には装置のどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭うか、
どうすれば危険を避けられるかなどについて説明されています。
また、装置内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。

ユーザーズマニュアル［1/2］ならびに警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として「警告」と「注意」とい
う用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。

指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示し
ます。

指示を守らないと、火傷やけがのおそれ、および物的損害の発生のおそれがあ
ることを示します。

危険に対する注意・表示は次の三種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のような意味を
持つものとして定義されています。

この記号は指示を守らないと、危険が発生するおそれがあることを
示します。記号内の絵表示は危険の内容を図案化したものです。
（注意の喚起）

この記号は行為の禁止を表します。記号内や近くの絵表示はしては
ならない行為の内容を図案化したものです。（行為の禁止）

この記号は行為の強制を表します。記号内の絵表示はしなければな
らない行為の内容を図案化したものです。危険を避けるためにはこ
の行為が必要です。（行為の強制）

警 告 

注 意 

（感電注意）

（接触禁止）

（プラグを抜け）
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ユーザーズマニュアルおよび
警告ラベルで使用する記号とその内容
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商標について

MultiWriter、PrintAgent、MOPYING、NMPSは日本電気株式会社の登録商標です。
Microsoft、Windows、Windows NT、MS-DOSは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商
標です。
NetWareは米国Novell, Inc.の登録商標です。
Macintosh、Mac OS、QuickDraw、LocalTalk、TrueType、漢字Talkは米国Apple Computer, Inc.の米国およびその
他の国における登録商標です。
IBM、PS/V、PC/ATは米国International Business Machines Corporationの米国およびその他の国における登録商標
です。
UNIXはThe Open Groupの米国およびその他の国における登録商標です。
AdobeおよびAcrobatはAdobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商標です。

その他記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。

Windows 98はMicrosoft Windows 98 operating systemの略です。Windows 98 Second EditionはMicrosoft Win-
dows 98 Second Edition operating systemの略です。Windows 95は Microsoft Windows 95 operating system の略
です。Windows 2000は Microsoft Windows 2000 Professional operating system およびMicrosoft Windows 2000
Server operating systemの略です。Windows NT 4.0はMIcrosoft Windows NT Workstation operating system Ver-
sion4.0およびMicrosoft Windows NT Server network operating system Version 4.0 の略です。Windows NT 3.51
はMIcrosoft Windows NT Workstation operating system Version3.51およびMicrosoft Windows NT Server net-
work operating system Version 3.51の略です。Windows NT 3.5はMicrosoft Wndows NT Workstation operating
system Version3.5およびMicorosoft Windows NT Server network operating system Version 3.5の略です。 Win-
dows 3.1はMicrosoft Wndows operating system Version3.1の略です。

ご注意

1. 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。
2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
3. NECの許可なく複製・改変などを行うことはできません。
4. 本書は内容について万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがあり
ましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

5. プリンターの機能の一部は使用する環境あるいはソフトウエアによってはサポートされない場合があります。
6. 運用した結果の影響については4項および5項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。
7. 本製品を第三者に売却・譲渡する際は必ず本書も添えてください。

　NEC Corporation 2000
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はじめに

このたびはNECのプリンターをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。

MultiWriter 6050は高性能CPUを搭載し、より高速な印刷を可能にしたプリンターです。
また、Windows環境でより簡単に、より快適に使用していただけるPrintAgentソフトウエアを採用してい
ます。このソフトウエアの機能により、プリンターの状態や印刷の進行状況を確認したり、各種設定をコ
ンピューター側から行ったりすることができます。

マニュアルの種類
MultiWriter 6050には以下のような2種類のマニュアルが添付されています。本書は「MultiWriter 6050
ユーザーズマニュアル［1/2］」です。

MultiWriter 6050　ユーザーズマニュアル［1/2］
～プリンターの取り扱い～

本書です。プリンターを箱から取り出して設置し、印刷できるようにプリン
ターを準備するまでの手順を説明しています。さらにメニューモードについ
ての詳しい説明、プリンターの機能を高めるためのオプションや日常の保
守、正しく動作しない場合の対処方法、印刷範囲などの技術情報について説
明しています。

MultiWriter 6050　ユーザーズマニュアル［2/2］
～プリンターソフトウエアの使い方～

プリンターソフトウエアのインストール方法を各OS別に説明し、さらにそ
のプリンタードライバーの設定内容やPrintAgentについて説明します。

ユーザーズマニュアル[1/2] 

　　　　　プリンターの取り扱い 

レーザープリンター 

PR-L6050A-UM(1/2) 

808-878820-101-A 第2版  

ユーザーズマニュアル[2/2] 

プリンタソフトウエアの使い方 

レーザープリンター 

PR-L6050A-UM(2/2) 

808-878820-102-A 第2版 
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本書の概要

安全にお使いいただくために
プリンターを安全にお使いいただくためにあらかじめ知っておいていただきたい注意事項について説
明しています。

1章 プリンターの設置
プリンターの設置環境、添付品について説明しています。
プリンターの設置はサービス担当者が行います。

2章 各部の名称とはたらき
プリンター各部の名称とはたらきについて説明しています。

3章 操作パネルについて
プリンターの操作パネル（ディスプレイ／ランプ／スイッチ）の機能について説明しています。

4章 操作の手順
用紙のセット方法やテスト印刷、コンピューターの接続方法について説明しています。

5章 オプション
プリンターの機能をさらに活用していただくため、豊富に用意されたオプション品について説明して
います。

6章　日常の保守
プリンターの日常的な保守（トナーの補給、清掃など）の方法について説明しています。

7章　故障かな？と思ったら
プリンターが思うように動作しなかった場合の原因および対処方法について説明しています。

付録
A: メニューモードとメモリースイッチの詳細について説明しています。
B: MultiWriter 6050の仕様等技術情報について説明しています。
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本文中で使用の記号の意味

このユーザーズマニュアル［1/2］では、表紙の裏の「安全にかかわる表示について」で説明した記号のほ
かに、本文中で次の3種類の記号を使っています。それぞれは次のように定義されています。

記　号 内　容

ユーザーズマニュアルに記載されている注意事項および指示を守らないと、プリンター本
体が損傷するおそれがあることを示しています。

プリンターを使用する際に守っていただきたいこと、およびプリンターを正しく動作させ
るための注意事項や補足説明を記載しています。

プリンターを使用する際に知っておくと便利なことや参考になることを記載しています。

重要 

ヒント ✎

チェック ✔
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MultiWriter 6050の特長

MultiWriter 6050の主な特長を簡単に説明します。

MOPYING

オリジナルの資料を多部数、高速に準備

多部数の資料を用意する場合、通常ならプリンターで出力したオリジナル原稿をコピー機の
ソータ機能を利用して複写するのが一般的でした。しかし「MOPYING（モピーイング：
Multiple Original coPY and printING）」機能を利用するとMultiWriter 6050が必要部数仕分
けながら直接出力することができます。「MOPYING」はオリジナル原稿を必要部数出力しま
すので複写による画質低下の心配がありません。多部数の資料を高品質に、かつ高速に準備
できるので、会議資料、技術資料、通知文などさまざまな場面で「MOPYING」が活躍しま
す。

いろいろな出力方法

MultiWriter 6050では、たくさんのドキュメントを5つの方法で仕分け出力することができ
ます。

ジョブセパレート機能

混ざらないから取り出しやすい、ユーザーごとに仕分け出力

ジョブセパレート機能は、印刷ジョブごとに縦置きと横置きで交互に印刷させて、スタッ
カー上に排出される用紙を印刷ジョブごとに仕分ける機能です。この機能はホッパまたはト
レイのいずれか2か所にA4用紙が縦置きおよび横置きでセットされているときに有効です。

ジョブセパレートによる丁合い印刷

ページ順に出力、簡易ソーターとして利用できる

ジョブセパレート機能と丁合い機能を組み合わせ
ることによって、簡易ソーターとしてご利用にな
れます。複数の部数を印刷するときなど印刷後の
用紙を部ごとに縦置きおよび横置き仕分けてス
タッカー上に排出します。

合紙機能によるソート

色紙で１部ずつ区切る

指定されたホッパにセットした色の違う用紙（色紙）
を挿入して印刷ジョブごとに仕分けてスタッカー上
に排出します。

1
2
3

1
2
3
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フィニッシャで簡易製本

マルチステープル機能

フィニッシャ（オプション）のマルチステープル機能を利用すると簡易製本までできるので、
会議の時など書類をそのまま配れます。
ステープルどめの種類など、詳しくはユーザーズマニュアル[2/2]をご覧ください。

電子ソートで素早く丁合い

プリンター内部でそろえて印刷

プリンターにハードディスク（オプション）を増設すると実現できる機能です。本来コン
ピューターは丁合い印刷が終了するまで印刷データをプリンターに送り続けなければなりま
せんでした。
しかし電子ソート機能を利用すると、コンピューターはデータを1回だけプリンターに送れ
ば操作は完了します。あとはプリンターがハードディスクにため込まれたデータを必要な部
数分そろえて（電子ソート）処理するのでスピーディーな丁合い印刷が可能になります。

PrintAgentによる印刷統合管理

印刷統合管理ソフトPrintAgentは豊富なサービスを提供します。プリンターの混み具合や
セットされている用紙サイズなどを手元のパソコンを通じて知らせてくれる、ユーザーごと
に印刷結果を仕分けてくれる、などネットワークプリンターとして最適な機能が満載です。
PrintAgentの対応環境についてはユーザーズマニュアル［2/2］（4ページ）をご覧ください。

プリンタステータスウィンドウ（PSW）

プリンターの状態や印刷状況を見る

印刷開始や終了、用紙無しなどプリンターの状態をユーザーのパソコンに画面表示するとと
もに、音声ガイドで通知します。

リプリント機能

再印刷が速い、一度印刷した文書はすばやくコピー印刷

一度印刷した文書をアプリケーションを再起動させずにプリンタステータスウィンドウ
（PSW）を操作することにより、短時間で再出力を実現する機能です。追加印刷する場合に
便利です。

プリンターの自動切り替え

空いてるプリンターにすばやく出力

MultiWriter 6050をネットワークでお使いの場合、プリンターをグループ化しておくと、自
動的に空いているプリンターへ印刷出力します。
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Web PrintAgent機能

ブラウザーでMultiWriterが見える

汎用のブラウザー*でネットワークプリンターの状態を知ることができます。どんなOSを
使っているクライアントからでもWeb PrintAgentでMultiWriter 6050の状態が見えます。
プリンター管理者は設定の変更もできます。

* Microsoft Internet Explorer 3.0日本語版以上
Netscape Navigator 3.0日本語版以上

PrintAgentで利用できるプリンター管理機能

プリンター管理ユーティリティはMultiWriter 6050を一元管理するためのユーティリティで
す。プリンターソフトウエアを「管理者」としてインストールすると利用できるようになりま
す。

リモートパネル

コンピューターに直接つながっているプリンターやネットワーク上にあるプリンターの設定
を管理者のパソコン上の画面で参照・設定変更するものです。

グループプリンターの設定

ネットワーク内にある任意の複数のMultiWriter 6050をグループプリンターとして設定し、
ネットワークのユーザーに共有プリンターとして利用できるようにします。またプリンター
の自動切替え優先順位なども設定できます。印刷は自動的に空いているプリンターで行われ
ますので、負荷が分散されます。（Windows 98/95では、グループ設定ができるのは
MultiWriter 6050のみ2台までです。）

電子メールによるアラーム通知（NEC e-mailメンテナンス）

接続されているプリンターに「トナーナシ」、「テイキホシュ」、「ステープル　ハリナシ」、
「ハイトナーボトルフル」、「HWエラー」のアラームが発生すると自動的に電子メールでプリ
ンター管理者に通知する機能です。保守担当部門など別の通知先を設定することができるの
で、スムーズな保守・管理が期待できます。

リモート電源制御

管理者のパソコン上の操作でネットワークに接続されているプリンターの電源をON/OFFで
きる機能です。オプションのLANアダプタ（TCP/IP）型番 PR-NP-03TR2を使って接続され
ているプリンターにのみ有効な機能です。
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Windows 98 Windows 95

WindowsNT4.0

快適、高速、高品質

高速プロセス

64bit CPU＋SDRAM

新たに開発した62ppmエンジンを採用するとともに、コントローラーには64bit CPUと高速
アクセスが可能なSDRAMを搭載し、高速な印刷を実現しています。
また、NPDL（Level 2）を拡張しWindowsに対する適応性を高めた印刷システム、NMPS
（NEC MultiWriter Printing System）を採用することにより、印刷時のコンピューター側、プ
リンター側の変換処理を大幅に軽減しました。同時にコンピューター本体とプリンターの処
理の分担の最適化を図り、コンピューター上での印刷開始からプリンターの印刷終了まで
トータルでの時間短縮を実現しました。

ネットワークインターフェースを標準装備

最先端の高速イーサネット100BASE-TX、10BASE-Tに対応

Windows NT、Windows 98、Windows 95、UNIXなどのネットワーク環境に、標準で対
応。ネットワーク内のユーザーが快適にプリンターを利用できます。

リレイ給紙

自動的に給紙を切替

プリンター本体のホッパ、トレイまたはオプションの大容量ホッパに同じサイズ、同じ方向
の用紙がセットされていれば、使用しているホッパの用紙がなくなったとき、自動的に別の
ホッパまたはトレイから用紙を吸入し印刷を継続する機能です。

両面印刷ユニット

両面印刷で用紙節約

MultiWriter 6050は標準で両面印刷ユニットがついています。
A3、B4、A4、B5、A5、レターのさまざまなサイズの用紙に対応しています。用紙の節約
ができるだけでなく、ドキュメントが読みやすくなります。
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豊富なオプション

増設ハードディスク

電子ソートで素早く丁合い

プリンターにハードディスクを増設すると電子ソート機能が利用できるようになります。プ
リンターは受信したオリジナルデータを元にして必要な部数分のデータをそろえて（電子
ソート）ハードディスクに保存できるのでスピーディーな丁合い印刷が可能になります。

フィニッシャ

印刷後すぐに配布できる

3種類の紙折り（Z折り、袋折り、中折り）機能をはじめ、マルチステープル機能、穴あけ機
能を装備。面倒な簡易製本機能まで素早く自動で行え、大容量排紙もサポートしています。
会議などで使う複数枚の書類を何部か印刷したい場合は、フィニッシャの機能を使うと印刷
後すぐに配布でき、非常に便利です。
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警告ラベルについて
MultiWriter 6050内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼り付けられています。これはプ
リンターを操作する際に考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです。
もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれかかっている、汚れているなどして判読できない状態で
したら、サービス担当者までご連絡ください。

警告ラベルの位置

安全にお使い
いただくために

プリンター内部

CAUTION
Hot  Surface
Avoid  Contact

ATTENTION
Surface  Chaude
Ne  Pos  Toucher

VORSICHT
HeiBe  Oberflache
Nicht  Beruhren

ATENCION
Zona Caliente

No Tocar

注　意 

やけどのおそれあり 
さわるな 

：金属部に触れないで下さい 
　火傷の原因となります 
：Hot  Surface  Avoid  Contact

注意 

CAUTION
 

HIGH   VOLTAGE
高 圧 注 意  
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安全上のご注意
ここで示す注意事項はプリンターを安全にお使いになる上で特に重要なものです。この注意事項の内容を
よく読んで、ご理解いただき、プリンターをより安全にご活用ください。記号の説明については表紙の裏
の「安全にかかわる表示について」を参照してください。

プリンターの内部をのぞかない

このプリンターはレーザー（レーザーダイオード）を使用して
います。電源がONになっているときに内部をのぞいたり、鏡
などを差し込んだりしないでください。万一、レーザー光が
目に入ると失明するおそれがあります（レーザー光は目に見え
ません）。

分解・修理・改造はしない

分解したり、修理・改造を行ったりしないでください。プリ
ンターが正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火災の
原因となるおそれがあります。

煙や異臭、異音がしたら使わない

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源ス
イッチをOFFにして電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。その後サービス担当者にご連絡ください。そのまま使
用すると火災の原因となるおそれがあります。

針金や金属片を差し込まない

通気孔などのすきまから金属片や針金などの異物を差し込ま
ないでください。感電のおそれがあります。

ぬれた手で電源プラグを抜かない

お手入れの際は電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。また、ぬれた手で抜き差しをしないでください。感電す
るおそれがあります。

警 告 
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トナーボトルを火の中に投じない

トナーボトルを火の中に投じないでください。粉じん爆発に
より、やけどのおそれがあります。

2極/3極変換プラグを使用するときは

万一漏電した場合の感電や火災事故を防ぐため、アース線を
次のどれかに取り付けてください。

蘆 電源コンセントのアース端子
蘆 銅片などを650mm以上地中に埋めたもの
蘆 接地工事（第3種）を行っている接地端子

ただし次のようなところにはアース線を接続しないでください。

蘆 ガス管（引火や爆発のおそれがあります。）
蘆 電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流
れるおそれがあります。）

蘆 水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場
合はアースの役目を果たしません。）
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こわれた液晶ディスプレイには触らない

操作パネルの液晶ディスプレイ内には人体に有害な液体があ
ります。壊れた液晶ディスプレイから流れ出た液体が万一、
口に入った場合は、すぐにうがいをして医師に相談してくだ
さい。また、皮膚に付着したり目に入ったりした場合は、す
ぐに流水で15分以上洗浄して医師に相談してください。

雷が発生しそうなときは装置に触らない

火災・感電の原因となります。雷が発生しそうなときは電源
プラグをコンセントから抜いてください。また雷が鳴りだし
たらケーブル類も含めて装置には触らないでください。

プリンター内に水や異物を入れない

プリンター内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を
入れないでください。火災や感電、故障の原因となります。
もし入ってしまったときは、すぐ電源をOFFにして、電源プ
ラグをコンセントから抜いてください。分解したりしないで
販売店に連絡してください。

電源コードに薬品類をかけない

電源コードに殺虫剤などの薬品類をかけないでください。
コードの被覆が劣化し、感電や火災の原因となることがあり
ます。

プラグの抜き差しは電源コードを引っ張らない

電源プラグを抜くときはプラグ部分を持って行ってくださ
い。コード部分を引っ張るとコードが破損し、火災や感電の
原因となるおそれがあります。

注 意 
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損傷した電源コードは使わない

損傷した電源コードはすぐ同じものと取り替えてください。
損傷部分を補修してお使いにならないでください。ビニール
テープなどで補修した部分が過熱し、火災や感電の原因とな
るおそれがあります。

高温注意

プリンターの内部には、使用中に高温になる定着ユニットと
いう部品があります。カバーを開けて作業する場合は、十分
に冷めてから行ってください。

巻き込み注意

プリンターの動作中は用紙挿入口に手や髪の毛を近づけない
でください。髪の毛を巻き込まれたり、指をはさまれたりし
てけがをするおそれがあります。

お子様に注意

トナーはお子様の手の届かない所に保管してください。ト
ナーが、目や口等に入ったりすると健康を損なうおそれがあ
ります。

指定以外のコンセントに差し込まない

電源は指定された電圧、電流の壁付きコンセントをお使いく
ださい。指定外の電源を使うと火災や漏電になることがあり
ます。

100 V 
 

200 V 
 



6

ほこり・湿気の多い場所に置かない

蘆プリンターをほこりの多い場所、給湯器のそばなど湿気の
多い場所には置かないでください。火災になることがあり
ます。

蘆プラグ部分は時々抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよく
ふき取ってください。ほこりがたまったままで、水滴など
が付くと発熱し、火災になることがあります。

日の当たるところには置かない

プリンターを窓ぎわなどの直射日光が当たる場所には置かな
いでください。そのままにすると内部の温度が上がり、プリ
ンターが異常動作したり、火災を引き起こしたりするおそれ
があります。

不安定な場所に置かない

プリンターを不安定な場所には置かないでください。けがや
周囲の破損の原因となることがあります。

指定以外の電源コードは使わない

プリンターに添付されている電源コード以外のコードを使わ
ないでください。電源コードに定格以上の電流が流れると、
火災になるおそれがあります。

電源コードをたこ足配線にしない

コンセントに定格以上の電流が流れると、コンセントが過熱
して火災の原因となるおそれがあります。

指定外
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電源プラグを中途半端に差し込まない

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途
半端な差し込みは接触不良の発熱による火災の原因となるお
それがあります。また中途半端な差し込み部にほこりがたま
ると、水滴などが付いたとき発熱し、火災になるおそれがあ
ります。

電源コードは曲げたり、ねじったりしない

電源コードを無理に曲げたり、ねじったり、束ねたり、もの
を載せたり、はさみ込んだりしないでください。またステー
プル等で固定することもおやめください。コードが破損し、
火災や感電の原因となるおそれがあります。
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正しく動作させるために
プリンターを正しく動作させるために、次に示す注意事項を守ってください。

プリンターケーブルやオプションの取り付け、取り外しを行う
前に電源スイッチをOFFにしてください。電源が入ったまま行
うと誤動作するようになったり、故障することがあります。
また、電源スイッチのON/OFF切り替えは、5秒以上間隔をあけ
て行ってください。同様に、プリンターが誤作動や故障するこ
とがあります。

用意したプリンターケーブルがお客様のコンピューターに合っ
ていることを確認してください（「使用できるプリンターケーブ
ル」124ページ参照）。

ご使用になるコンピューター環境に合った方法でコンピュー
ター側からプリンターを指定してください。（指定方法について
はユーザーズマニュアル［2/2］を参照してください。）

オプションはMultiWriter 6050専用のものをお使いください。
たとえ取り付けることができても正常に動作しないばかりか、
プリンター本体が故障することがあります。（詳しくは、本書の
5章をお読みください。）

プリンターの排気孔をふさがないでください。また排気孔の上
に物をのせないでください。プリンター内の温度が異常に高く
なり、正しく動作しなくなることがあります。

定期的にプリンターを清掃してください。（清掃の内容は本書の
6章で説明しています。）定期的な清掃は印刷品位を保つだけで
なく、さまざまな故障の発生を未然に防ぐ効果もあります。

落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この
対策として交流無停電電源装置等を使用することをお勧めしま
す。

2

1
OFF

専 用  

携帯電話、PHSを近傍で使用しないでください。プリンタが異
常動作するおそれがあります。
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ユーザーサポート
について

NECはMultiWriter 6050の「お客様登録」された方々にさまざまなユーザーサービスを用意しています。
ユーザーサポートをお受けになる前に、本章で説明している保証、サービス内容について確認してくださ
い。

お客様登録申込書について
添付の「お客様登録申込書」に記載されている事項をよくお読みになり、御記入の上、投函してください。

保証について
プリンターには「保証書」が付いています。「保証書」は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記
載内容を確認して大切に保管してください。保証期間中に万一故障が発生した場合は、「保証書」の記載内
容に基づき、無料修理いたします。詳細については「保証書」、および「保守サービスについて」（11ページ）
をご覧ください。

また、プリンターに添付の「NECサービス網一覧表」に記載のサービス窓口へお問い合わせください。

チェック ✔
本体の背面に製品の型式、SERIAL No.（製造番号）、定格、製造業者名、製造国が明記された管理銘板が貼っ
てあります（次ページの図参照）。販売店またはサービス窓口にお問い合わせする際にこの内容をお伝えくだ
さい。また管理銘板の製造番号と保証書の保証番号が一致していませんと、万一プリンターが保証期間内に
故障した場合でも、保証を受けられないことがあります。お問い合わせの前にご確認ください。
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管理銘板

管理銘板の位置

修理に出す前に
「故障かな？」と思ったら、修理に出す前に以下の手順を実行してください。

漓 電源コードおよびプリンターケーブルが正しく接続されているかどうかを確認してください。
滷 定期的な清掃を行っていたか確認してください。
澆 7章「故障かな？と思ったら」をご覧ください。該当する症状があれば、記載されている処理を行ってく
ださい。

以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お近くのサービス窓口にご連絡くださ
い。その際にディスプレイのアラーム表示の内容や、不具合印刷のサンプルがあればお知らせください。
故障時のディスプレイによるアラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。サービス窓口
の電話番号、受付時間については添付の「NECサービス網一覧表」をご覧ください。

なお、保証期間中の修理は、「保証書」を添えてお申し込みください。

　 重要 

海外でのご使用について

このプリンターは日本国内仕様のため、海外でご使用になる場合NECの海外拠点で修理することはできませ
ん。また日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受けておりませ
ん。したがって、本装置を輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し罰金、事故による補償等
の問題が発生することがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。

�
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類　種 要　概
金料理修

法方い払支お 口窓付受 ＊1

内間期証保 外間期証保

守保約契

依ごの理修、とすまきだたい約契ご
、し遣派を者当担スビーサし対に頼

。すましたい理修 ( 日遣派てしと則原
障故、がすましたい理修で場のそに
しり取き引お、りよに容内・度程の
了ごでのすまりあも合場るす理修て

。いさだく承 ) 構ムテスシ、は料守保
いてしい払前を金料定一たじ応に成
修、き除を品部償有部一めたくだた
だたいい払支お度都のそに時了完理
予の用費守保。んせまりあは要必く

。すまりなに能可が化算

たじ応に成構器機
金料定一間年

じ応に間期約契
い払括一て

CEN グンィデルーィフ (株)

理修張出

当担スビーサてし対に頼依ごの理修
。すましたい理修、し遣派時随を者

( い理修で場のそに日遣派てしと則原
よに容内・度程の障故、がすました
理修ていだたいてせさり取き引、り
だく承了ごでのすまりあも合場るす

。いさ ) 。すで要不は約契ご

料無 ＊2
料理修

＋
料張出

後了完理修
算清どつのそ

保守サービスについて
保守サービスは純正部品を使用することはもちろん、技術力においてもご安心してご利用いただける、当
社指定の保守サービス会社をご利用ください。

保守サービスは以下のような種類があります。

� 契約保守 年間一定料金で契約を結び、サービス担当者を派遣するシステムです。
� 出張修理 サービス担当者がお客様のところに伺い、修理をするシステムです。料金は修

理の程度、内容に応じて異なります。

＊1 受付窓口の所在地、連絡先などは添付の「NECサービス網一覧」か、インターネットのホームページアドレス
http://www.fielding.co.jp/per/index.htmをご覧ください。

＊2　本製品は「出張修理対象品」ですので、保証期間内の出張修理は無料です。出張修理の対象となっていない製品は出張料のみ有料と
なります。

プリンターの寿命について
MultiWriter 6050の製品寿命は印刷枚数500万枚、または使用年数5年のいずれか早いほうです。

補修用部品について
プリンターの補修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り後7年です。
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ユーザーズマニュアルの再購入について
もしユーザーズマニュアルを紛失された場合は、下記のPCマニュアルセンターに品名を次のように指定し
てお申し込みください。ユーザーズマニュアル（コピー版）を実費で再度購入することができます。

蘆 名称 MultiWriter 6050　ユーザーズマニュアル
蘆 型番 PR-L6050-UM

なお、ユーザーズマニュアルの紛失に備えて、名称と型番をメモしておくようにしてください。

CP ータンセルアュニマ

トッネータンイ /xoden/pj.oc.xoden.launamcp.www//:ptth

話電
0091-6745-30

　曜金らか曜月　間時付受 01 ： 00 ～ 21 ： 00 ／ 31 ： 00 ～ 61 ： 00
）んせまれなに用利ごは日祭、曜日、曜土（

XAF
7691-6745-30

　間時付受 42 付受間時
たいだたい（ XAF ）。すまりなと降以日業営翌は答回ごるす対に

情報サービスについて
プリンター製品に関する情報を下記で提供しています。

インターネット「121ware.com」　アドレス http://121ware.com

プリンターに関する技術的なご質問、ご相談は下記で電話にて承ります。

NECパソコンインフォメーションセンター
（電話番号、受付時間などについては「NECサービス網一覧表」をご覧ください。）
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ここではMultiWriter 6050の設置にあたっての注意事項と梱包内容について説明します。
MultiWriter 6050の設置はサービス担当者が行います。

1章
プリンターの設置
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珈 設置に必要なスペースを用意する
MultiWriter 6050の設置に必要なスペースは次のとおりです。MultiWriter 6050を安全、快適にご使用い
ただくために十分なスペースを確保し、風通しのよい場所に設置してください。

プリンター正面

本体＋オプション（大容量ホッパ＋フィニッシャ）
単位：mm

点線は紙づまりや消耗品の交換など保守時の位置です。

2653

230 1893 530

1070

1235

500 735

185777931
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直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、温度変化の激しい場
所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）には設置しないでく
ださい。また温度変化により結露現象が起こり故障の原因とな
ることがあります。

設置してはいけない場所
次のような場所には設置しないでください。

じゅうたんを敷いた場所では使用しないでください。静電気に
よる障害で装置が正しく動作しないことがあります。

強い振動の発生する場所に設置しないでください。装置が正し
く動作しないことがあります。

腐食性ガスの発生する場所、薬品類がかかるおそれのある場所
には設置しないでください。部品が変形したり傷んだりして装
置が正しく動作しなくなることがあります。

上から物が落ちてきそうな場所には設置しないでください。衝
撃などにより装置が正しく動作しなくなることがあります。

ラジオやテレビなどの近くには設置しないでください。プリン
ターのそばで使用すると、ラジオやテレビの受信機などに受信
障害を与えることがあります。

電源の延長コードは使用しないでください。延長コードの過容
量、延長コードへのコンセントの差し込みにより発熱するおそ
れがあります。



16

玳 箱の中身を確認する
箱を開けて、まず次のものがすべてそろっていることを確認し、それぞれの点検を行ってください。万一
足りないものや損傷しているものがある場合には、販売店に連絡してください。

□ MultiWriter 6050本体 □ トナーボトル
（装置に内蔵）

□ プリンタソフトウエア
CD-ROM

　 チェック ✔
蘆 保証書とNECサービス網一覧表は大切に保管してください。

蘆 お客様登録申込書は所定事項を記入の上、投函してください。

蘆 プリンターソフトウエアCD-ROMの内容についてはユーザーズマニュアル[2/2]をご覧ください。

□ ユーザーズマニュアル
　　［2/2］

ユーザーズマニュアル[2/2] 

プリンタソフトウエアの使い方 

レーザープリンター 

PR-L6050A-UM(2/2) 

808-878820-102-A 第2版 

□ 電源コード
（装置背面に貼付）

□ 2極/3極変換プラグ □ 保証書

保
証
書
在
中
 

□ ソフトウエア
のご使用条件

□ LANボード
添付品キット

サービス網一覧表 

□ NECサービス網一覧表□ お客様登録申込書

□ ユーザーズマニュアル
　　［1/2］（本書）

ユーザーズマニュアル[1/2] 

　　　　　プリンターの取り扱い 

レーザープリンター 

PR-L6050A-UM(1/2) 

808-878820-101-A 第2版  
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この章では、プリンターの各部の名称とはたらきについて説明します。プリンターを使用する前にそれぞ
れの名称と位置を確認してください。

ヒント ✎

レバーやノブなど紙づまりの際によく利用するパーツには、M5な
どのラベルが貼られています。

これは説明するパーツがすぐ探し出せるように配慮したものです。
従って、本文中の名称も単に「M5ユニット」と省略して説明するこ
とがあります。

2章
各部の名称とはたらき

M5
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プリンター本体

漓 滷 潸

潺

澆

潛

濳

潭

澁
澀

潯

漓 補助トレイ ：大きなサイズの用紙に印刷する場合に引き出します。

滷 排紙トレイ ：印刷された用紙が排出されます。（オプション）
上段フェイスアップ排出100枚、下段フェイスダウン排出250枚までスタック
できます。

澆 前ドア ：紙づまりのときに開けます。　➔88ページ

潺 前上ドア ：トナーの補給時に開けます。　➔67ページ

潸 操作パネル ：プリンターの状態を見たり、各種設定を行います。
操作パネルについて　➔23ページ

澁 メインスイッチ ：プリンターの電源のON/OFFを行います。

澀 トレイ ：手差し印刷をするときに、用紙をここにセットします。
トレイには普通紙やラベル紙をはじめ、ホッパにセットできない厚紙、はが
き、往復はがき、OHPフィルム、定形外用紙をセットすることができます。ト
レイの容量は坪量64.0g/m2（連量55kg）の普通紙で50枚です。
定形外用紙のサイズは幅100～297mm、長さ148～420mmです。

潯 補助トレイ ：大きなサイズの用紙をトレイにセットする場合に引き出します。

潛 ホッパ１ ：用紙サイズ固定（サイズ設定変更は可能）のホッパです。セットできる用紙は、
A3縦、A4縦／横、A5縦、B4縦、B5縦／横、レターです。
このホッパには普通紙（坪量64.0g/m2）を500枚までセットできます。　
➔47ページ

濳 ホッパ2 ：ユニバーサル（サイズ自動検出）のホッパです。セットできる用紙は、A3縦、
A4縦／横、A5縦、B4縦、B5縦／横、レターです。
このホッパには普通紙（坪量64.0g/m2）を500枚までセットできます。　
➔48ページ

潭 ホッパ3 ：セットできる用紙は、A4横のみです。
このホッパには普通紙（坪量64.0g/m2）を2,500枚までセットできます。　
➔49ページ
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プリンター内部

漓 トナーボトル ：トナーが入っています。トナー補給メッセージが表示された場合にト
ナーボトルの交換を行います。　➔67ページ

滷 トナーボトルホルダー ：トナーボトルを交換する場合に開きます。　➔67ページ

澆 紙づまり処理ユニット M5 ：紙づまりを処理する場合に開きます。　➔89ページ

潺 紙づまり処理レバー M4 ：M5ユニットを引き出す場合に倒します。　➔89ページ

潸 紙づまり処理ノブ M3 ：紙づまりを処理する場合に回します。　➔89ページ

澁 両面ユニット D2 ：両面ユニット内で紙づまりした場合に引き出します。　
➔93ページ
両面印刷が可能な用紙サイズはA3縦、A4縦／横、A5縦、B4縦、B5
縦／横、レターです。それ以外の用紙は両面印刷できません。

澀 紙づまり処理ノブ D1 ：紙づまりを処理する場合に回します。　➔88、92ページ

潯 紙づまり処理ノブ M1 ：紙づまりを処理する場合に回します。➔88、92ページ

漓

潯

澀

滷

澆

潺
潸
澁
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滷

澆 潺 潸

澁

澀

潯
漓

フィニッシャ 大容量ホッパ

オプション

フィニッシャ

漓 フィニッシャ前ドア ：以下の場合に開きます。

� ステープルカートリッジの交換　➔71ページ

� 紙づまりの処理　➔96ページ

滷 下段排出トレイ ：印刷された用紙やステープルされた印刷用紙がここに排出されます。
最大2,000枚スタックできます。

澆 処理トレイカバー ：マニュアルステープルする場合や紙づまりの処理をする場合に開きま
す。

マニュアルステープルをする　➔58ページ

潺 上段排出トレイ ：印刷された用紙がここに排出されます。
最大100枚スタックできます

潸 引き離しレバー ：紙づまりを処理する場合など、フィニッシャをプリンターから離すと
きに使います。

大容量ホッパ

このホッパにはA4判の普通紙（坪量64.0g/m2）を3000枚まで横置きでセットすることができます。

澁 ロック解除レバー ：紙づまりを処理する場合など、大容量ホッパをプリンターから離すと
きに使います。　

澀 給紙テーブル下降キー ：給紙テーブルを下げる場合に押します。

潯 ホッパドア ：印刷用紙の補給や紙づまりの処理をする場合に開きます。
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漓

漓 インターフェースコネクター ： プリンターケーブルを差し込み、コンピューターと接続
します。　➔56ページ

滷 ネットワークインターフェースコネクター ： ネットワークケーブルを差し込み、ネットワークを介し
てコンピューターと接続します。　➔57ページ

プリンター背面

滷
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1 2 3

4 5 6

7 8 9

0 C

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ1

HDD

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ2

ﾘｾｯﾄ 

節電ﾓｰﾄﾞ 

ﾃﾞｰﾀ 

印刷可 ｽﾄｯﾌﾟ 

ｱﾗｰﾑ 

操作パネルはユーザーがプリンターの状態を見たり、設定を行ったりするためのものです。

ここでは操作パネル上の「ディスプレイ」および「ランプ」の表示の意味と、「スイッチ」の使い方について、
説明します。

3章
操作パネルについて

操作パネル

ディスプレイ スイッチ ランプ
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ホッハ°1　Ａ４ヨコ　ホ°ート 
カタメン　シ゛ョウダン　ＦＵ 

ディスプレイ
16桁2行の液晶ディスプレイです。英数字とカナで、プリンターの状態や操作に関する情報を表示します。

用紙送り方法を示す表示

ホッパ　X：ホッパ給紙＊1

トレイ ：トレイ給紙

用紙サイズまたは縮小／拡大モードを示す表示

蘆 用紙サイズ　
ホッパ＊2： A3タテ・A4タテ・A4ヨコ・A5タテ・B4タテ・

B5タテ・B5ヨコ・LTタテ＊3

トレイ： A3タテ・A4タテ・A4ヨコ・A5タテ・B4タテ・
B5タテ・B5ヨコ・LTタテ・ハガキ

蘆 縮小／拡大モード
A4 → A3・B4 → A3・
B4 → A4・LP ＊4 → A4・A3 → A4・A4×2・B5 → A4・
LP → B4・A3 → B4・A4 → B4・B5 → B4・
A4 → B5・B4 → B5・B5×2

印刷方向を示す表示

ポート：ポートレート
ランド：ランドスケープ

排紙方法を示す表示

ジョウダンFU ：
　上段スタッカ　フェイスアップ排紙

ゲダンFD ：
　下段スタッカ　フェイスダウン排紙

＊1 ホッパ　1：上から1段目のホッパ
ホッパ　2：上から2段目のホッパ
ホッパ　3：上から3段目のホッパ
ホッパ　4：オプションの大容量ホッパ

＊2 ホッパ　3、ホッパ　4はA4ヨコのみ。
＊3 LT = レターサイズであることを示しています。
＊4 LP = 帳票であることを示しています。

印刷方法を示す表示

カタメン ：片面印刷
リョウメン：両面印刷

英数字とカナで、プリン
ターの状態や操作に関す
る情報を16桁2行の白
抜き文字で表示します。

1
2

3

ディスプレイの表示　（セレクト状態）
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英数字とカナで、プリンターの状態
や操作に関する情報を16桁2行の白
抜き文字で表示します。

現在有効な機能を表示します。これ
らはタッチパネルスイッチの役割を
果たし、ディスプレイに指で触れる
ことで機能の選択が行えます。

ホッハ°1　Ａ４ヨコ　ホ°ート 
カタメン　シ゛ョウダン　ＦＵ 

排紙 給紙 その他 

 

縮小 

スタッカ 

排出 

印刷方向 

ホッハ° 

トレイ 

両面 

メニュー 

1
2

3
1
2
3

ディスプレイの表示　（ディセレクト状態）

その他の表内容については本書「アラーム表示が出ているときは」（83ページ）、「通常メニューツリー」（38
～43ページ）をご覧ください。
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ランプ
印刷可ランプ（緑）

点灯 プリンターがセレクト状態 (印刷データを受信できる状態) になってい
ます。

消灯 プリンターがディセレクト状態 (印刷データを受信できない状態) に
なっています。

データランプ（橙）

点灯 プリンター内に印刷データが残っています。

点滅 プリンターが印刷データを受信中です。

消灯 プリンター内にデータが残っていません。
プリンターはデータを受信中ではありません。

アラームランプ（赤）

点灯 30秒ごとにブザーが6回鳴ります。

用紙がセットされていない、カバーが開いているなど、プリンターに
エラーが発生している状態です。詳細については本書の「アラーム表示
が出ているときは」（83ページ）をご覧ください。

消灯 プリンターにエラーが発生していない状態です。

節電モードランプ（緑）

点灯 節電モードに設定されています。

消灯 節電モードではありません。

HDDランプ（赤）（増設ハードディスクオプション増設時）

点灯 HDDにアクセス中です。

消灯 HDDにアクセスしていない状態です。

印刷可 

節電ﾓｰﾄﾞ 

HDD

ﾃﾞｰﾀ 

ｱﾗｰﾑ
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スイッチの機能

通常のスイッチ機能 ― ［印刷可］スイッチを押し、ディセレクト状態（印刷可ランプが消灯してい
る状態）になってはじめて機能します（［ストップ］スイッチ、［節電モード］
スイッチを除く）。

メニューモード時のスイッチ機能 ― ［メニュー］スイッチを押して通常メニューモードに入ると働く機能です。

チェック ✔
蘆 アラームランプが点灯している間はどのスイッチも機能しません。アラームの詳細については「アラーム
表示が出ているときは」（83ページ）をご覧ください。

蘆 アプリケーションによってはスイッチによる設定をアプリケーション側で行えるものもあります。

通常のスイッチ機能

［印刷可］スイッチ

このスイッチはプリンターが初期設定中およびテスト印刷中以外に機能します。

データを受信できる状態にする。

スイッチを押すごとにデータを受信できる状態（セレクト状態、印刷可ランプ緑点灯）と受信
できない状態（ディセレクト状態、印刷可ランプ消灯）を交互に切り替えます。

スイッチ
プリンターの操作パネルには17個のスイッチがあり、それぞれのスイッチには2つまたは3つの機能を持
たせています。

 

テストメニュー　　　　　　→ 

 設定変更 

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0 C

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ1

HDD

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ2

ﾘｾｯﾄ 

節電ﾓｰﾄﾞ 

ﾃﾞｰﾀ 

印刷可 ｽﾄｯﾌﾟ 

ｱﾗｰﾑ 

ホッハ°1　A4ヨコ　ホ°ート 
カタメン　シ゛ョウダン　FU

排紙 給紙 その他 

 

縮小 

スタッカ 

排出 

印刷方向 

ホッハ° 

通常のスイッチ機能 
（任意のスイッチを押します） 

メニューモード時の 
スイッチ機能 
 

（［仕上げ］スイッチを押した後、 
　任意のスイッチを押します。） 

（［メニュー］スイッチを押した後、 
　任意のスイッチを押します。） 

トレイ 

両面 

メニュー 

ディセレクト 

 

印刷可 
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［トレイ］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。

トレイ給紙にする。

ホッパから用紙を送る状態でこのスイッチを押すと、トレイから用紙を給紙する状態に切り
替わります。

トレイ給紙の用紙サイズを変更する。

トレイ給紙を選択しているとき、このスイッチを押すたびに用紙サイズの設定が次のように
変わります。

　　→　A3タテ　→　A4タテ　→　A4ヨコ　→　A5タテ　→　B4タテ　→　B5タテ　→　B5ヨコ　→　LTタテ　→　ハガキ　

［両面］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。

両面印刷モードにする（両面印刷モードを解除する）。

ディスプレイに“カタメン”と表示している状態でこのスイッチを押すと、表示が“リョウメ
ン”に切り替わり、両面印刷モードになります。
このスイッチを押すたびに両面印刷モードの設定と解除が切り替わります。

ヒント ✎

ただし、トレイ給紙で「厚紙」、「OHP」または「定形外用紙」を指定した場合は、印刷は片面で
行われます。

［ストップ］スイッチ

このスイッチは常に機能します。

データの受信と印刷を停止し、ディセレクト状態にする。

印刷中にこのスイッチを押すと、印刷中の用紙を排出した後、一時的に印刷を停止します。
受信済みのデータは、プリンター内に残ったままになります。
印刷を再開するときは、［印刷可］スイッチを押します。

［メニュー］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。

通常メニューモードに入る。

このスイッチを押すと、通常メニューモードに入ります。

トレイ 

両面 

ｽﾄｯﾌﾟ 

メニュー 
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［ホッパ］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。

ホッパ給紙に切り替える。

トレイから用紙を送る状態でこのスイッチを押すと、ホッパから用紙を送る状態に切り替わ
ります。

ホッパ給紙を選択しているときは、このスイッチで給紙するホッパを選択する。

ホッパ給紙を選択中にこのスイッチを押すたびに給紙ホッパの設定が変わります（選択され
たホッパがディスプレイに表示されます）。

［印刷方向］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。

印刷方向を選択する。

このスイッチを押すごとに、ポートレートとランドスケープを交互に切り替えます。
用紙の置き方に関係なく、縦長にした内容を印刷するときはポートレートを、横長にした内
容を印刷するときはランドスケープを指定します。選択されている印刷方向は、ディスプレ
イに表示されています。

［縮小］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。また、選択
されている用紙サイズがA3、A4、B4、B5のときに機能します。

縮小／拡大モードの設定を行う。

このスイッチを押すと以下のような縮小／拡大印刷ができます。
印刷する用紙サイズによって、次の順序でモード選択されます。

蘆A3サイズに印刷する

A3タテ　→　A4→A3　→　B4→A3　→　A3タテ　→　（繰り返し）

蘆A4サイズに印刷する

A4タテ A4タテ
または　→　B4→A4　→　LP→A4　→　A3→A4　→　A4×2　→　B5→A4　→　　または 　→　（繰り返し）
A4ヨコ A4ヨコ

蘆B4サイズに印刷する

B4タテ　→　LP→B4　→　A3→B4　→　B5→B4　→　A4→B4　→　B4タテ　→　（繰り返し）

蘆B5サイズに印刷する

B5ヨコ　→　A4→B5　→　B4→B5　→　B5×2　→　B5ヨコ　→　（繰り返し）

*1　LPは帳票サイズ（136桁×66行）を意味します。
*2　A4×2はA4サイズの2ページ分のデータをA4用紙1枚に印刷します。
*3　B5×2はB5サイズの2ページ分のデータをB5用紙1枚に印刷します。

チェック ✔
アプリケーションによっては縮小・拡大が正しく印刷されないものがあります。

ホッパ 

印刷方向 

縮小 

*1 *2

*3
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［スタッカ］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。スタッカの
用紙排出先と排出面の切り替えを行います。

スタッカの排出先と排出面の切り替えを行う。

このスイッチを押すたびにスタッカの用紙排出先と排出面の設定が次のように変わります。

　　→ジョウダン　　FU　→　ゲダン　　FD

蘆 FUはフェイスアップ（印刷面が上面に排出されること）を意味します。

蘆 FDはフェイスダウン（印刷面が下面に排出されること）を意味します。

蘆トレイ給紙の場合は、用紙サイズがハガキのとき、または用紙種別が普通紙以外のときは
ジョウダン　FU  固定です（スイッチを押しても設定は変えられません）。

［節電モード］スイッチ

このスイッチはメニューモードとトナー補給中以外に機能します。

節電モードの有効／無効の切り替えを行う。

スイッチを押すごとに節電モード有効（節電モードランプ点灯）と節電モード無効（節電モー
ドランプ消灯）に交互に切り替えます。

［メンテナンス1］スイッチ

［メンテナンス2］スイッチ

この2つのスイッチは機能しません。

［10キー］スイッチ

このスイッチは、通常メニューモード時のコピー枚数指定時に機能します。

コピー枚数の指定を行う。

このスイッチを押すたびに設定が次のように変わります。
（例）
コピー　マイスウ　　01＊ 初期状態

↓
コピー　マイスウ　　13＊ 最初に 3　 スイッチを押した場合

↓
コピー　マイスウ　　32＊ 次に 2　 スイッチを押した場合

↓
コピー　マイスウ　　21＊ 最後に 1　 スイッチを押した場合

上記の例では最終的に“コピーマイスウ　21＊”が有効になります

スタッカ 

節電ﾓｰﾄﾞ 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ1

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ2

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0
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［クリア］スイッチ

このスイッチは通常メニューモード時のコピー枚数指定時に機能します。

コピー枚数指定の取り消しを行う。

［10キー］スイッチによって入力されたコピー枚数の取り消しを行います。このスイッチが
押された場合、コピー枚数は初期値の01になります。

［リセット］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯しているときに機能します。アラーム中も機能します。

プリンターを初期状態にする。

このスイッチを2回続けて押すと、ディスプレイに“リセットジッコウ”と表示され、未印刷
データは消失し、プリンターは初期状態（電源スイッチON直後の状態）になります。リセッ
ト後、ブザーが2回鳴ります。

チェック ✔
リセットを行うと、スイッチを使って変更したプリンターの設定も、初期状態（電源ON直後
の状態）に戻ります。ただし、メニュースイッチを使って変更したメニューモードの内容はリ
セットされません。詳細は33ページをご覧ください。

［排出］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯していて、データランプが点灯している（ディスプレイ
に“データガノコッテイマス”と表示されている）ときに機能します。アラーム中および用紙
がない状態では機能しません。

プリンターに残っている未印刷データをすべて印刷する。

このスイッチを押すとプリンターに残っているデータをすべて印刷出力します。

チェック ✔
プリンター内にデータを残したまま次の印刷を行うと、プリンターは残っているデータと次
の印刷データを重ねて印刷する場合があります。

C

ﾘｾｯﾄ 

排出 
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メニューモード時のスイッチ機能

［印刷可］スイッチ

メニューモードを終了させる。
メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューモードを終了します。

［設定変更］スイッチ

メニューモード時に設定変更したい項目（レベル3）を選択する。

メニューモード時でメニューツリーのレベル3の項目を選択中にこのスイッチを押すと、任
意の項目の設定を変更することができます。

［蜷］スイッチ

メニューモード中は［→］スイッチとして機能する。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの次のレベル（レベル2またはレ
ベル3）の項目を選択することができます。

［▲］スイッチ

メニューモード中は［↑］スイッチとして機能する。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの同じレベルの項目を選択する
ことができます。

［蜻］スイッチ

メニューモード中は［←］スイッチとして機能する。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーのひとつ前のレベル（レベル1ま
たはレベル2）の項目を選択することができます。

［▼］スイッチ

メニューモード中は［↓］スイッチとして機能する。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの同じレベルの項目を選択する
ことができます。

メニューツリーの詳細については「メニューツリー」（38～43ページ）をご覧ください。

印刷可 

設定変更 
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メニューモード
メニューモードでは、プリンターの操作パネル上のスイッチを使ってプリンターのさまざまな設定を変更
することができます。

メニューモードでの設定変更のしかた

メニューモードで変更した設定内容は電源をOFFにしても変わりません。

1. ［印刷可］スイッチを押して、ディセレクト状態
にする。

［印刷可］ランプが消灯します。

印刷可 

ﾃﾞｰﾀ 

2. データランプが点灯していないことを確認する。

もし点灯していたら排出スイッチを押して、データ
を排出してください。

テストメニュー　　　　　　→ 

メニュー 
3. ［メニュー］スイッチを押す。

プリンターはメニューモードに入り、ディスプレイ
に“テストメニュー　　→”を表示します。

ホッハ°1　Ａ４ヨコ　ホ°ート　 
カタメン　  シ゛ョウタ゛ンＦＵ 

 

印刷可 

緑 
4. メニューモードの設定内容を変更する。

通常メニューモードの内容は次ページの「メニュー
モード設定項目一覧表」および38～43ページの「メ
ニューツリー」を参照してください。

メニューモード中は次の5個のスイッチで項目の選
択、設定の変更を行います。

［蜻］、［▼］、［蜷］、［▲］スイッチ... このスイッチを押すとその方向へ進むことを示しています。
［設定変更］スイッチ ............................ レベル3をひとつずつ表示し、同時に表示された内容が自動的に選択されます。

5. ［印刷可］スイッチを押して、メニューモードを終了する。

プリンターはセレクト状態になり、印刷可ランプが点灯し、ディスプレイは通常表示に戻ります。
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目項定設 明　説
ーュニメ
ドーモ

ーリモメ
チッイス
)WSM(

刷印トステ
ーュニメ

刷印スターテス
プオ、はで刷印スターテス。すまい行を刷印スターテス
ンリプ各、どな態状のチッイスーリモメや続接のンョシ

。すまれさ刷印が態状のータ
○ ×

刷印ルプンサ 。すまい行を刷印ルプンサ ○ ×

刷印続連 。すまい行を）刷印トステ（刷印続連 ○ ×

WSM 刷印プンダ 。すまれさ刷印が態状のチッイスーリモメ ○ ×

61 刷印プンダ進 61 。すまい行を刷印プンダ進 ○ ×

刷印守保 。すまい行を刷印守保 ○ ×

定設刷印
ーュニメ 定設数枚ーピコ “は数枚ーピコ 10 “らか” 99 。すまきで定設でま” ○ ×

紙用 ーュニメ

定設期初パッホ まし択選を定設パッホの時トッセリびよお時入投源電
。す ○ ×

定設ズイサ紙用 。すまし択選を定設ズイサ紙用の時紙給パッホ ○ ×

紙用イレト 。すまし択選を別種の紙用るす用使でイレト ○ ×

定設ドーモ紙合 。すまし択選を定設パッホるす紙給てしと紙合 ＊1 ○ ×

定設紙給イレリ 。すまし択選をかうどかるす用使を能機紙給イレリ ＊2 ○ ×

能機トーレパセブョジ まし択選をかうどかるす用使を能機トーレパセブョジ
。す ○ ×

定設置位字印
　ーュニメ

パッホ 1 整調微 を置位刷印の面裏・面表の時刷印面両、イレト、パッホ
。すまし整調

○ ×

パッホ 2 整調微 ○ ×

パッホ 3 整調微 ○ ×

パッホ 4 整調微 ＊3 ○ ×

整調微イレト ○ ×

整調微面表 ○ ×

整調微面裏 ○ ×

LM

TM

A
B

C
D

用 
紙 
送 
り 
方 
向 

通常メニューモード設定項目一覧

通常メニューモードで設定できる項目の一覧とそれらの簡単な説明を以下に示します。
また、これらの設定はメモリースイッチからも設定できます。各設定方法で設定できる項目の一覧も以下
に示します。さらに詳細については、「付録A」を参照してください。

通常メニューモード設定項目一覧（1/2）

○：有効　　　×：無効
＊1 合紙モードに設定されたホッパは、通常使用では印刷されません。

合紙モードを設定した場合は、印刷で使用するホッパと違うホッパを設定してください。
＊2 リレイ給紙はリレイするホッパとリレイされるホッパの両方をONにしてください。
＊3 オプション実装時のみ
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目項定設 明　説
ーュニメ
ドーモ

ーリモメ
チッイス
)WSM(

刷印面両
ーュニメ

定設期初 に刷印面両をドーモ刷印の時トッセリびよお時入投源電
。すまし択選をかいなしかるす ○ 　×

ろしじ綴 。すまし定設を置位るす加付をろしじ綴 ○ 　×

白余 。すまし定設を量るす加付をろしじ綴 ○ 　×

プッリク 、かるすグンピッリクをターデたし出みはらか囲範刷印
。すまし定設をかるすジーペ改／行改動自 ○ 　×

用運
ーュニメ

能機電節 ＊1 。すまし定設をかいなしかるす用使を能機電節 ○ ○

出排動自 ＊2 。すまし択選を間時定設びよお、効無／効有の出排動自 ○ 　×

定設ーリモメ 。すまし択選を法方用使のーリモメつ持がータンリプ ○ 　×

トンォフ
ーュニメ

1 ロゼ系トイバ 1 。すまえ替り切を体字のロゼ系トイバ ○ ○

2 ロゼ系トイバ 2 。すまえ替り切を体字のロゼ系トイバ ○ 　×

KNA 1 のトンォフの系ドーコトイバ KNA 。すまし択選を字文 ○ 　×

字漢 （トンォフ準標 2 。すまし択選を）字文トイバ ○ 　×

トッセ字文 2 。すまし択選をトッセ字文系トイバ ○ 　×

別国 。すまし択選をトッセ字文国各 ○ ○

作動 ーュニメ
ンョシーレュミエ作動 別個でスーェフータンイ構機張拡能機、スクニロトンセ

。すまし定設をドーモ作動のータンリプに ○ 　×

え替り切動自作動 。すまし刷印てえ替り切をンョシーレュミエに的動自 ○ 　×

LDPN 定設
ーュニメ

4A 数桁トーレトーポ が紙用 4A のきとるれわ使で向方トーレトーポ、ズイサ
。すまし定設を数字文のりたあ行一 ○ ○

ンョシーレュミエ かドーモータンリプジーペ LP102 ンョシーレュミエ
。すまし択選をかドーモ ○ ○

631 定設ドーモ桁 631 はきとの効有。すまし択選を効無・効有のドーモ桁
。すまし択選を量と向方の整調微置位紙用 ○ ○

化期初定設
ーュニメ

化期初 。すまし戻に定設期初を目項ーュニメ ○ 　×

し出び呼 。すまし出び呼を容内るいてれさ憶記で憶記定設 ○ 　×

憶記
設でチッイスイレトと定設能機種各の内ドーモーュニメ

。すまし憶記てめとまをズイサ紙用たし定
○ 　×

スーリモメ イ
チッ ーュニメ 。すまいてれらめとまがのもい低の度頻更変的較比で中のドーモーュニメ ○ 　×

通常メニューモード設定項目一覧（2/2）

○：有効　　　×：無効

＊1 節電モード中は、オプションの大容量ホッパとフィニッシャは動作しないので、大容量ホッパへの用紙補給やマニュアルステープ
ルをするときは、節電モードを解除してから行ってください。

＊2 コンピューターに負荷がかかっている場合やネットワークのトラフィックが多いときなど、自動排出までの待ち時間（最大30秒）以
上にデータ送信に時間ががかかる場合があります。この場合、途中で用紙が排出されるため正常な印刷結果が得られません。自動
排出の設定を無効にする必要があります。
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メモリースイッチの内容

メモリースイッチは1か0を選択することによって、他のメニューと同じように様々な機能を設定すること
ができます。
メモリースイッチは1-1から8-8まであります（未使用のスイッチもあります）。表中の太文字は工場出荷時
の設定を示しています。

通常メニューモードで設定できるメモリースイッチの内容（1/2）

号番 能　機 0 1

1-1

え替り切の字文国各

3 のチッイスのつ 1／0 、りよにせわ合み組の
5 を」録付「（。すまえ替り切を字文の語国か

）。いさだくてし照参
てべす 0 ）語本日（

2-1

3-1

4-1 ）用使未（

5-1 1CD 、 3CD え替り切の効無／効有の 効有 効無

6-1 え替り切の行改帰復動自 行改帰復 みの帰復

7-1 え替り切の令指刷印 RC みの RC 他のそ＋

8-1 RC え替り切の能機 みの帰復 行改帰復

1-2 1 え替り切の体字のロゼの系ドーコトイバ 0

2-2 え替り切のドーモンョシーレュミエの時入投源電 LP102 ーレュミエ
ンョシ

ータンリプジーペ
（ LDPN ）

3-2 え替り切のドーモクッィフラグ ドーモブィテイネ ドーモーピコ

4-2 ～ 5-2 ）用使未（

6-2 7 ／トッビ 8 え替り切のターデトッビ 8 トッビ 7 トッビ

7-2 4A え替り切の数桁刷印トーレトーポ 87 桁 08 桁

8-2 4B → 4A 率小縮の小縮 5/4 倍 3/2 倍

1-3

定設の量ンジーマトフレ
（定設の量整調微置位紙用はたま 631 ）ドーモ桁

4 のチッイスのつ 1／0 、りよにせわ合み組の
0 らかチンイ 01/51 し定設で囲範のでまチンイ

（。すま 01/1 照参を」録付「（）位単チンイ
）。いさだくてし

てべす 0（0 ）チンイ

2-3

3-3

4-3

5-3 （定設の向方整調微置位紙用 631 ）ドーモ桁 左 右

6-3 （定設の置位紙用 631 ）ドーモ桁 せわ合端左 せわ合央中

7-3 631 え替り切の効無／効有のドーモ桁 効無 効有

8-3 え替り切の効無／効有の能機ーザブ 効有 効無

1-4 え替り切の効無／効有の択選度像解 効有 効無

2-4 ）用使未（

3-4 1cCSE いなし／るす化期初をターデ録登ので
え替り切の るす化期初 いなし化期初

4-4 FF いなし／るす力出を紙白でみのドーコ
え替り切の るす力出 いなし力出

5-4 え替り切の向方プーケスドンラ り回計時反 り回計時

6-4 ～ 8-4 ）用使未（

ø
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通常メニューモードで設定できるメモリースイッチの内容（2/2）

号番 能　機 0 1

1-5 え替り切の効無／効有のドーコ期同 効無 効有

2-5 ～ 8-5 ）用使未（

1-6 ～ 6-6 ）用使未（

7-6 え替り切のいなし／るす用使を能機電節 るす用使 いなし用使

8-6 ）用使未（

1-7 グンミイタチッラターデのブーロトスターデ
）スーェフータンイスクニロトンセ（ チッラ縁前 チッラ縁後

2-7 グンミイタチッラターデのブーロトスターデ
（ NAL ）スーェフータンイドーボ チッラ縁前 チッラ縁後

3-7 ～ 6-7 ）用使未（

7-7 fSF をしなズイサ紙用定指のでドンマコ
え替り切のいなし／るす示表 るす示表 いなし示表

8-7 fSF いなし／るすを小縮動自のでドンマコ
え替り切の るす小縮動自 いなし小縮動自

1-8
2-8

（ジッリノクアィジビ YSUB － KCA の）
）スーェフータンイスクニロトンセ（グンミイタ

2 のチッイスのつ 0/1 、でせわ合み組の
YSUB － KCA 。すまえ替り切をグンミイタの

グンミイタ A

3-8
4-8

（ジッリノクア KCA 幅の）
）スーェフータンイスクニロトンセ（

2 のチッイスのつ 0/1 、でせわ合み組の
KCA 。すまえ替り切を幅の

1μs

5-8
6-8

（ジッリノクアィジビ YSUB － KCA の）
（グンミイタ NAL ）スーェフータンイドーボ

2 のチッイスのつ 0/1 、でせわ合み組の
YSUB － KCA 。すまえ替り切をグンミイタの

グンミイタ A

7-8
8-8

（ジッリノクア KCA 幅の）
（ NAL ）スーェフータンイドーボ

2 のチッイスのつ 0/1 、でせわ合み組の
KCA 。すまえ替り切を幅の

1μs
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　テストメニュー　　　　　　　→ 

　インサツセッテイメニュー　　→ 

ステータス印刷開始 
メニューモード終了 
ディスプレイは通常表示 
に戻る 

レベル1 レベル2 レベル3

BA DC

　テストメニュー 
←ステータスインサツシ゛ッコウ→ 

サンプル印刷開始 ＊1

＊2

＊2

　テストメニュー 
←サンフ゜ルインサツシ゛ッコウ→ 

連続印刷開始 
　テストメニュー 
←レンソ゛クインサツシ゛ッコウ→ 

MSWダンプ開始 

16進ダンプ開始 

保守印刷開始 

　テストメニュー 
←ＭＳＷタ゛ンフ゜　シ゛ッコウ→ 

　テストメニュー 
←１６シンタ゛ンフ゜シ゛ッコウ→ 

　テストメニュー 
←ホシュインサツ　　シ゛ッコウ→ 

　ヨウシメニュー　　　　　　　→ 　ヨウシメニュー 
←ホッハ゜　ショキセッテイ　　→ 

　インサツセッテイメニュー 
←コヒ゜ーマイスウ　　　　０１＊ 

　インサツセッテイメニュー 
←コヒ゜ーマイスウ　　　　９９＊ 

　ホッハ゜　ショキセッテイ 
←　　　　　　　　　ホッハ゜１＊ 
　ホッハ゜　ショキセッテイ 
←　　　　　　　　　ホッハ゜２＊ 
　ホッハ゜　ショキセッテイ 
←　　　　　　　　　ホッハ゜３＊ 
　ホッハ゜　ショキセッテイ 
←　　　　　　　　　  ホッハ゜4＊ 
　ホッハ゜　ショキセッテイ 
←　　　　　　　　　　   トレイ＊ 

…
 

　ヨウシメニュー 
←トレイ　ヨウシシュベツ　　　→ 

　トレイ　ヨウシシュベツ　　　 
←　　　　　　　　　　フツウシ＊ 
　トレイ　ヨウシシュベツ　　　 
←　　　　　　　　　　アツガミ＊ 

 

　リレーキュウシ　セッテイ　　　 
←　　　　　　　　　　　ＯＨＰ＊ 

 

　アイシモート゛　セッテイ　　　 
←　　　　　　　　　　　ＯＦＦ＊ 
　アイシモート゛　セッテイ　　　 
←　　　　　　　　  　ホッハ゜１＊ 
　アイシモート゛　セッテイ　　　 
←　　　　　　　　  　ホッハ゜２＊ 
　アイシモート゛　セッテイ　　　 
←　　　　　　　　  　ホッハ゜３＊ 

 

 

　アイシモート゛　セッテイ　　　 
←　　　　　　　　  　ホッハ゜４＊ 
　アイシモート゛　セッテイ　　　 
←　　　　　　　　　　　トレイ＊ 

 

　ヨウシメニュー 
←アイシモード　セッテイ　　　→ 

＊2

通常メニューツリー

通常メニューモードを図式的に表したメニューツリーを示します。（網掛け部分は工場設定値です。）
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Ｆ Ｅ Ｇ Ｈ 

Ｂ Ａ DC

　ヨウシメニュー 
←リレイキュウシ　セッテイ　　→ 

　リレイキュウシ　セッテイ　　　 
←ホッハ゜１　リレイ　　ＯＦＦ＊ 
　リレイキュウシ　セッテイ　　　 
←ホッハ゜1　リレイ　　　   ＯＮ＊ 

　　リレイキュウシ　セッテイ　　　 
←ホッハ゜2　　リレイ　  　ＯＮ＊ 

　リレイキュウシ　セッテイ　　　 
←ホッハ゜2　　リレイ　  ＯＦＦ＊ 

　リレイキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜3　　リレイ　  ＯＦＦ＊ 
　リレイキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜3　　リレイ　  　ＯＮ＊ 

　リレイキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜4　リレイ　 　ＯＦＦ＊ 
　リレイキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜4　リレイ　 　　ＯＮ＊ 

＊2

　　リレイキュウシ　セッテイ　　　 
←トレイ　　　リレイ　　　ＯＮ＊ 

　リレイキュウシ　セッテイ　　　 
←トレイ　　　リレイ　　ＯＦＦ＊ 

　ヨウシメニュー 
←シ゛ョフ゛セハ゜レートキノウ→ 

　シ゛ョフ゛セハ゜レートキノウ　　 
←　　　　　　　　　　　ムコウ＊ 
　シ゛ョフ゛セハ゜レートキノウ　　 
←　　　　　　　　　　ユウコウ＊ 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ→ 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ→ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

＊2

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

　インシ゛イチセッテイメニュー→ 

レベル1 レベル2 レベル3
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Ｆ Ｅ Ｇ 

　ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ→ 

　ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　ホッハ゜３  　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

…
 

…
 

…
 

…
 

Ｈ 

　ホッハ゜４　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜４　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←ホッハ゜４　　ヒ゛チョウセイ→ 

　ホッハ゜４　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜４　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜４　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　ホッハ゜４　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

…
 

…
 

…
 

…
 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←トレイ　　　　ヒ゛チョウセイ→ 

　トレイ　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　トレイ　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　トレイ　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　トレイ　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　トレイ　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　トレイ　　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

…
 

…
 

…
 

…
 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←オモテメン　　ヒ゛チョウセイ→ 

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

…
 

…
 

…
 

…
 

レベル1 レベル2 レベル3
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　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←ウラメン　　ヒ゛チョウセイ→ 

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

…
 

…
 

…
 

…
 

　リョウメンインサツメニュー 
←ショキセッテイ　　　　ＯＦＦ＊ 
　リョウメンインサツメニュー 
←ショキセッテイ　　　　  　ＯＮ＊ 

　リョウメンインサツメニュー　→ 

　リョウメンインサツメニュー 
←トシ゛シロ　　　　ロンク゛１＊ 
　リョウメンインサツメニュー 
←トシ゛シロ　　　　ショート１＊ 
　リョウメンインサツメニュー 
←トシ゛シロ　　　　 ロンク゛２＊ 
　リョウメンインサツメニュー 
←トシ゛シロ　　　　  ショート２＊ 

　リョウメンインサツメニュー 
←クリッフ゜　　　　　　　 ＯＮ＊ 
　リョウメンインサツメニュー 
←クリッフ゜　　　　　　 ＯＦＦ＊ 

　リョウメンインサツメニュー 
←ヨハク　　　　　　　  　０ミリ＊ 

　リョウメンインサツメニュー 
←ヨハク　　　　　　　 ２０ミリ＊ 

…
 

　ウンヨウメニュー　　　　　　→ 
 

　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　　ムコウ＊ 
　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　　５フン＊ 

　ウンヨウメニュー 
←セツテ゛ンキノウ　　　　　　→ 

　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　１０フン＊ 
　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　３０フン＊ 
　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　６０フン＊ 
　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　９０フン＊ 

　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ 
←ＴＭ　　　　　　　　　ムコウ＊ 
　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ 
←ＴＭ　　　　　　　５ヒ゛ョウ＊ 

　ウンヨウメニュー 
←シ゛ト゛ウ　ハイシュツ　　　→ 

　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ 
←ＴＭ　　　　　　１５ヒ゛ョウ＊ 
　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ 
←ＴＭ　　　　　　３０ヒ゛ョウ＊ 

　ウンヨウメニュー 
←メモリ　セッテイ　　　　　　→ 

　メモリワリアテ 
←　　　　　　　ヒョウシ゛ュン＊ 
　メモリワリアテ 
←シ゛ュシンハ゛ッファユウセン＊ 
　メモリワリアテ 
←　　モシ゛キャッシュユウセン＊ 
　メモリワリアテ 
←　　フォームトウロクユウセン＊ 

＊3

レベル1 レベル2 レベル3
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　フォントメニュー 
←１ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊ 
　フォントメニュー 
←１ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊ 

　フォントメニュー　　　　　　→ 

　フォントメニュー 
←クニヘ゛ツ　　　　ニッホ゜ン＊ 
　フォントメニュー 
←クニヘ゛ツ　　　　　アメリカ＊ 
　フォントメニュー 
←クニヘ゛ツ　　　　イキ゛リス＊ 
　フォントメニュー 
←クニヘ゛ツ　　　　　ト゛イツ＊ 
　フォントメニュー 
←クニヘ゛ツ　　スウェーテ゛ン＊ 

　フォントメニュー 
←カンシ゛１　　　　コ゛シック＊ 

NM

P Q RO

　フォントメニュー 
←モシ゛セット　ＪＩＳ１９７８＊ 
　フォントメニュー 
←モシ゛セット　ＪＩＳ１９８３＊ 
　フォントメニュー 
←モシ゛セット　ＪＩＳ１９９０＊ 

　フォントメニュー 
←カンシ゛　　　　　ミンチョウ＊ 

　フォントメニュー 
←２ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊ 
　フォントメニュー 
←２ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊ 

　フォントメニュー 
←ＡＮＫ　　　　ヒョウシ゛ュン＊ 
　フォントメニュー 
←ＡＮＫ　　　　　　イタリック＊ 
　フォントメニュー 
←ＡＮＫ　　　　　　　クーリエ＊ 
　フォントメニュー 
←ＡＮＫ　　　　　　コ゛シック＊ 

　ト゛ウサ　エミュレーション 
←ＮＩＣ　　　　　　　ＮＰＤＬ＊ 

　ト゛ウサメニュー 
←ト゛ウサ　エミュレーション　→ 

　ト゛ウサメニュー　　　　　　→ 
 

　ト゛ウサ　エミュレーション 
←セントロ　　　　　　ＮＰＤＬ＊ 

＊4

＊5

＊6

＊7

　Ａ４ホ゜ートレート　ケタスウ 
←　　　　　　　　　　７８ケタ＊ 
　Ａ４ホ゜ートレート　ケタスウ 
←　　　　　　　　　　８０ケタ＊ 

　ＮＰＤＬセッテイメニュー 
←Ａ４ホ゜ートレート　ケタスウ→ 

　ＮＰＤＬセッテイメニュー　　→ 
 

　エミュレーション 
←　　２０１　エミュレーション＊ 
　エミュレーション 
←ヘ゜ーシ゛フ゜リンタモート゛＊ 

　ＮＰＤＬセッテイメニュー 
←エミュレーション　　　　　　→ 

レベル1 レベル2 レベル3
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＊9

　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　ヒタ゛リ１５＊ 
　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　　　　　　０＊ 
　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　　ミキ゛　１＊ 

　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　　ミキ゛１５＊ 

　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←　　　　　　　　　　ユウコウ＊ 
　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←　　　　　　　　　　　ムコウ＊ 

　ＮＰＤＬセッテイメニュー 
←１３６ケタモート゛　セッテイ→ 

　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヨウシイチ　　　　　ヒタ゛リ＊ 
　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヨウシイチ　　　　チュウオウ＊ 

　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　　　　　　０＊ 
　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　ヒタ゛リ　１＊ …

 
…
 

＊8

＊10

＊11

　セッテイショキカメニュー 
←ショキカ　　　　　シ゛ッコウ→ 
　セッテイショキカメニュー 
←ヨヒ゛タ゛シ　　　シ゛ッコウ→ 
　セッテイショキカメニュー 
←キオク　　　　　　シ゛ッコウ→ 

　セッテイショキカメニュー　　→ 
 

　メモリスイッチメニュー　　　→ 
 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ１　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ２　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ３　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ４　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ５　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ６　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ７　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ８　　００００００００＊ 

Q R

　ト゛ウサ　ソウホウコウ 
←ＮＩＣ　　　　　　　ニフ゛ル＊ 
　ト゛ウサ　ソウホウコウ 
←ＮＩＣ　　　　　　　　ＥＣＰ＊ 
　ト゛ウサ　ソウホウコウ 
←ＮＩＣ　　　　　　　　　ナシ＊ 

　セントロセッテイメニュー 
←ト゛ウサ　ソウホウコウ→ 

　セントロセッテイメニュー 

　ト゛ウサ　ソウホウコウ 
←セントロ　　　　　　ニフ゛ル＊ 
　ト゛ウサ　ソウホウコウ 
←セントロ　　　　　　　ＥＣＰ＊ 
　ト゛ウサ　ソウホウコウ 
←セントロ　　　　　　　　ナシ＊ 

レベル1 レベル2 レベル3

＊1 設定されている用紙がA4のときのみ表示されます。
＊2 装着されているホッパのみ表示されます。
＊3 MSW6-7と同期します。
＊4 MSW2-1と同期します。
＊5 MSW1-1～MSW1-3と同期します。
＊6 MSW2-7と同期します。
＊7 MSW2-2と同期します。
＊8 201エミュレーションモード時のみ表示されます。
＊9 MSW3-7と同期します。
＊10 136ケタモードがユウコウの時のみ表示します。MSW3-6と同期します。
＊11 136ケタモードがユウコウの時のみ表示します。MSW3-1～MSW3-5と同期します。
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ここではMultiWriter 6050の基本的な操作の手順について説明します。

珈　用紙をセットする

用紙について

MultiWriter 6050で使用できる用紙は次のとおりです。なお、「用紙の規格」については本書128ページ、
「印刷範囲」については129ページをご覧ください。

チェック ✔
蘆 普通紙以外の用紙はホッパから給紙できません。

蘆 普通紙以外の用紙は両面印刷しないでください。

普通紙

「乾式PPC用紙」が最適です。坪量64.0～81.4g/m2（連量55～70kg）のも
のを使用してください。A3判、A4判、A5判、B4判、B5判、レターサイズが
使用できます。
ホッパまたはトレイにセットすることができます。

4章
操作の手順
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厚紙

「乾式PPC用紙」が最適です。坪量81.4～104.7g/m2（連量70～90kg）の
ものを使用してください。A3判、A4判、A5判、B4判、B5判、レターサイ
ズが使用できます。
トレイにセットすることができます。

はがき

官製はがき、官製往復はがき、あるいは官製はがき、官製往復はがきと
同等のものを使用してください。
トレイにセットすることができます。

OHPフィルム

乾式PPC用で厚さ0.1mm±0.025mmで、表面処理されているものを使
用してください。大きさはA4判が使えます。
トレイにセットすることができます。

ラベル紙

台紙全体がラベルで覆われたものを使用してください。大きさはA4
判、B4判が使えます。
トレイにセットすることができます。

チェック ✔
蘆 往復はがきを印刷する場合は、プリンタドライバの［用紙サイズ］でユーザー定義を選択し、サイズを指定
してください。また、プリンタドライバの［用紙種類］で厚紙を選択し印刷を行ってください。

蘆 OHPフィルムを印刷する場合は、プリンタドライバの［給紙方法］でトレイ、［用紙種類］でOHPを選択し
てください。また、プリンタドライバの［排出方法］でフェイスアップを選択し印刷を行ってください。

重要 

次のような用紙への印刷はおやめください。印刷不良、紙づまり、故障の原因になります。

蘆 無塵紙

蘆 裏移り防止用の白粉（ミクロパウダ）が塗布された用紙

蘆 熱で変質するインクを使った用紙、変質しやすい用紙

蘆 カーボン紙、ノンカーボン紙、感圧紙、感熱紙、酸性紙　

蘆 ざら紙や繊維質の用紙など、表面が滑らかでない用紙

蘆 ミシン目のある用紙、穴あき用紙
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蘆 紙の表面に特殊コーティングした用紙、表面加工したカラー用紙

蘆 シワがある、折れている、破れている、湿っている、ぬれている、長期間放置した、カールしている、静
電気で密着している、貼り合わせてある、のりが付いているなどの用紙

蘆 ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙

蘆 熱転写プリンター、インクジェットプリンターで印刷した後の用紙

蘆 すでに片面が印刷されている用紙

蘆 次のような状態のラベル紙

台紙全体がラベルで覆われていないもの、部分的に使用したもの、ラベルがはがれかかっているもの、
カールしているもの、表面にのりがしみ出ているもの

チェック ✔
蘆 再生紙、ラベル紙の使用については、制限があります。お買い求めの販売店または、添付の「NECサービ
ス網一覧表」に記載のサービス窓口へお問い合わせください。

蘆 はがき、OHPフィルムおよびラベル紙の印刷品質は、規格を満たす普通紙の印刷品質より劣る場合があ
ります。

蘆 OHPフィルム、ラベル紙をプリンターにセットするときは十分にさば
いてから行ってください。

蘆 ラベル紙への印刷は、ラベルの切れ目部分に文字やイラストがかからな
いようにしてください。

用紙の補給

ホッパ1への用紙補給
以下の手順でホッパ1に用紙をセットします。用紙は普通紙（坪量64.0g/m2）なら500枚までセットできま
す。セットできる用紙はA3縦、A4縦／横、A5縦、B4縦、B5縦／横、レターです。

1. ホッパ1を引き出す。
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3. ホッパを元に戻す。

ホッパ2への用紙補給
ホッパ2に用紙をセットします。用紙は普通紙（坪量64.0g/m2）なら500枚までセットできます。
セットできる用紙はA3縦、A4縦／横、A5縦、B4縦、B5縦／横、レターです。

1. ホッパ2を引き出す。

2. ガイド板を調整する。

用紙ガイド板のつまみを握り、セットする用紙サイ
ズの位置へガイド板を合わせます。

2. 印刷する面を下向きにして用紙をセットする。

チェック ✔
用紙は「Max.」マークを超えないようにセットし
てください。

s

Max.
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3. 用紙の開封した面を下向きにして、用紙をセッ
トする。

チェック ✔
用紙は「Max.」マークを超えないようにセットし
てください。

4. ホッパ2を元に戻す。

ホッパ3への用紙補給
ホッパ3に用紙をセットします。用紙は普通紙（坪量64.0g/m2）なら2,500枚までセットできます。
セットできる用紙はA4横のみです。

1. トレイ解除キーを押してトレイを引き出す。

トレイ解除キーの表示

点灯：ホッパ3以外が選択されていて、
ホッパ3に用紙がない場合。

点滅：ホッパ3が選択されていて、ホッ
パ3に用紙がない場合。

2. 用紙の開封した面を下向きにし、右に寄せて用
紙をセットする。

チェック ✔
用紙は「Max.」マークを超えないようにセットし
てください。

s

Max.

s

Max.
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3. 用紙の開封した面を下向きにし、左に寄せて用
紙をセットする。

チェック ✔
用紙は「Max.」マークを超えないようにセットし
てください。

4. ホッパ3を元に位置に戻す。

大容量ホッパへの用紙補給
大容量ホッパに用紙をセットします。用紙は普通紙（坪量64.0g/m2）なら3,000枚までセットできます。
セットできる用紙はA4横のみです。

1. ドアロック解除レバーをつかみながら、ホッパ
ドアーを開く。

Max.

用紙を追加補給するときは、給紙テーブル［下降］
キーを押して給紙テーブルを下げてからホッパド
アーを開きます。
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s

Max.
2. 用紙の開封した面を上向きにして、用紙をセッ

トする。

チェック ✔
蘆 用紙の先端が、必ず奥のガイド板に当たるよ
うにセットしてください。

蘆 用紙は「Max.」マークを超えないようにセット
してください。

3. ホッパドアを閉じる。

給紙テーブルは自動的に上がります。

チェック ✔
ホッパドアが確実に閉じていないと、給紙テーブ
ルが上がらないことがあります。ドアを確実に閉
じてください。
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玳 電源コードを接続する

注意 電源コードは、添付されているものを使用してください。定格に満たない電源コードを使うと火
災や感電、故障のおそれがあります。

1. プリンターの電源スイッチがOFFになっている
ことを確認する。

2. 電源コードを電源コネクターに差し込む。

電源コネクターは、プリンターの背面から見て右下
にあります。

3. もう一方の電源プラグを3極電源コンセント（電
流容量15A以上）へ差し込む。

チェック ✔
プリンターの電源コードは、コンピューター本体の補助コンセントに接続しないでください。

注意 蘆 2極/3極変換プラグを使用するときはアース線を次のどれかに取り付けてください。

ー 電源コンセントのアース端子

ー 銅片などを650mm以上地中に埋めたもの

ー 接地工事（第3種）を行っている接地端子

蘆 次のようなところにはアース線を接続しないでください。

ー ガス管（引火や爆発のおそれがあります。）

ー 電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れるおそれがあります。）

ー 水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役目を果たしません。）
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珎 テスト印刷をする
プリンターが正常に動くことを確かめるために、テスト印刷を行います。

重要 

印刷中は電源スイッチをOFFにしないでください。印刷中にOFFにすると紙づまりになります。

1. メインスイッチをONにする。

ディスプレイに次のメッセージが順に表示されま
す。
“イニシャライズチュウ”
“ウォームアップチュウ”

2. ブザーが2回鳴り、印刷可ランプが点灯するこ
とを確認する。

ホッハ°1　Ａ４ヨコ　ホ°ート　 
カタメン　  シ゛ョウタ゛ンＦＵ 

 

印刷可 

緑 

3. ［印刷可］スイッチを押す。

印刷可ランプが消灯します。
印刷可 
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4. トレイに用紙をセットした場合は、ここで［ト
レイ］スイッチを押し、印刷する用紙のサイズ
を選択する。

トレイが選択され、ディスプレイには“トレイ”と表
示されます。

チェック ✔
蘆 トレイから給紙する場合は、プリンターは自動的に用紙サイズを検出しないので、［トレイ］スイッチで
用紙サイズを選択してください。

蘆 トレイ にセットする用紙がOHPフィルムや厚紙の場合は、通常メニューモード設定項目一覧表（34ペー
ジ）を参照して、メニューモードの「トレイヨウシシュベツ」項目で用紙種別の設定を行ってください（詳細
については付録A参照）。この場合、印刷は片面で行われます。

蘆 スイッチで選択した用紙サイズよりも小さい用紙に印刷したり、用紙のセット方向をまちがえて印刷する
と、用紙をはみ出して印刷してしまい、プリンター内部のローラを汚す原因となります。ローラが汚れて
しまったときは、テスト印刷を数枚行い、汚れを取り除いてください。

5. ［メニュー］スイッチを押す。

ディスプレイには“テストメニュー　→”と表示され
ます。

トレイ 

テストメニュー　　　　　　→ 
 

 

メニュー 

6. ［蜷］スイッチを押す。

ディスプレイ下段には“←ステータスインサツジッコ
ウ→”と表示されます。 テストメニュー　　　　　　　　　 

←ステータスインサツシ゛ッコウ→　 

 



55

　

４
　
操
作
の
手
順

これでテスト印刷は終了です。

7. ［▼］スイッチを2回押す。

ディスプレイ下段には“←レンゾクインサツ　ジッコ
ウ→”と表示されます。 テストメニュー　　　　　　　　 

←レンソ゛クインサツシ゛ッコウ→　 

 

2回 

8. ［蜷］スイッチを押す。

データランプが点灯し、プリンターはテスト印刷を
開始します。ディスプレイには“テストインサツチュ
ウ”と表示されテスト印刷を開始します。
テスト印刷の結果については、付録Bの「テスト印刷
のプリント結果」（169ページ）をご覧ください。

テストインサツチュウ　　　　　　 

 

9. テスト印刷を停止させる。

テスト印刷は自動的に止まらないので、［ストップ］
スイッチを押してください。

次に［リセット］スイッチを2回押します。

ブザーが2回鳴り、印刷可ランプが点灯します。

ｽﾄｯﾌﾟ 
ﾘｾｯﾄ 

2回 
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玻 コンピューターに接続する
MultiWriter 6050にはプリンターケーブルが添付されていないため、別途お買い求めになる必要がありま
す。プリンターケーブルの種類がわからない場合は、「使用できるプリンターケーブル一覧」（124ページ）
をご覧になり、ご使用のコンピューターに合ったプリンターケーブルを確認してください。

　 重要 

パソコン本体とプリンターとの接続は、当社指定のケーブルをご使用ください。指定以外のケーブルを使用
したり、市販のプリンターバッファー、プリンター切り替え器、プリンター共有器などを使用したりすると、
MultiWriter 6050の機能の一部または全部が正常に動作しない場合があります。

　 チェック ✔
蘆 MultiWriter 6050をコンピューターのUSBコネクターに接続する場合は、オプションの「USBプリン
タケーブル（型番 PR-CA-U02）」が必要です。（Windows 95（OSR2.1以降）のみ対応）

蘆 Macintoshコンピューターと接続する場合やネットワークに接続する場合は、オプションの「マルチプロ
トコルLANボード（型番 PC-PR-L01）」と専用のネットワークケーブルが必要です。詳細は63ページを
参照してください。

1. プリンターおよびコンピューターの電源スイッ
チをOFFにする。

2. プリンターケーブルのコネクターをプリンター
背面のソケットに差し込み、コネクター両端の
ロックスプリングで固定する。

ロック
スプリング
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3. プリンターケーブルのもう一方のコネクターを
コンピューターに接続する。

コンピューターのインターフェース用ソケットの位
置については、コンピューターのマニュアルを参照
してください。

4. ネットワークに接続する場合は、LANボード
に、ネットワークケーブルを接続する。

LANボードを使ってネットワークに接続する場
合は、ケーブルを取り付ける。

詳細についてはLANボード添付品キット内の取扱説
明書をご覧ください。
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珀 マニュアルステープルをする
オプションのフィニッシャを使用している場合は、マニュアルステープルをすることができます。
マニュアルステープルは印刷した後などの用紙をステープルどめする機能です。

1. 処理トレイカバーを開ける。

2. ステープルどめしたい用紙をきれいにそろえ
る。

3. ステープルどめしたい用紙のおもて面を下向き
にし、ステープルどめされる側が奥になるよう
にセットする。

チェック ✔
蘆 用紙はステープルどめされる位置を確認して
から、確実に矢印方向に突き当ててセットし
てください。

蘆 ステープルどめできる用紙枚数は50枚までで
す。
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4. 用紙ガイドを調節する。

チェック ✔
用紙ガイドが確実に用紙にあたるようにセットし
てください。

5. 処理トレイカバーを閉じる。

用紙サイズ： 
A3縦, B4縦, A4縦, A4横, B5縦, B5横 
ステープル枚数：2～50枚 

用紙サイズ： 
A3縦, B4縦, A4縦, A4横, B5縦, B5横 
ステープル枚数：2～50枚 

用紙サイズ： 
A3縦, B4縦, A4縦, A4横, B5縦, B5横 
ステープル枚数：2～50枚 

6. フィニッシャのパネルから希望するステープル
位置を選択します。

ステープルの種類は次の3種類から選択できます。

7. キーを押す。

セットした用紙がステープルどめされます。
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5章
オプション

この章では、MultiWriter 6050に取りそろえられているオプション品を紹介します。

オプション・消耗品の紹介
オプション品のご購入にあたりましては、お買い上げの販売店または当社指定のサービス窓口にお問い合
わせください。

オプション
大容量ホッパ（型番 PR-L6050-03）

A4用紙を横置きで最大3000枚（普通紙坪量64.0g/m2）までセットすることがで
きます。

サイズ： 287（W）×446（D）×500（H）mm

質量： 約14.2kg
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フィニッシャ（型番 PR-L6050-FS）
上段排出トレイには最大100枚、下段排出トレイには最大2,000枚の大容量排紙
が可能です。3種類の紙折り（Z折り、袋折り、折り目）機能、マルチステープル
機能、穴あけ機能等で、簡易製本ができます。

各機能を使用したときの排紙枚数については、「付録B 技術情報」の「仕様」をご
覧ください。

サイズ ： 931（W）×664（D）×1111（H）mm
質量 ： 約90kg

排紙トレイ（型番 PR-L6050-ST）
排紙された用紙が置かれるトレイです。オプションのフィニッシャを使用しな
いときに使用します。

増設CPUボード(型番 PR-L6050-AB)
このボードを増設することで多量データ印刷、および両面印刷での印刷速度の
向上が実現できます。
標準で64MBのRAMを装備しています。
増設単位は1ボードで最大2ボードまで増設可能です。

増設CPUボードを増設したときは、プリンター本体の標準CPUボードに増設
RAMサブボードを増設してください。

増設ハードディスク(型番 PR-L6050-HD)
このハードディスクを増設することにより、電子ソート機能およびスプーラー
機能が実現できます。
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マルチプロトコルLANボード（型番 PC-PR-L02）
100 BASE-TX、10 BASE-Tに対応しているプリンター内蔵型のLANボードで
す。

マルチプロトコルLANボードが対応しているネットワーク環境

クーワトッネ SO ルコトロプ

eraWteN J11.3 、 J21.3 、 J1.4 、 J11.4 （ SDN ）応対 XPS/XPI

eraWtenartnI J11.4 （ SDN ）応対 XPS/XPI

swodniW 0002 PI/PCT

TNswodniW 1.3 、 5.3 、 15.3 、 0.4
PI/PCT
CLD

swodniW 89/59 （ metsySgnitnirPPI/PCTCEN ）応対りよに PI/PCT

XINU － PI/PCT （ rpl,ptf ）

クーワトッネ SO ルコトロプ

eraWteN J11.3 、 J21.3 、 J1.4 、 J11.4 （ SDN ）応対 XPS/XPI

eraWtenartnI J11.4 （ SDN ）応対 XPS/XPI

swodniW 0002 PI/PCT

TNswodniW 1.3 、 5.3 、 15.3 、 0.4
PI/PCT
CLD

NAL ャジーネマ NAL2/SO ャジーネマ b1.2 びよお 0.3JrevreSNAL2/SO IUEBteN

swodniW 89/59 （ metsySgnitnirPPI/PCTCEN ）応対りよに PI/PCT

hsotnicaM
字漢 X.1.7klaT 、 X.5.7 、

X.6.7SOcaM 、 X.0.8 、 X.1.8 、 X.5.8 、 6.8
しだた（ WGwarDkciuQ ）応対未はに

klaTelppA

XINU － PI/PCT （ rpl,ptf ）

マルチプロトコルLANボード (型番 PC-PR-L01)
10 BASE2、10 BASE-T、LocalTalkインターフェースを装備しているプリン
ター内蔵型のLANボードです。

LANに接続したり、Macintoshから印刷したりすることができます。

また別売りの拡張ドライバ（型番 PR2200NW2-21）を使うとMacintoshからの
印刷が可能になります。

マルチプロトコルLANボードが対応しているネットワーク環境
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増設RAMサブボード（型番 PR/MM1）
このボードは、32MBのRAMを搭載した拡張メモリボードです(2枚入り)。
MiltiWriter 6050には1セット（2枚）だけ取り付けることができます。取り付ける
ことにより、次の効果があります。

蘆 複雑な印刷データの印刷性能向上

蘆 メモリー不足で印刷できない（両面印刷など）事を解消

蘆 フォーム登録数の増加

蘆 受信バッファの拡大

増設RAMサブボードを2枚増設した場合、128MBまで拡張することができま
す。また増設CPUボードを増設した場合は、最大256MBまで拡張することが出
来ます。　

LANアダプタ（型番 PR-NP-03TR2）
100BASE-TX、10BASE-Tに対応している外付け型のLANアダプタです。
PrintAgent（プリンター管理ユーティリティ）のリモート電源制御機能を使っ
て、コンピューターからプリンターの電源のON/OFFができます。

本アダプタを使用する前に、装置に実装されているLANボードを取り外すか、
プリンタアクセス周期をユーティリティ等で「0」に設定してください。

LANアダプタが対応しているネットワーク環境

クーワトッネ SO ルコトロプ

swodniW 0002

PI/PCTTNswodniW 5.3 、 15.3 、 0.4

swodniW 89/59 ）応対りよにィテリィテーユの付添（

XINU － PI/PCT （ rpl,ptf ）
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プリンタケーブル
プリンターケーブルについては124ページの「使用できるプリンターケーブル」
をご覧ください。

クリーニングキット（型番 PC-PR601-14）
プリンター内部を清掃するためのキットです。

クリーナー、クリーニングパッド、綿棒、ブロアブラシなどがセットになって
います。

NPDL(Level 2)

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
�

日本語ページプリンタ言語NPDL(Level 2)リファレンスマニュアル

（型番 PC-PRNPDL2-RM）
ページプリンターの様々な動作を制御する命令およびプログラミングについて
の詳しい解説書です。
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消耗品

トナーボトル（型番 PR-L6050-TB）
トナーボトル1本あたり約45,000ページの印刷が可能です（プリンターに1本添
付されています）。

チェック ✔
トナーボトルの1個あたりの印刷可能枚数はA4用紙サイズに画像面積比5％の連続印刷を行ったとき（70
ページ参照）の値です。

印刷用紙サイズ、画像面積比、印刷濃度設定、OPC寿命などの印刷に関する設定の要素によって、印刷可能
ページ数は、異なります。

ステープル針（型番 PR-L6050-SP）
フィニッシャで使用するステープルカートリッジです。

5000針のカートリッジになっています。

フィニッシャ購入時には1個（5000針）添付されています。
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トナーの補給
ディスプレイに“トナーナシ”と表示されたら、以下の手順でトナーを補給してください。

トナー補給の手順

1. 前上ドアを開く。

6章
日常の保守

2. トナーボトルを引き抜く。

トナーボトルが回転していないことを確認し、ト
ナーボトルホルダーを手前に開き、トナーボトルを
引き抜きます。



68

3. 新しいトナーボトル内のトナーの固まりをなく
す。

新しいトナーボトルを、矢印を上向きにして、5～
10cmの高さから机などの堅いものの上に5回落とし
ます。次に、矢印を下向きにして、5～10cmの高さ
から5回落とします。

5. UP表示を上に向け、トナーボトルを差し込
む。

トナーボトル上の白線とトナーボトルホルダー上の
の白線が合っていることを確認する。

4. トナーボトル内のトナーを均一にならす。

トナーボトルをよく振り、上下を5回ひっくり返す。

6. トナーボトルのシールを引き抜く。

白線
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7. トナーボトルホルダーを閉じ、前上ドアを閉じ
る。

チェック ✔
蘆 前上ドアを閉じると、自動的にトナー補給が開始されます。トナー補給中は、電源をOFFにしたり、前上
ドアを開いたりしないでください。
またトナー補給が完了するまで5分程かかることがありますが、ディスプレイの“トナーホキュウチュウ”
の表示が消えるまでお待ちください。

蘆 トナーボトルは、必ず専用トナーを使用してください。それ以外のトナーを使用すると故障の原因となり
ます。

蘆 使用済みのトナーボトルは、サービス担当者が回収しますので、捨てずに保管しておいてください。

蘆 トナーボトルは1m以上の高さから落とすと破損することがあります。

注意 トナーは吸い込んだり、目に入ったりしないように取り扱いに注意してください。鼻、のど、気
管や目に刺激を与えることがあります。もし吸い込んだり目に入ったりした場合は、うがいをし
て目を洗ってください。また、トナーボトル交換時には、トナーがこぼれないように十分注意し
てください。

8. テスト印刷を実行する。

本書の「珎 テスト印刷をする」（53ページ）に従って印刷が正しく行われること確認してください。



70

トナーボトルの寿命について

本プリンターの消耗品の「トナーボトル」の寿命は45,000ページ（A4，画像面積比5％）と
なっています。

ここで画像面積比5％の意味およびトナーボトルの寿命について説明いたします。

従来のシリアルプリンター（ドットインパクトプリンターや熱転写プリンターなど）では、消
耗品のインクリボンの寿命は「何文字」という表現をしていました。これに対して、本プリン
ターのようなページプリンターでは、「何ページ」という単位で表現されます。

このように、表現を「何文字」から「何ページ」に変えた理由には、
漓 ページプリンターでは、処理や印刷の単位がページごとになっていること。
滷 漓に関連して、イメージデータやグラフィック等、文字数では把握できないような

データを印刷するケースが増えてきていること。
の２つがあります。

トナーボトルの寿命を決定するものの１つに、その内部に収容されているトナー（インクに相
当するもの）の量があります。トナーをすべて消費してしまえば、トナーボトルの寿命となり
ます。（これは従来のインクリボンで、インクがなくなるまでを寿命と呼んだのと同じことで
す）。

したがって、「ページ数」で寿命を考えるときは、１ページの中でどれくらいのトナーを消費
しているかということが問題となります。

１ページの中に黒い部分がどれくらいの割合であるかを表したものが画像面積比です。１ペー
ジの中に黒い部分（印刷）がまったくない状態が0％、まっ黒にすべてのドットを埋め尽くした
状態が100％です。この画像面積比によりトナーボトルの寿命は長くも短くもなります。このこ
とから、トナーボトルの寿命を表現する場合にも、この画像面積比を使って「画像面積比何％
のときに寿命が何ページ」という表現をします。したがって、印刷する内容の画像面積比が5％
より大きい場合、45,000ページ印刷する前にトナーボトルの寿命となる場合があります。

以上によりページプリンターではトナーボトルの寿命が印刷ページ数のみでなく、画像面積比
によっても変わることがご理解いただけたと思います。

なお、この文書を10.5ポイントでA4用紙に印刷した場合が約5%の画像面積比になります。

　 ヒント ✎
トナーボトルの寿命

プリンターに添付されているトナーボトルの寿命は、A4用紙で画像面積比（1ページ中の黒い部分の面積と
用紙全体の面積との比率）5％のとき約45,000ページになります（画像面積比による印刷枚数はあくまでも
目安です。画像面積比率、印刷用紙サイズ、両面印刷などの印刷条件によっては異なります）。

画像面積比5％の印刷例
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ステープルカートリッジの交換
オプションのフィニッシャを使用している場合は、ステープルが無くなった
時に右のようなメッセージがディスプレイに表示されます。
このメッセージが表示されたら、以下の手順でステープルカートリッジを交
換してください。

ステープルカートリッジの交換手順

1. フィニッシャロック解除レバーを握りながら、
フィニッシャをプリンター本体から引き離す。

７８　ステーフ゜ルナシ 
              カートリッシ゛コウカン 

3. ステープルユニットを引き出す。

2. フィニッシャ前ドアを開く。

フィニッシャ
ロック解除
レバー
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5. 新しいステープルカートリッジから針シートを
約3cm引き出し、切り取る。

4. ステープルの解除レバーを矢印方向に下げなが
ら、ステープルカートリッジを手前に引き抜
く。

チェック ✔
右図のようにステープル針がカートリッジの先か
らはみ出していないことを確認してください。針
がはみ出している場合は、針シートをもう一度切
り取ってください。

6. 新しいステープルカートリッジをカチッと音が
して止まるまで差し込む。
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7. ステープルユニットを元に戻し、フィニッシャ
前ドアを閉じる。

8. フィニッシャを元に戻す。

9. ディスプレイ下段に“ハリオクリシテクダサイ”
と表示されたら、処理トレイに用紙を1枚セッ
トする。

チェック ✔
ステープル済みの用紙を処理トレイにセットしな
いでください。

10. 任意のステープル位置でマニュアルステープル
をする。

11. トレイの用紙を取り出し、ステープルされたかどうか確認する。

チェック ✔
ステープルされていない場合は、再び処理トレイに用紙をセットし、マニュアルステープルをしてください。

ステープルされるまで、この作業を繰り返します。ステープルされないまま印刷を再開すると次のステープ
ル使用時に正しくステープルされない場合があります。

12.［印刷可］スイッチを押して、セレクト状態にする。

漓

滷
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清　掃
プリンターが汚れたときは、以下の手順で清掃してください。清掃には、糸くずの出ない柔らかい布を用
意してください。

注意 蘆 清掃を行うときは、電源スイッチをOFFにし、電源コードをコンセントから抜いてください。
感電するおそれがあります。また、電源コードはプラグを持って抜いてください。コード部
分を引っ張るとコードが傷み、火災や感電の原因となることがあります。

蘆 電源スイッチをOFFにした直後は、定着ユニット周辺は高温になっています。清掃はプリン
ター内部が十分に冷めてから行ってください。

外装カバー

1. 柔らかな布に薄めた家庭用中性洗剤を付け、外
装カバーの表面の汚れをふき取る。

操作パネル部

1. メインスイッチをOFFにする。

2. 柔らかな布で操作パネルの表面を空拭きし、汚
れをふき取る。

チェック ✔
家庭用中性洗剤、ガラスクリーナーなどは使用し
ないでください。操作パネル、タッチパネルを傷
めるおそれがあります。

前ドア内部

1. 前ドアを開く。

2. 柔らかな布で前ドア内部を空拭きし、汚れをと
る。
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症　状

PrintAgentを利用すると正常
に印刷できない

印刷位置が以前使用していた
プリンターと合わない

原因と処理方法

プリンターのメモリースイッチ5-1が1になっていませんか。
→ メモリースイッチ5-1を0にしてください。

アプリケーションの用紙・印刷に関する設定がまちがっていませんか。
→ アプリケーションのマニュアルを見て正しく設定してください。
ソフトウエアによっては、わずかでも異なる設定項目があると、印刷位置
がずれるものがあります。

7章
故障かな？と
思ったら

ここでは「故障かな？」と思ったときの原因と処置方法を説明します。「故障かな？」と思わせる症状を「印
刷がおかしい」、「アラーム表示が出ている」、「紙づまり」に分けて説明しています。ソフトウエアの不具
合に関してはユーザーズマニュアル［2/2］を参照してください。

印刷がおかしいときは
プリンターの動作がおかしかったり、印刷結果が思うように出なかったりしたときはここで説明する項目
を参照して原因の確認と処置を行ってください。

思うように印刷できないとき

思うように印刷ができないとき、次にあげるような症状なら、プリンターまたはアプリケーションの設定
を変えれば、ほとんどの場合は改善できます。
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印刷位置が以前使用していた
プリンターと合わない（続き）

“データガノコッテイマス”を表
示したまま印刷を開始しない

ページの途中までしか印刷さ
れない、または、1ページ分の
データが2ページにわたって印
刷されてしまう

プリンターのA4ポートレートの印刷桁数が80桁に設定されていませんか。
→ メニューモードまたはリモートパネルでA4ポートレート桁数を78桁にして
ください。
A4ポートレートの印刷桁数が80桁に設定されている場合には、本来の印刷
位置よりわずかに左にずれて印刷されます。したがって、80桁に設定されて
いるプリンターとそうでないプリンターとでは印刷位置が異なります。

使用している用紙がプリンターの規格に合っていません。
→「用紙について」（45ページ）を参照して、確認してください。
MultiWriter 6050のようなカット紙プリンターは、用紙送りをローラの摩擦
によって行っています。そのため、他のカット紙プリンターと同様に縦方
向、横方向とも多少の誤差が発生します。この誤差は用紙によっても異なり
ます。

以前使用していたプリンターとMultiWriter 6050との間に印刷位置の互換性が
ありません。
→ メニューモードまたはアプリケーションで印刷位置を調整してください。

改ページコードまたは排出コードがありません。
→［印刷可］スイッチを押して印刷可ランプを消灯させてから、［排出］スイッチ
を押してください。
MultiWriter 6050はページプリンターなので、1ページ分のデータがそろわ
ないと印刷を開始しません。また、アプリケーションの中には、ページの最
後に排出コードなどのページの終わりを示す制御コードをプリンターに送ら
ないものがあります。このような場合は上記の方法で処理してください。

アプリケーションのプリンター設定が［シリアルプリンター］になっていませんか。
→［ページプリンター］を選択してください。
ソフトウエアのプリンター設定が［シリアルプリンター］になっていると、排
出コードをプリンターに送らないためにこのような症状が起こります。
また、新たにソフトウエアを作成する場合には、このような症状を防ぐた
め、各ページの最後に排出コード (0Ch) を付加するようにしてください。

自動排出機能が無効になっていませんか。
→ メニューモードまたはリモートパネルで自動排出の設定時間を選択してくだ
さい。
プリンターには自動排出機能 (コンピューターからのデータの送信が一定時
間途切れると、そこまでのデータを自動的に印刷・排出する機能) がありま
す。ただし、コンピューターからのデータ送信が途中で長い時間途切れるよ
うな場合には、この機能は使用できません。

自動排出機能が有効になっていませんか。
→ メニューモードまたはリモートパネルで自動排出を無効にしてください。
プリンターには自動排出機能（コンピューターからのデータの送信が一定時
間途切れると、そこまでのデータが自動的に印刷・排出する機能）がありま
す。しかし、コンピューターからのデータ送信が1ページ分そろっていなく
ても、それまでのデータを印刷・排出してしまうことがあります。

綴じしろは合っていますか。
→ 印刷範囲を確認してください。両面印刷のときにはクリップ機能を使うと印
刷範囲を超えた分のデータを次のページに印刷しないようになります。

症　状 原因と処理方法
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一部のソフトウエアでは、用紙位置が異なる場合があります。
→ メニューモードまたはリモートパネルで136桁モードを有効にし、用紙位
置を調整してください。

印刷データによっては、縮小すると印刷結果が異なる場合があります。
→ プリンターでは、座標値などを縮小することにより縮小印刷を行っていま
す。このときに、数値の丸め誤差が生じ、図形と図形の重なりなどが変わ
ることにより、印刷結果が異なってしまう場合があります。

アプリケーションで設定した用紙サイズと、使用する用紙サイズが異なってい
ませんか。
→ ソフトウエアの用紙サイズ設定と使用する用紙のサイズを合わせてくださ
い。

→ 他の用紙サイズに印刷するか、メニューモードまたはリモートパネルを
使ってA4ポートレート桁数を80桁にしてください 。
A4ポートレートの用紙に80桁分の印刷（パーソナルコンピューターの画面
コピーなど）を行うと、このような症状になることがあります。

アプリケーションのプリンター設定が［シリアルプリンター］になっていませんか。
→［ページプリンター］を選択してください。
→ メニューモードまたはリモートパネルを使ってプリンターの136桁モード
を有効にしてください 。
アプリケーションがシリアルプリンター専用に作られている場合には、
136桁モードを有効にすることでこれらの症状は改善されます。特に、「用
紙の途中から印刷が始まってしまう」場合には、136桁モードの用紙位置設
定を中央合わせにすることで正しい印刷結果が得られるようになります。

一部のソフトウエアには、ソフトウエアの改行指定によって用紙を排出するも
のがあります。
→ ソフトウエアの設定をシートフィーダ付きにするか、1ページの長さを67
桁 (A4サイズの用紙の場合) に設定してください。

ご使用のコンピューター環境に最も適した方法でプリンターを指定していますか。
→ ユーザーズマニュアル［2/2］の各OSの章をご覧ください。

適切なエミュレーションモードを選択していますか。
→「メニューモード」(33ページ) を参照して、エミュレーションモードを選択
し直してください。
動作自動設定を選択している場合は、動作モード設定にて正しいエミュ
レーションを選択し直してください。途中で長い時間中断させるような使
い方をしている場合に自動排出機能が有効になっていると、ページの途中
でもそれまでのデータを印刷・排出してしまうことがあります。

プリンターケーブルがきちんと接続されていますか。
→ プリンター側とコンピューター側の接続状態を確認してください。

プリンターバッファや切替器を使用していませんか。
→ プリンターバッファや切替器を使用しない接続方法に変更してください。

用紙の左側が空白になる (印刷
文字が用紙の右側にかたよっ
て印刷される)

縮小すると、縮小前と印刷結
果が異なる
　　　　　

改行量（行の間
隔）が2倍になる

1行が2行にわた
る

各行の文字が重
なって印刷され
てしまう

用紙の途中から
印刷が始まって
しまう

改行量がおかしくなり、徐々
にずれてしまう

画面の文字と異なる文字が印
刷された

症　状 原因と処理方法

１２３４５６ 

 

ＡＢＣＤＥＦ 

 

ａｂｃｄｅｆ 

　　１２３４ 

５６ 

　　ＡＢＣＤ 

ＥＦ 

　　ａｂｃｄ 

ｅｆ 

　　５６ 

　　ＥＦ 

　　ｅｆ 

１２３４ 

ＡＢＣＤ 

ａｂｃｄ 

１２３ 

ＡＢＣ 

ａｂｃ 
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ソフトウエアのプリンター設定がシートフィーダ付きになっていませんか。
→ シートフィーダ付きになっている場合は、メニューモードまたはメモリー
スイッチの設定で「136桁モード」を有効にしてください。

メニューモード、メモリースイッチは合っていますか。
→ 設定し直してください。

ホッパの用紙種類を普通紙以外に設定していませんか。
→ ホッパから両面印刷を行う場合、用紙の種類を普通紙に設定してください。

プリンターとコンピューターは双方向通信が設定されていますか。
→ PrintAgentで双方向通信をサポートする設定になっていることを確認して
ください。

→ ご使用のプリンターケーブルは正しいものが使われているかどうかチェッ
クしてください。

［リプリント機能を使用する］がチェックされていますか。
→［プロパティ］ダイアログボックスの［出力制御］シートを開き、確認してく
ださい。詳しくはユーザーズマニュアル［2/2］をご覧ください。

［リプリント機能を提供する］がチェックされていますか。
→［PrintAgentのプロパティ］を開き、確認してください（ネットワーク共有プ
リンターをご使用の場合は、サーバー上の［PrintAgentのプロパティ］を開
き、設定を確認してください）。詳しくはユーザーズマニュアル［2/2］をご覧
ください。

プリンターフォントとして実装されていない文字が使用されている、または画
面の書体と異なるデザインで実装されている文字が使用されている可能性があ
ります。
→［プロパティ］ダイアログボックスの［フォント］を開き、［特殊文字をそのま
ま印刷］をチェックしてください。

A4サイズが縦置き、横置きでセットされていますか。
→ プリンターにセットされている用紙を確認してください。

ホッパの用紙サイズは設定されていますか。
→ ホッパの用紙サイズを設定してください。

ホッパの用紙種類を普通紙以外に設定していませんか。
→ ホッパから印刷する場合、用紙の種類を普通紙に設定してください。

用紙給紙は自動に設定されていますか。
→ ダイアログボックスを開き、自動に設定してください。

［ジョブセパレート機能を使用する］がチェックされていますか。
→ ネットワーク環境で共有プリンターとして使用しているすべての利用者（ク
ライアント）の設定をプリンタードライバーで［ジョブセパレート機能を使
用する］にしてください。

症　状 原因と処理方法

白紙が出る

両面印刷が正しく機能しない

リプリント機能が使用できない

TrueTypeフォントおよびFA
フォントをプリンターフォン
トに置換する設定で、一部の
文字が印刷されない、またデ
ザインの異なる文字が印刷さ
れる

ジョブセパレート機能が使用
できない
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丁合い機能は正しく選択されていますか。
→ アプリケーションの印刷機能から丁合機能を指定している場合は正しく機
能しません。指定を外してください。

印刷部数（コピー印刷）は指定されていますか。
→ 印刷部数の指定を確認してください。

すべてのクライアントがジョブセパレート機能を使用するように設定されてい
ますか。
→ ネットワーク環境で共有プリンターとして使用しているすべてのクライア
ントが［ジョブセパレート機能を使用する］に設定していることを確認して
ください。

症　状 原因と処理方法

ジョブセパレート機能がうま
く働かない
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用紙にしわが入ったり、文字
の周りがにじむとき

用紙が汚れているとき

印刷が薄いとき

何も印刷されない

用紙が規格に合っていません。
→「用紙について」（45ページ）を参照して、確認してください。

用紙ガイド板が用紙の幅に合っていません。
→「用紙の補給」（47ページ）を参照して、もう一度用紙をセットし直してくだ
さい。

ホッパ給紙の「用紙種類」はセットされている用紙に対して、正しく設定されて
いますか。
→ リモートパネル、［プロパティ］ダイアログボックス、メニューで設定しな
おしてください。

プリンターの内部が汚れています。
→「清掃」（74ページ）を参照して、よく清掃してください。

トナーがありません。
→「トナーの補給」（67ページ）を参照して、トナーを補給してください。

トナーボトルのビニールシールが取り付けられたままです。
→「トナーの補給」（67ページ）を参照して、ビニールシールを引き抜いてくだ
さい。

ホッパ給紙の「用紙種類」はセットされている用紙に対して、正しく設定されて
いますか。
→ リモートパネル、［プロパティ］ダイアログボックス、メニューで設定し直
してださい。

用紙が湿気を吸収している可能性があります。
→「用紙の補給」（47ページ）を参照して、セットしてある用紙をすべて交換し
てください。

トナーがありません。
→「トナーの補給」（67ページ）を参照して、トナーを補給してください。

トナーボトルのビニールシールが取り付けられたままです。
→「トナーの補給」（67ページ）を参照して、ビニールシールを引き抜いてくだ
さい。

症　状 原因と処理方法

印刷に異常が見られるとき

印刷にカスレや汚れなど異常が発生する場合は、次の表を参照して異常原因を取り除いてください。

あいうえおかきくけこあいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコアイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてとさしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテトサシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔｑｒｓｔ 

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 
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真っ黒に印刷されたとき

文字のグレー印刷ができない

印刷に縦線や横線が入るとき

印刷用紙の裏が汚れるとき

部分的に白く抜けるとき

縦線の形状で白く抜けるとき

多発する場合はプリンター内部の電気系に問題がある可能性があります。
→ 保守サービス窓口に修理をお申し付けください。

［文字を白黒で印刷する］がチェックされていませんか。
→［プロパティ］ダイアログボックスを開き、［文字を白黒で印刷する］が
チェックされているかどうか確認してください。チェックされている場合
は、チェックを外してください。

感光ドラム上に傷、汚れがある可能性があります。
→ 保守サービス窓口に修理をお申し付けください。

プリンター内部がトナーで汚れています。
→ 保守サービス窓口にご相談ください。

用紙が湿気を吸収している可能性があります。
→「用紙の補給」（47ページ）を参照して、セットしてある用紙をすべて交換し
てください。

用紙が規格に合っていません。
→「用紙について」（45ページ）を参照して、確認してください。

プリンターの転写系、現像系に問題がある可能性があります。
→ 保守サービス窓口に修理をお申し付けください。

症　状 原因と処理方法

１２３４５６ 

ＡＢＣ 

ａｂｃｄ 

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 
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電源ランプが点灯しない

データを送り終わったのに印
刷ができない、または長い間
印刷を開始しない

メインスイッチがOFFになっています。
→ メインスイッチをONにしてください。

電源コードがきちんと差し込まれていません。
→ プリンター側とコンセント側の両方を確認してください。

コンセントに電気が供給されていません。
→ 配電盤などの状態を調べてください。

印刷可ランプが消灯しています。
→ ［印刷可］スイッチを押して、印刷可ランプを点灯させてください。

プリンターケーブルが正しく選択されていないか、または正しく接続されてい
ません（データランプ消灯）。
→ 56ページおよび124ページを参照して、プリンターケーブルを確認、接

続してください。

改ページまたは排出コードがありません（データランプ点灯）。
→ ［排出］スイッチを押して、プリンター内に残っている未印刷データを印

刷してください。また、この状態が多く発生するソフトウエアをお使い
の場合は、メニューモードまたはリモートパネルで自動排出を選択する
ことをお勧めします。

用紙がなくなったか、または指定されたサイズの用紙がありません（アラーム
ランプ（赤）点灯）。プリンターの規格に合っていません。
→ 「用紙の補給」（47ページ）を参照して、用紙を補給してください。

アラームランプ（赤）が点灯していませんか。
→ 「アラーム表示が出ているときは」（次ページ）をご覧ください。

プリンターは1ページ分のデータがそろわないと印刷を開始しません。また、
グラフィックモードで多量のデータを送る場合などは、データ転送に時間がか
かります。
→ もう少しお待ちください。

MultiWriter 6050が［通常使うプリンター］として選択されていますか。
→ MultiWriter 6050を［通常使うプリンター］として選択してください。

コンピューターのメモリーが不足しています。
→ コンピューターのメモリーを増やしてください。

印刷できないとき

次の表に、印刷できないときの症状、および確認と処理方法を示します。それぞれの方法に従って確認、
処理してください。

症 状 原因と処理方法
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アラーム表示が出ているときは
保守が必要な時期になったりエラーが発生したりすると、赤色のランプが点灯し、ディスプレイにその内
容が表示（アラーム表示）されます。このとき、ブザーが30秒ごとに6回ずつ鳴ります。

チェック ✔
リモートパネルで「ブザーを鳴らさない」を設定しているとき、またはメモリースイッチ3-8の設定が有効の
ときは、ブザーは鳴りません。

次の表にアラーム表示とその内容、および処理方法を示します。それぞれの方法に従って処理してくださ
い。

示表イレプスィデ 法方理処と容内ムーラア

あが紙用のズイサたれさ定指でトッマーォフ刷印はたま。たしまりなくなが紙用
。んせまり

。いさだくてし給補にイレトはたまパッホを紙用のズイサるいてれさ示表→

。んせまいてれさトッセがパッホ
。いさだくてしトッセとんちきをパッホ→

。すまいてい開がアド前
。いさだくてじ閉とんちきをアド前→

。すまいてし生発がりまづ紙
。いさだくてい除り取を紙用たっまつ、てっ従に」理処のりまづ紙「の後のこ→

。んせまりあがーナト
（」給補のーナト「→ 76 とんちきをアド上前、後給補をーナトてっ従に）ジーペ
。いさだくてじ閉　　

守保期定 ( 換交のどなトッニユ着定 ) 。すで期時な要必の
。いさだくてし絡連に者当担スビーサ→

のんせまりあはでけわるなくなきで刷印にちだたもてし生発がムーラアのこ　
を刷印、ばれすに態状トクレセをータンリプてし押をチッイス］可刷印［、で　

。いさだくてっ行を守保期定く早くべるな、しかし。すまきではとこるけ続　
“　 77 を源電、はムーラア”ュシホキイテ FFO に次、もてしに NO にきとたしに

。すまし生発再　

ホッハ  ゚　　オーフ゜ン 

ホッハ゜１　　Ａ４ヨコ　ホキュウ 

トレイ　　Ａ４ヨコ　セット 

７２　カハ゛ーオーフ゜ン 
ホンタイ 

７６　トナーナシ 
　　　　　　　　 

７７　テイキホシュ 
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示表イレプスィデ 法方理処と容内ムーラア

。たしまりなくなが針のルプーテス
（」換交のジッリトーカルプーテス「→ 17 トーカルプーテスてっ従に）ジーペ

。いさだくてし換交をジッリ　　

。すまりなに杯一ぐすうもがーナトのルトボーナト廃
。いさだくてし絡連に口窓スビーサ守保→

、でのんせまりあはでけわるなくなきで刷印もてし生発がムーラアのこ　
るけ続を刷印ばれすに態状トクレセをータンリプてし押をチッイス］可刷印［　
　さだくてし絡連に社会スビーサ守保く早くべるな、しかし。すまきでがとこ　

。い　

。たしまりなに杯一がーナトのルトボーナト廃
。いさだくてし絡連に口窓スビーサ守保→

せまいてれさトッセに常正、はたま。んせまいてれらけ付り取がルトボーナト廃
。ん

。いさだくてし絡連に口窓スビーサ守保→

。んせまいてれさトッセに常正がャシッニィフ
。いさだくてしトッセに常正をャシッニィフ→

。すで杯一が紙用にイレト出排段下のャシニィフの中出排紙用
。いさだくてい除り取を紙用らかイレト出排段下のャシッニィフの中出排紙用→

りあが紙用にイレト出排段下はたま、イレト理処のャシッニィフ、に時入投源電
。すま

。いさだくてい除り取て全を紙用のイレト出排段下はたまイレト理処→

。すまいてし足不がーリモメな要必に録登ムーォフ
。いさだくてっ行を作操トッセリらかルネパ。すで刷印ターデな能可不理処→

。たしまりなく近が命寿のトッニユ着定
。いさだくてし絡連に口窓スビーサ守保→

、でのんせまりあはでけわるなくなきで刷印もてし生発がムーラアのこ　
るけ続を刷印ばれすに態状トクレセをータンリプてし押をチッイス］可刷印［　
　さだくてし絡連に社会スビーサ守保く早くべるな、しかし。すまきでがとこ　

。い　

。たしまりなに期時換交のトッニユ着定
。いさだくてし絡連に口窓スビーサ守保→

。すまりあが合具不にリモメたし設増
。いさだくてし絡連に口窓スビーサ守保→

トクレセをータンリプてし押をチッイス］可刷印［もてし生発がムーラアのこ　
　　成構準標はリモメ合場のそ、がすまきでがとこるけ続を刷印ばれすに態状　

（　 UPC1/BM23 。すまりなにままの）

示表の外以記上 。すまいてし生発が害障
を源電→ FFO 度一うも、てしに NO るす発再がムーラアもでれそ。いさだくてしに

し申おを理修に口窓スビーサ守保。すまれらえ考が障故のータンリプ、は合場　
。いさだくけ付　

７９　ハイトナーホ゛トルフル 
　　　　　　　　 

７８　ステーフ゜ルナシ 
　　　　　　　　 

８１　ハイトナーホ゛トルナシ 
　　　　　　　　 

８２　セットフリョウ 
　　　　　　　　 

８３　ハイシュツトレイフル 
　　　　　　　　 

８４　フォーム　オーハ  ゙ＸＸＸ 
　　　リセットシテクタ゛サイ 　　　　　　　　 

８０　ハイトナーホ゛トルコウカン 
　　　　　　　　 

８ 5　テイチャクキジュミョウ 
　　　　　　　　 

８ 6　テイチャクキコウカン 
　　　　　　　　 

1   5　コール 1   5 - ○× 
ゾウセツ 　　　　　　　　 
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紙づまりのときは
紙づまりが発生すると、印刷可（赤）ランプが点滅し、ディスプ
レイに左のメッセージが表示されます。同時にプリンターは印
刷を中止し、ディセレクト状態（印刷可ランプが赤色に点滅）に
なります。

紙づまり位置表示

紙づまりが発生した位置により、紙づまり処理手順が異なります。紙づまり位置表示を見て、それぞれの
説明に従って用紙を取り除いてください。
“○”が点灯している箇所が紙づまり発生位置です。

癬 プリンター用紙搬送部
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癰 両面ユニット

癲 トレイ

癶 フィニッシャ
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つまった用紙を取り除くことができたら、カバー類を閉めてください。完全に取り除かれていればアラー
ムは解除され、印刷が再開されます。
紙づまりが頻発するようでしたら、「紙づまり処理後の確認」（110ページ）を参照して紙づまりを誘発させ
る事柄がないか確認してください。

チェック ✔
蘆 つまった用紙は、このマニュアルの手順どおりに取り除いてください。無理に引き抜こうとすると、用紙
が破れ、残った紙片がプリンターの正しい用紙送りを妨げることがあります。

蘆 MultiWriter 6050では、つまった用紙が取り除かれると、紙づまりによって正しく排出されなかった
用紙の印刷データから印刷を再開する機能を持っています。

ただし、紙づまりが発生した位置によっては、それ以降のページから印刷が再開される場合があります。

癸 大容量ホッパ
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紙づまりの処理

癬　プリンター用紙搬送部の紙づまり
1. 紙づまり処理ガイド L1 を開きながら用紙を取

り除く。

2. 左ドアを開ける。

3. 前ドアを開ける。

4. ノブ M1 を回しながら用紙を取り除き、ノブ
D1 を回し用紙を送る。
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9.  M4 レバーを倒し、 M5 ユニットを引き出
す。

5. 左ドアを閉じ、右ドアを開ける。

8. ノブ M3 を回し、用紙を送る。

6. ノブ M2 を回しながら用紙を取り除く。

7. 右ドアを閉じる。
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12.紙づまり処理ガイド M8 を持ち上げながら用紙
を取り除く。

注意 
定着部周辺は高温になっています。火傷の原因とな
りますので用紙以外には手を触れないでください。

10.紙づまり処理ガイド M6 を持ち上げながら用紙
を取り除く。

11.ノブ M7 を回し、用紙を取り除く。

13.  M5 ユニットを元に戻し、レバー M4 を元に
戻す。
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14.前ドアを閉じる。

15.使用しているホッパを引き出し、ホッパ内に
残っている用紙を取り出す。

16.用紙をセットし直し、ホッパを元に戻す。

17.ディスプレイの紙づまり表示をリセットする
ため、前ドアを一度開閉する。
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癰　プリンターユニットでの紙づまり
1. 左ドアを開く。

2. 前ドアを開く。

3. ノブ M1 を回しながら用紙を取り除き、ノブ
D1 を回し、用紙を送る。

4. 左ドアを閉じ、右ドアを開ける。
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5. ノブ M2 を回しながら用紙を取り除く。

6. 右ドアを閉じる。

7. 両面ユニット D2 を引き出す。

8. 紙づまり処理ガイド D3 を持ち上げながら用紙
を取り除く。

9. 紙づまり処理ガイド D4 を持ち上げながら用紙
を取り除く。
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10.紙づまり処理ガイド D5 を持ち上げながら用紙
を取り除く。

11.自動両面ユニット D2 を元に戻す。

12.前ドアを閉じる。
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癲　トレイでの紙づまり
1. トレイ上の用紙を取り除き、右ドアを開く。

2. 給紙部の用紙を取り除き、右ドアを閉じる。

3. 再度、用紙をセットする。

4. ディスプレイの紙づまり表示をリセットするた
め、前ドアを一度開閉する。
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癶　フィニッシャでの紙づまり
ディスプレイの右図の部分が点灯した場合

1. フィニッシャロック解除レバーを握りながら
フィニッシャをプリンター本体から引き離す。

2. 紙づまり処理ガイド FN1 を開きながら用紙を
取り除く。

3. ネジをゆるめた後、ガイド板を倒し、用紙を取
り除く。
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4. ガイド板を戻し、ネジをしめる。

5. フィニッシャ前ドアを開ける。

6. 紙づまり処理ガイド FN3 を持ち上げながら用
紙を取り除く。

7. ノブ FN2 を回し、用紙を送る。

8. 紙づまり処理ガイド FN4 を開ける。
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9. 用紙を取り除き、紙づまり処理ガイド FN4 を
閉じる。

10.ノブ FN7 、 FN6 を回し、用紙を送る。

11.紙づまり処理ガイド FN5 のレバーをつまみ、
開く。

12.用紙を取り除き、紙づまり処理ガイド FN5 を
閉じる。
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13.フィニッシャ前ドアを閉じる。

14.フィニッシャを元に戻す。

ディスプレイの右図の部分が点灯した場合

1. フィニッシャロック解除レバーを握りながら
フィニッシャをプリンター本体から引き離す。
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2. フィニッシャの前ドアを開ける。

3. 紙づまり処理ガイド FN8 のレバーをつまみ、
開ける。

4. 用紙を取り除き、紙づまり処理ガイド FN8 を
閉じる。

5. ノブ FN7 、 FN6 を回し、用紙を送る。
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6. 紙づまり処理ガイド FN5 のレバーをつまみ、
開く。

7. 用紙を取り除き、紙づまり処理ガイド FN5 を
閉じる。

8. フィニッシャの前ドアを閉じる。

9. フィニッシャを元に戻す。
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ディスプレイの右図の部分が点灯した場合

1. 排出トレイ FN9 を開けて、用紙を取り除く。

2. 排出トレイ FN9 を閉じる。

3. 処理トレイカバー FN10 を開け、用紙を取り除
く。

4. 処理トレイカバー FN10 を閉じる。
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2. フィニッシャ前ドアを開ける。

3. 紙づまり処理ガイド FN3 を持ち上げながら用
紙を取り除く。

4. ノブ FN2 を回し、用紙を送る。

ディスプレイの右図の部分が点灯した場合

1. フィニッシャロック解除レバーを握りながら
フィニッシャをプリンター本体から引き離
す。
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5. 紙づまり処理ガイド FN4 を開ける。

6. 用紙を取り除き、紙づまり処理ガイド FN4 を
閉じる。

7. ノブ FN7 、 FN6 を回し、用紙を送る。

8. 紙づまり処理ガイド FN5 のレバーをつまみ、
開く。
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9. 用紙を取り除き、紙づまり処理ガイド FN5 を
閉じる。

10. ノブ FN2 とノブ PF1 を同時に5回転させ、用
紙を送る。

チェック ✔
用紙が残った状態では紙折りユニット PF2 を引
き出さないでください。故障の原因となります。

11. 用紙が残っていないことを確認する。

用紙が見える場合は、手順10をもう一度行ってくだ
さい。
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12. 紙づまり処理ガイド FN4 を開ける。

13. 用紙を取り除き、紙づまり処理ガイド FN4 を
閉じる。

14. ノブ FN7 とノブ FN6 を回し、用紙を送る。

15. 紙づまり処理ガイド FN5 のレバーをつまみ、
開く。
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16. 用紙を取り除き、紙づまり処理ガイド FN5 を
閉じる。

17. 紙折りユニット PF2 を引き出す。

18. 紙づまり処理ガイド PF3 を開きながら用紙を
取り除く。

19. 紙づまり処理ガイド PF4 を引き上げる。
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20. ノブ PF1 を回しながら用紙を取り除き、紙づ
まり処理ガイド PF4 を元に戻す。

21. 紙づまり処理ガイド PF5 を開きながら用紙を
取り除く。

22. 紙づまり処理ガイド PF6 を開きながら用紙を
取り除く。

23. 紙折りユニット PF2 を元に戻す。

24. フィニッシャ前ドアを閉じ、フィニッシャを元
に戻す。
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癸　大容量ホッパでの紙づまり
1. 給紙テーブル［下降］キーを押す。

2. ドアロック解除レバーをつかみながら、ホッパ
ドアを開き、用紙を取り除く。

3. ホッパドアを閉じる。

4. ロック解除レバーを押し、大容量ホッパを本体
から引き離す。
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5. 用紙を取り除く。

6. 大容量ホッパを元に戻す。

紙づまり処理後の確認

つまっていた用紙を取り除いたら、紙づまりの再発を防止するために、次の事項を確認してください。

□ 用紙片が紙づまりした場所に残っていませんか。

□ 各カバーは確実に閉じられていますか。

□ ホッパは奥までセットされていますか。

□ ホッパ内のサイドガイドおよびエンドガイドが用紙サイズに合っていますか。

□ 用紙は正しくセットされていますか。

□ 用紙は規格内のものを使用していますか。また、「用紙について」（45ページ）に記載されている事が
らは守られていますか。

□ 用紙の量が多すぎませんか。

□ 一度印刷した用紙を使用していませんか。

紙づまり処理直後は、ローラ等に付着したトナーで用紙が汚れることがあります。その場合は、数枚テス
ト印刷を行ってから印刷を再開してください。
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ステープルどめがうまくいかないときは
フィニッシャでステープルどめをした場合のトラブルについて説明します。針が打たれなかったり、針が
曲がってとめられているときは、ステープル本体を確認します。

下図のように針が打たれているときは、お買い上げの販売店にご連絡ください。

　 チェック ✔
� ステープルどめができるのは最大50枚（坪量64.0g/m2）までです。

� ステープルどめをする場合は、用紙サイズ、用紙方向をそろえてホッパに用紙をセットしてください。

また、合紙をセットする場合も、同一サイズ、同一方向に用紙をセットしてください。

針が打たれない 針が曲がって止められている

針の片側が浮いている

針が浮いて中央が凹んでいる

針がつぶれている 針が浮いている

針が逆方向に曲がっている
（用紙の裏側から見たところ）
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付録A　
メニューモードと
メモリースイッチの詳細

メニューモードでは、操作パネル上のスイッチを使って、プリンターのさまざまな設定を変更することができます。こ
こではメニューについての詳細を説明します。メニューモードの設定変更のしかた、メニューの設定項目一覧表、メモ
リースイッチの内容、メニューツリーについては3章をご覧ください。

メニューの詳細

テスト印刷 （ﾃｽﾄｲﾝｻﾂﾒﾆｭｰ）
ステータス印刷、サンプル印刷、連続印刷（テスト印刷）、16進ダンプ印刷、または保守印刷を実行します。
連続印刷（テスト印刷）は自動的に印刷を終了しません。［ストップ］スイッチを押した後、もう一度［ストップ］スイッチ
を押しながら［印刷可］スイッチを2回押してください。プリント結果については169ページをご覧ください。

印刷環境の設定 （ｲﾝｻﾂｾｯﾃｲﾒﾆｭｰ）

コピー枚数

コピー枚数は“01”から“99”まで設定できます。
プリンターをリセットしたり、電源スイッチをOFFにしたりすると、設定はクリアされ“01”になります。アプリケー
ションによっては、ソフトウエアからコピー枚数を設定するものがあります。この場合、ソフトウエアで設定したコ
ピー枚数が優先します。
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用紙の設定 （ﾖｳｼﾒﾆｭｰ）

チェック ✔
ここで設定できる機能には、メモリースイッチ（119ページ参照）で設定できる機能もあります。その場合は、どちらか一方

で設定を変更すれば、もう一方の設定も連動して自動的に変更されます。

1. ホッパ初期設定

電源投入時およびリセット時のホッパ設定をどのホッパにするかを選択します。

2. トレイ用紙

トレイで使用する用紙の種別を「普通紙」、「厚紙」、「OHP」の3種類から設定します。
ここで指定した種別はすべての用紙サイズで有効です。

3. 合紙設定

合紙（色紙など）を給紙するホッパ／トレイを選択します。
合紙ホッパを設定した場合、通常の印刷ページへの使用はできません。合紙のみの印刷となります。
合紙モードを使用しないときは、OFFにしてください。
合紙と印刷ページを一緒にステープルする場合は、用紙サイズおよび用紙のセット方向を同じにしてください。合
紙と印刷ページが異なる場合は、一緒にステープルされません。

4. リレイ給紙設定

リレイ給紙機能を使用するかどうかを選択します。
指定している給紙先に用紙がなくなった場合に、他のホッパかトレイに同じサイズの用紙があれば、自動的に給紙
先を切り替えて印刷を行う機能です。
リレイ給紙が有効となるのは以下の条件をすべて満たしている場合です。
蘆 指定しているホッパやトレイがリレイ給紙機能を使用する設定になっている。
蘆 2つ以上のホッパやトレイがリレイ給紙機能を使用する設定になっている。
蘆 リレイ給紙機能を使用するホッパやトレイの内、2つ以上に同じサイズの用紙をセットしている。

5. ジョブセパレート機能

ジョブセパレート機能を使用するかどうかを選択します。ジョブセパレート機能の詳細についてはユーザーズマ
ニュアル［2/2］の「ジョブセパレート機能」をご覧ください。

印字位置微調整の設定 （ｲﾝｼﾞｲﾁｾｯﾃｲﾒﾆｭｰ）
ホッパ、トレイ、両面印刷時の表面、裏面の印刷位置を調整します。
メニューモードの「テスト印刷」で出力した「ステータス印刷」の結果を
使い、外周の四角い罫線のトップマージン（TM）とレフトマージン
（LM）を測定して調整します。
調整できる範囲は、「-3.9ミリ」～「+3.9ミリ」で、0.3ミリ単位で設定で
きます。
設定変更スイッチを押すと、0.3ミリずつ減り、「-3.9ミリ」を越えると「+3.9ミリ」になります。　

LM

TM

A
B

C
D

用 
紙 
送 
り 
方 
向 
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チェック ✔
この設定は、プリンターやオプションの状態、使用する用紙の種類によって発生する印刷位置の誤差を補正するための機能

です。この調整が正しく行われないとアプリケーションで余白の値が正確に指定できなくなったり、用紙端に近い部分の印

刷が正常に行われなくなったりします。またこの機能は、用紙送り方向に対する位置を調整するもので、用紙の向きや印刷

方向を設定するものではありません。

両面印刷の設定 （ﾘｮｳﾒﾝｲﾝｻﾂﾒﾆｭｰ）

1. 初期設定

電源投入時およびリセット時の印刷モードを両面印刷にするかしないかを選択します。

2. とじしろ

綴じしろを付加する位置を設定します。

3. 余白

綴じしろを付加する量を設定します。設定範囲は0～20mmで、1mm間隔で設定可能です。

4. クリップ

綴じしろを付加した場合、印刷領域が狭くなることによって、印刷範囲からはみ出したデータをクリッピングする
か自動改行／改ページするかを設定します。

ろしじと
向方刷印

トーレトーポ プーケスドンラ

グンロ 1

じ綴左 じ綴上

トーョシ 1

じ綴上 じ綴右

グンロ 2

じ綴右 じ綴下

トーョシ 2

じ綴下 じ綴左

3

2

5

2
3

5

2
3

5

2

3
5

3

2

5

3

2
5

2

3
5

2

3

5
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運用環境の設定 （ｳﾝﾖｳﾒﾆｭｰ）

1. 節電機能

節電機能を使用するかしないかを選択します。節電機能に入るまでの時間を選択します。

チェック ✔
プリンターの電源をONにしたまま一定時間、印刷を行わないとき、自動的に消費電力を75W以下の状態に節約できる機能

です。

節電機能を使用しているときは、プリンターは印刷を開始する前にウォームアップを行うことがあります。この場合、通常

より印刷が始まるまでに時間がかかることがあります。

節電モード中には、動作可能な電力を使ってないためホッパ、カバー、フィニッシャ（オプション）の動作を行いません。

2. 自動排出

自動排出の有効／無効、および設定時間を選択します。
データを送り終わったのに印刷を開始しない状態が多く発生するソフトウエアを使用している場合は、このメ
ニューで設定時間を選択することをお勧めします。

3. メモリーセッテイ

プリンターが持つメモリーの使用方法を選択します。

メモリー割り当て
ページプロテクトで印刷データのために割り当てられた容量を除く残りのメモリーを、印刷する場合にどのよ
うに利用するかを指定します。

－ 標準
通常の用途で最も性能が発揮できるように、それぞれのバッファにメモリーを最適に割り当てます。通常は
この設定のままでお使いください。

－ 受信バッファ優先
印刷データをプリンター内部に蓄えるために使用されるメモリー（受信バッファ）に優先してメモリーを割り
当てます。これにより、コンピューターが印刷のために行う処理を少なくすることができます。

チェック ✔
「ジュシンバッファユウセン」に設定した場合、ネットワーク用プリンターユーティリティ使用時に表示される「メモ

リーサイズ」の各々の項には実装されているメモリー容量よりも少ない値が表示されます。NPDLのステータス印刷

では正しい値が表示されます。

－ 文字キャッシュ優先
印刷データ中の文字データを認識するために使用されるメモリー（文字キャッシュ）に優先してメモリーを割
り当てます。文字データの多いもの（テキストデータなど）を印刷するときこの設定を指定しておくと、処理
能力が向上します。

－ フォーム登録優先
フォーム登録のために使用されるメモリーに優先してメモリーを割り当てます。定型の印刷データを使う場
合はこの設定にしておくと、多量の印刷データを取り扱うことができます。
フォーム登録についての詳細は、別売の「日本語ページプリンタ言語NPDL（Level 2）リファレンスマニュア
ル」を参照してください。
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フォント環境の設定 （ﾌｫﾝﾄﾒﾆｭｰ）
フォントに関する設定は、プリンターが持っている文字に対してのみ有効です。詳細については「文字の種類」（167
ページ）をご覧ください。

蘆 1バイト系ゼロ
1バイトコード系の数字ゼロの字体（0またはØ）を選択します。
メモリースイッチ2-1でも選択できます。

蘆 2バイト系ゼロ
2バイトコード系の数字ゼロの字体（0またはØ）を選択します。

蘆 ANK
1バイトコード系のフォントのANK文字（アルファベット、数字、カタカナ）のフォントを選択します。

蘆 漢字
標準フォント（2バイト文字）を選択します。
明朝またはゴシックの書体を選択します。

蘆 文字セット
2バイト系文字セットを選択します。

蘆 国別
各国文字セットを選択します。

動作環境の設定 （ﾄﾞｳｻﾒﾆｭｰ）

動作エミュレーション

セントロポート、LANボードで個別にプリンターの動作モードをNPDLモードに設定しています。

NPDL環境の設定 （NPDLｾｯﾃｲﾒﾆｭｰ）

1. A4ポートレート桁数

用紙がA4サイズ、ポートレート方向で使われるときの一行あたりの文字数をパイカ文字で78桁にするか80桁にす
るかを設定します。
B5サイズの用紙の場合は67桁、B4サイズの用紙の場合は95桁となります。
メモリースイッチ2-7でも選択できます。

2. エミュレーション

ページプリンターモードか201PLエミュレーションモードかを選択します。
メモリースイッチ2-2でも選択できます。



118

3. 136桁モード設定

蘆 136桁モード
136桁モードの有効・無効を選択します。

蘆 用紙位置
136桁モードが有効のとき、用紙位置を中央合わせ
にするか、左合わせにするかを選択します。メモ
リースイッチ3-6でも選択できます。

－ 用紙位置中央合わせでは、A4サイズの用紙を使
用した場合、136桁の仮想印刷範囲の30桁目か
ら107桁目までが印刷されます。

－ 用紙位置左端合わせでは、136桁の仮想印刷範囲
と印刷用紙の左端を合わせます。また、用紙位置
調整によって、右の図のように仮想印刷範囲を超
えて用紙位置を設定することもできます。

蘆 微調整
136桁モードが有効のとき、用紙位置微調整の方向
と量を1/10インチ単位で選択します。
メモリースイッチ3-1、3-2、3-3、3-4の組み合わせ
で選択することもできます。

セントロ環境の設定 （ｾﾝﾄﾛｾｯﾃｲﾒﾆｭｰ）
セントロポートの受信/送信モードを選択します。

メニュー項目の登録 （ｾｯﾃｲｼｮｷｶﾒﾆｭｰ）
設定をまとめて記憶させ、必要なときに呼び出します。同時にメニューモードを終了します。
設定初期化を実行すると、プリンターは初期設定に戻ります。
設定呼び出しを実行すると、セッテイキオクで記憶されている内容を呼び出します（初期設定に戻すこともできます）。
設定記憶を実行すると、メニューモード内の各種機能設定とトレイスイッチで設定した用紙サイズをまとめて記憶しま
す。一度記憶された内容は次に設定記憶を実行するまで変化しません。

メモリースイッチの設定 （ﾒﾓﾘｰｽｲｯﾁﾒﾆｭｰ）
メニューモードの中で比較的変更頻度の低いものがこのメニューの中にまとめられています。詳細については次ページ
からの「メモリースイッチの詳細」をご覧ください。

印刷用紙（A4） 

仮想印刷範囲 

印刷用紙（A4） 

仮想印刷範囲 

1 29 30 107 108 136
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メモリースイッチの詳細

メモリースイッチで設定できる機能の中には、メニューモードで設定できるもの (※) もあります。このような場合
は、どちらか一方で設定を変更すれば、もう一方の設定も連動して自動的に変更されます。

1-1～1-3　 各国文字の切り替え※
　 3つのメモリースイッチの組み合わせにより各国文字を切り替えます。

蘆 表中の太文字は工場設定を表します。
蘆 表以外の組み合わせは、すべてスウェーデン文字となります。国別の文字については「国別相違点」（169ページ）を
ご覧ください。

1-5 DC1およびDC3の有効／無効の切り替え
DC1およびDC3を有効にするか、無効にするかを切り替えます。
201PLエミュレーション（メモリースイッチ2-2：0）時に有効です。

1-6 自動復帰改行の切り替え
バッファフル印刷を行うとき、復帰のみか、復帰改行かを切り替えます。
同期コード無効（メモリースイッチ5-1：0）時に有効です。

1-7 印刷指令の切り替え
印刷指令をCRのみ有効にするか、CR、LF、VT、FF、US、ESC a、ESC bを有効にするかを切り替え
ます。

　
1-8 CR機能の切り替え

印刷指令コードCRを受信したとき、復帰のみか、復帰改行かを切り替えます。

2-1 1バイトコード系の数字ゼロの字体の切り替え※
1バイト（8ビット）コード系の数字ゼロを「0」と印刷するか、「Ø」と印刷するかを切り替えます。

2-2 エミュレーションモードの切り替え※
エミュレーションモードを201PLエミュレーションにするか、ページプリンター（NPDL）にするかを切
り替えます。

2-3 グラフィック（ドット列印刷）モードの切り替え
横ドット数をネイティブモードにするか、コピーモードにするかを切り替えます。コピーモードにする
と、横ドット数がネイティブモードのときの1/2になります。
201PLエミュレーション（メモリースイッチ2-2：0）時に有効です。

2-6 7ビット／8ビットデータの切り替え
インタフェースのデータが7ビット有効か、8ビット有効かを切り替えます。
201PLエミュレーション（メモリースイッチ2-2：0）時に有効です。
ページプリンター（メモリースイッチ2-2：1）時は8ビット有効に固定されます。

トッセ字文別国 1-1 2-1 3-1

本日 0 0 0

カリメア 0 1 0

スリギイ 1 1 0

ツイド 0 0 1

ンデーェウス 1 0 1
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量ンジーマトフレ /
量整調微置位紙用

1-3 2-3 3-3 4-3

0 チンイ 0 0 0 0

01/1 チンイ 1 0 0 0

01/2 チンイ 0 1 0 0

01/3 チンイ 1 1 0 0

01/4 チンイ 0 0 1 0

01/5 チンイ 1 0 1 0

01/6 チンイ 0 1 1 0

01/7 チンイ 1 1 1 0

01/8 チンイ 0 0 0 1

01/9 チンイ 1 0 0 1

1 チンイ 0 1 0 1

01/11 チンイ 1 1 0 1

01/21 チンイ 0 0 1 1

01/31 チンイ 1 0 1 1

01/41 チンイ 0 1 1 1

01/51 チンイ 1 1 1 1

2-7 A4ポートレート印刷桁数の切り替え※
用紙がA4サイズ、ポートレート方向で使われるときの一行あたりの文字数をパイカ文字で78桁にする
か80桁にするかを設定します。
B5サイズの用紙の場合は67桁、B4サイズの用紙の場合は95桁となります。

2-8 B4→A4縮小の縮小率の切り替え
操作パネルの縮小スイッチまたは制御コード（FS f）を使ってB4→A4縮小モードを指定したときに、縮
小率を2/3にするか、4/5にするかを切り替えます。

3-1～3-4 レフトマージン量の設定※
レフトマージン量を設定します。
ページプリンター（メモリースイッチ2-2：1）時に有効です。
レフトマージン量とは用紙の最左端印刷位置から第1印刷位置までの距離です。
レフトマージン量は4つのメモリースイッチの組み合わせにより16通りに設定できます。組み合わせに
ついては下の表をご覧ください。

用紙位置の微調整（136桁モード）※
印刷位置がずれた場合、用紙位置を調整します。
136桁モード（メモリースイッチ3-7：1）時に有効です。
201PLエミュレーション（メモリースイッチ2-2：0）時に有効です。
用紙位置調整量は4つのメモリースイッチの組み合わせにより16通りに設定できます。組み合わせにつ
いては下の表をご覧ください。

表中の太文字は工場設定を表します。

3-5 用紙位置微調整方向の設定（136桁モード）※
136桁モードで用紙位置調整を右方向にするか、左方向にするかを切り替えます。
136桁モード（メモリースイッチ3-7：1）時に有効です。
201PLエミュレーション（メモリースイッチ2-2：0）時に有効です。

3-6 用紙位置の設定（136桁モード）※
136桁モードで用紙位置を中央合わせにするか、左端合わせにするかを切り替えます。
136桁モード（メモリースイッチ3-7：1）時に有効です。
201PLエミュレーション（メモリースイッチ2-2：0）時に有効です。
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反時計回り 
ポートレート 

時計回り 
ポートレート 

A
B
C
D
E
F
G
H

ランドスケープ 

（メモリスイッチ4-5=OFF） 

A
B
C
D
E
F
G
H

ランドスケープ 

（メモリスイッチ4-5=ON） 

ABCDEFGH 
 

ABCDEFGH 
 

3-7 136桁モードの有効／無効の切り替え※
136桁モードを有効にするか、無効にするかを切り替えます。
201PLエミュレーション（メモリースイッチ2-2：0）時に有効です。

3-8 ブザー機能の有効／無効の切り替え
ブザーを鳴らすか、鳴らさないかを切り替えます。

　
4-1 解像度の設定

制御コードによる解像度設定の有効／無効を指定します。
　
4-3 ESC c1での登録データを初期化する／しないの切り替え

制御コードESC c1での登録データの初期化をするか、しないかを切り替えます。
ESC c1で初期化をしない（メモリースイッチ4-3：1）ときは、ESC c8と同じ機能になります。

　
4-4 FFコードのみで白紙を出力する／しないの切り替え

FFコードのみで白紙を出力するか、しないかを切り替えます。　
白紙を出力しない（メモリースイッチ4-4：1）ときは、ESC a、ESC bと同じ機能になります。

4-5 ランドスケープ方向の切り替え
ランドスケープ印刷とポートレート印刷を行っ
たときのスタッカ上での積み重なり方を切り替
えます。

5-1 同期コードの有効／無効の切り替え
同期コードを有効とするか無効とするかを切り替えます。PC-PTOS環境で使用する場合は、このス
イッチを1（同期コード有効）にする必要があります。

6-7 節電機能を使用する／しないの切り替え※
節電機能を使用するか、しないかを切り替えます。

7-1 データストローブ信号のデータラッチタイミング
7-1：セントロニクス・インターフェース

7-2 データストローブ信号のデータラッチタイミング
7-2：LANボードインターフェース

7-1または7-2を前縁ラッチに指定した場合は、高速にデータを受信することができます。ただし、接続
するコンピューターによっては、うまく受信できない場合があります。その場合には、後縁ラッチに切
り替えて使用してください。

7-7 FS fコマンドで指定サイズなしを表示する／しないの切り替え
FS fコマンドにおいて指定用紙サイズがないとき、用紙補給表示をするか、表示しないでコマンドを無
効にするかを設定します。

7-8 FS fコマンドで自動縮小を表示する／しないの切り替え
FS fコマンドにおいて指定用紙サイズがないとき、縮小印刷が可能ならば自動縮小をするか、しないか
を切り替えます。
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8-1, 8-2 ビジー（BUSY）－アクノリッジ（ACK）のタイミング
8-1、8-2：セントロニクス・インターフェース
設定は、8-5、8-6を参照してください。

8-3, 8-4 アクノリッジ（ACK）の幅の切り換え
8-3、8-4：セントロニクス・インターフェース
設定は、8-7、8-8を参照してください。

8-5, 8-6 ビジー（BUSY）ーアクノリッジ（ACK）のタイミング
8-5、8-6：LANボードインターフェース

2つのメモリースイッチの組み合わせにより、BUSY-ACKのタイミングを切り替えます。

KCA グンミイタの 1-8 はたま 5-8 2-8 はたま 6-8

グンミイタ A 0 0

グンミイタ B 1 0

グンミイタ C 0 1

グンミイタ A 1 1

表中の太文字は工場出荷時の設定を表します。

タイミングA
BUSY

タイミングB
BUSY

タイミングC
BUSY

ACK

ACK

ACK

8-7, 8-8 アクノリッジ（ACK）の幅の切り換え
8-7、8-8：LANボードインターフェース

表中の太文字は工場出荷時の設定を表します。

チェック ✔
ACKの幅を短く設定すると、高速にデータを受信することができます。ただし、接続されたコンピューターによっては、う

まく受信できない場合があります。その場合は、ACKの幅を長くして使用してください。

KCA 幅の 3-8 はたま 7-8 4-8 はたま 8-8

1µs 0 0

2µs 0 1

4µs 1 0

01 µs 1 1
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技術情報

ここでは、MultiWriter 6050の仕様、印刷範囲、制御コード、文字コードその他の技術情報について説明します。
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ーターュピンコ ルブーケタンリプ

TA/CPMBI 機換互 *５

（ V/SOD ）機応対
XN-89CP ズーリシ

10-ACRP-CP
502AC-CP
20UAC-RP

MBI 、芝東、通士富、 ynoS 社各他のそ、 10-ACRP-CP

0089-CP ズーリシ
プイタプットクスデ

プイターワタニミ

ETAM89 く除（ズーリシ fA･eA･sA･pA ）
ETAM89 ズーリシバーサ
WOLLEF89 く除（ズーリシ XB･AB ）
iTLUM89 く除（ズーリシ eC ）

eBnaCiTLUM89 ズーリシ
RATSEULAV ズーリシ

maJeBnaC
BEREC
ENIF89
89H-CP ズーリシ

202AC-CP 1*

402AC-CP 2*

LR･LX･LX･AX89-CP 3* 12-108RP-CP
）付添準標に体本ンコソパ（

の外以記上 41 クスデつ持をスーェフタンイルレラパンピ
プイタプット

R102AC-CP 4*

302AC-CP

89 ズーリシバーサ 89H-VS ズーリシ 3*

89-VS ズーリシ
202AC-CP 1*

402AC-CP 2*

ETON89 ズーリシ

eivaL ズーリシ
eliA ズーリシ

thgiLETON89
2dN･2eN･3eN･mN･dN･xN･pN･fN1289-CP

A/SN･A/LN1089-CP

202AC-CP 1*

402AC-CP 2*

の外以記上 02 つ持をスーェフタンイルレラパンピ ETON89
ズーリシ 91-N1089-CP

0089-CP ズーリシ
プイタプットプッラ sT1289-CP 202AC-CP 1*

402AC-CP 2*

（ドーボスーェフタンイ設増タンリプ 49-1089-CP ） 202AC-CP 1*

402AC-CP 2*

使用できるプリンターケーブル
下の表をご覧になり、使用するコンピューターが、MultiWriter 6050を正常に動作できる機種かどうかを確認してくだ
さい。
また、MultiWriter 6050にはプリンターケーブルが添付されていないため、別途お買い求めになる必要があります。ご
使用のコンピューターに合ったプリンターケーブルは下の表で確認してください。

プリンターケーブル一覧

*1 PC-H98-K05と同等。長さ1.5m。
*2 PC-CA202同等。長さ4m。
*3 ハイレゾリューションモードでは、プリンターステータスウィンドウ機能、音声メッセージ機能は利用不可。
*4 PC-CA201と同等。長さ1.5m。
*5 MS-DOS 5.0/V以上またはIBM DOS J5.0/V以上が動作するIBM PC/AT 100%互換機。

チェック ✔
蘆 一部のコンピューターによっては、CPUの性能によりPrintAgentの動作が不安定または動作しないものがあります。

蘆 PrintAgentはプリンターステータスウィンドウの表示に加えて音声メッセージを通知させることもできます。この機

能を利用できるのはPCM録音・再生など「サウンド機能」を持ったコンピューターです。お手持ちのコンピューターが音

声メッセージ機能を使用できるかどうかはコンピューターに添付のマニュアルをご覧ください。
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仕　様
印刷方式 電子写真記録方式

露光方式：レーザダイオード＋ポリゴンスキャナー
現像方式：乾式電子写真方式

印刷速度* 約62ページ/分（A4用紙横置き、ホッパ1給紙片面印刷時）
* 印刷速度は連続印刷の場合の最大値です。最初のページ、また印刷データの内容あるいは

コンピューターからのデータの送り方などによって異なります。

ウォームアップの待ち時間 電源投入時：約450秒以内（20℃）

ファーストプリントタイム ホッパ1給紙片面印刷時：A4サイズ 約5秒（A4用紙横置き）

ドット間隔 0.0423mm×0.0423mmまたは0.0635mm×0.0635mm
（1/600インチ×1/600インチまたは1/400インチ×1/400インチ）

CPU RV4640（150MHz）

RAM 標準64MByte（1CPUあたり32MByte)
最大256MByte（オプション増設時）

インターフェース セントロニクス仕様に準拠（背面に装備）
イーサネット（100BASE-TX/10BASE-T：TCP/IPのみ）

データ形式 NPDL Level 2（201PLエミュレーション含む）

フォント アウトラインフォント　2種類 （明朝体、ゴシック体）

対応OS � Microsoft Windows 98 日本語版、Microsoft Windows 98 Second Edition  日
本語版、Microsoft Windows 95 日本語版、Microsoft Windows 2000 日本語
版、Microsoft Windows NT 4.0 日本語版、Microsoft Windows NT 3.51 日本
語版、Microsoft Windows 3.1 日本語版

� PC-PTOS Ver.1.0以上
PC-PTOS Ver.1.0～2.3でお使いの場合は「PTOS IV プリンターOS支援パッケ
ージPS」が必要です。

� 日本語MS-DOS(Ver. 3.3以上)、MS-DOS 5.0/V以上またはIBM DOS Ver.J5.0/
V以上(DOS/V)

� Macintosh 漢字Talk 7.1.X、7.5.X、Mac OS 7.6.X、Mac OS 8.0～8.6、Mac OS
9.0.X(PC-PR-L01使用時）
ただし、漢字Talk 7.5.X以降のQuickDraw GXには未対応

環境 動作温度 ：10～32.5℃ 動作湿度：20～80％（結露しないこと）
保管温度 ：0～32.5℃ 保管湿度：10～80％（結露しないこと）
塵埃量 ：一般事務室程度 ガス成分：一般事務室程度
気圧 ：1.013×105 ～ 0.7524×105 Pa（海抜0～2500m）

騒音 動作時（音圧レベル、A補正） ：60dB
待機時（音圧レベル、A補正） ：50dB

電源 電圧 ：100V±10％
周波数 ：50/60Hz±1Hz
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消費電力* 動作時最大（プリンター単体時） ：1300W
動作時最大（フルオプション時） ：1340W
動作時平均（プリンター単体時） ：1060W
節電モード時 ：75W以下
* 最大値は瞬間的ピークを除いた値です。また、同系列の電源に入力条件が厳しい機器を接

続する場合は、NECフィールディング（株）にご相談ください。

寸法 幅777mm×奥行き735mm×高さ1070mm（プリンター本体）
幅1995mm×奥行き735mm×高さ1070mm（オプション装着時）

質量 約190kg（消耗品、オプション含まない）

製品寿命 印刷枚数500万枚または使用年数5年のいずれか早い方

消耗品寿命 蘆 トナー（本体添付）： 1ボトル約45,000ページ印刷
（ただしA4用紙、画像面積比5％連続印刷時）

蘆 ステープルカートリッジ（フィニッシャ装着時のみ）：ステープル針5,000本

用紙容量 ホッパ1 ：500枚（坪量64.0g/m2用紙使用時）
ホッパ2 ：500枚（坪量64.0g/m2用紙使用時）
ホッパ3 ：2,500枚（坪量64.0g/m2用紙使用時）
大容量ホッパ（オプション）：3,000枚（坪量64.0g/m2用紙使用時）
トレイ ：50枚（再生紙、専用紙は20枚）

スタック容量 排紙トレイ上段 ：100枚（坪量64.0g/m2用紙使用時）
排紙トレイ下段 ：250枚（坪量64.0g/m2用紙使用時）
フィニッシャ上段排出トレイ *1 ：100枚*2（坪量64.0g/m2用紙使用時）
フィニッシャ下段排出トレイ *1 ：2,000枚*2（坪量64.0g/m2用紙使用時）

*1 フィニッシャ装着時

*2 フィニッシャの機能によっては、最大スタック容量や使用できる用紙サイズに制限があり
ます。詳しくは以下の表をご覧ください。

紙折り機能を使用しない場合

能機ャシッニィフ ズイサ紙用
量容クッタス / 数ルプーテス

数枚じ綴
イレト紙排段上 イレト紙排段下

しな

4A コヨ 5B/ コヨ 001 枚 000,2 枚 ー

3A テタ 4B/ テタ 4A/ テタ 5B/ テタ 001 枚 000,1 枚 ー

5A テタ 001 枚 ー ー

チンパ

4A コヨ 5B/ コヨ 001 枚 000,2 枚 ー

4A テタ 5B/ テタ 001 枚 000,1 枚 ー

3A テタ 4B/ テタ 001 枚 000,1 枚 ー

ルプーテス

ーナーコ 1点
4A コヨ 5B/ コヨ

ー 000,1 はたま枚 001 部 2～ 05 枚
3A テタ 4B/ テタ 4A/ テタ 5B/ テタ

ドイサ 2点
4A コヨ 5B/ コヨ

ー
000,2 はたま枚 002 部

2～ 05 枚
3A テタ 4B/ テタ 4A/ テタ 5B/ テタ 000,1 はたま枚 002 部

タンセ 2点 3A テタ 4B/ テタ 4A/ テタ ー 000,1 はたま枚 001 部 2～ 51 枚

とチンパ
ルプーテス

ーナーコ 1点
4A コヨ 5B/ コヨ

ー 000,1 はたま枚 001 部 2～ 05 枚
3A テタ 4B/ テタ 4A/ テタ 5B/ テタ

ドイサ 2点
4A コヨ 5B/ コヨ

ー
000,2 はたま枚 002 部

2～ 05 枚
3A テタ 4B/ テタ 4A/ テタ 5B/ テタ 000,1 はたま枚 002 部

タンセ 2点 3A テタ 4B/ テタ 4A/ テタ ー 000,1 はたま枚 001 部 2～ 51 枚
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能機ャシッニィフ ズイサ紙用
量容クッタス / 数ルプーテス

数枚じ綴
イレト紙排段上 イレト紙排段下

Z り折

しな 3A テタ 4B/ テタ 01 枚 05 枚 ー

チンパ 3A テタ 4B/ テタ 01 枚 05 枚 ー

ルプーテス 3A テタ 4B/ テタ ー 001 枚 2～ 01 枚

ルプーテスとチンパ 3A テタ 4B/ テタ ー 001 枚 2～ 01 枚

り折袋

しな 3A テタ 4B/ テタ 01 枚 05 枚 ー

チンパ 3A テタ 4B/ テタ 01 枚 05 枚 ー

ルプーテス 3A テタ 4B/ テタ ー 001 枚 2～ 01 枚

ルプーテスとチンパ 3A テタ 4B/ テタ ー 001 枚 2～ 01 枚

目り折 タンセ（ルプーテス 2 ）点 3A テタ 4B/ テタ 4A/ テタ ー 000,1 はたま枚 001 部 2～ 51 枚

紙折り機能を使用する場合
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片面印刷時の用紙の規格
蘆 普通紙（乾式PPC用紙）
寸法 定形サイズ A3判（297×420mm）、A4判（210×297mm）、A5判（148×210mm）、

B4判（257×364mm）、B5判（182×257mm）、レターサイズ（約216×280mm）
定形外サイズ* 幅100～297mm

長さ148～420mm
* ただし両面印刷不可

坪量 ホッパ給紙：64～81.4g/m2

トレイ給紙：64～105g/m2

連量 ホッパ給紙：55～70kg
トレイ給紙：55～90kg
（連量とは、用紙788×1091mmのサイズの用紙1000枚あたりの重さを示します。）

表面電気抵抗 1×109～1×1012Ω

蘆 はがき
官製はがきと同等の寸法、連量のものを使用してください。
寸法 官製はがき（148×100mm）
坪量 157g/m2相当
連量 135kg相当

蘆 OHPフィルム
寸法 A4判（210×297mm）
厚さ 0.1mm±0.025mm（100mm±25mm）

乾式PPC用、表面処理されているものを使用してください。

蘆 ラベル紙
寸法 A4判（210×297mm）、B4判（257×364mm）

乾式PPC用、台紙全体がラベルで覆われたものを使用してください。

両面印刷時の用紙の規格
普通紙（乾式PPC用紙）
寸法** A3判（297×420mm）、A4判（210×297mm）、A5判（148×210mm）、B4判（257×364mm）、

B5判（182×257mm）、レターサイズ（約216×280mm）
* * 定形外サイズは不可

坪量 ホッパ給紙：64～81.4g/m2

トレイ給紙：64～81.4g/m2

連量 ホッパ給紙：55～70kg
トレイ給紙：55～70kg

表面電気抵抗 1×109～1×1012Ω
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印刷範囲 AY

B

C

X
D

FE

ABC...

号記 味　意 位単
法寸

3A 4A 5A 4B 5B ータレ きがは きがは復往 筒封

A さ長の紙用 mm 024 792 012 463 752 082 841 841 532

B のでま囲範刷印らか端上の紙用
）域領可不刷印端上（離距 mm 5 5 5 5 5 5 5 5 5

C のでま囲範刷印らか端下の紙用
）域領可不刷印端下（離距 mm 6 5 4 6 6 6 3 5 5

D 幅の紙用 mm 792 012 841 752 281 612 001 002 501

E のでま囲範刷印らか端左の紙用
）域領可不刷印端左（離距 mm 5 8 8 8 8 8 8 5 5

F のでま囲範刷印らか端右の紙用
）域領可不刷印端右（離距 mm 5 4 4 8 4 5 6 5 5

X

囲範刷印の向方横 トッド 2172 2781 4821 0822 8061 0291 618 6971 898

　能可刷印
数字文

カイパ

字文

311 87 35 59 76 08 43 07 73

トーリエ 531 39 46 411 08 69 04 48 44

スンデンコ 391 331 19 261 411 731 85 021 46

7 トンイポ *1 311 87 35 59 76 08 43 07 73

5.01 トンイポ *2 57 25 53 36 44 35 22 64 42

21 トンイポ 76 64 23 75 04 84 02 24 22

Y

　　　　　　囲範刷印の向方縦 トッド 4683 2172 6981 6333 8232 4452 0231 3031 6212

　能可刷印
数行

IPL6
行

69 76 74 38 85 36 33 23 35

IPL8 821 09 36 111 77 48 44 34 07

印刷範囲

定形用紙

以下に示す印刷範囲は、理論印刷範囲を表しています。実際の印刷範囲とは使用環境、プリンター設定により多少異な
る場合があります。

蘆　ポートレート

*1 7ポイントは正確には7.2ポイントです。
*2 10.5ポイントは正確には10.8ポイントです。
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印刷範囲 AY

B

C

X
D

FE

ABC...

号記 味意 位単
法寸

3A 4A 5A 4B 5B ータレ きがは 復往
きがは 筒封

A さ長の紙用 mm 792 012 841 752 281 612 001 002 501

B のでま囲範刷印らか端上の紙用
）域領可不刷印端上（離距 mm 5 4 4 8 4 5 6 5 5

C のでま囲範刷印らか端下の紙用
）域領可不刷印端下（離距 mm 5 8 8 8 8 8 8 5 5

D 幅の紙用 mm 024 792 012 463 752 082 841 841 532

E のでま囲範刷印らか端左の紙用
）域領可不刷印端左（離距 mm 5 5 5 5 5 5 5 5 5

F のでま囲範刷印らか端右の紙用
）域領可不刷印端右（離距 mm 6 5 4 41 6 6 6 5 5

X

囲範刷印の向方横 トッド 4683 2172 6981 4623 8232 4452 6921 3031 6212

能可刷印
数字文

カイパ

字文

161 311 97 631 79 601 45 45 88

トーリエ 391 531 49 361 611 721 46 56 601

スンデンコ 672 391 531 332 661 181 29 39 151

7 トンイポ 1* 161 311 97 631 79 601 45 45 88

5.01 トンイポ 2* 701 57 25 09 46 07 63 63 95

21 トンイポ 69 76 74 18 85 36 23 23 35

Y

囲範刷印の向方縦 トッド 2172 2781 4821 0822 8061 0291 618 6971 898

能可刷印
数行

IPL6
行

76 64 23 75 04 84 02 44 22

IPL8 09 26 24 67 35 46 72 95 92

蘆　ランドスケープ

*1 7ポイントは正確には7.2ポイントです。
*2 10.5ポイントは正確には10.8ポイントです。

補足説明

蘆 余白量（印刷不可領域）は、使用する用紙の寸法差、プリンター個々の用紙走行の精度などの条件により前後する場
合があります。

蘆 印刷範囲（印刷可能ドット数）は、すべて240dpiで規定されています。600dpiでの印刷可能ドット数は240dpiの
ドット数を5/2倍にした値になります。

蘆 行桁モードでは、1行目の位置は240dpi相当で印刷範囲の上から40ドット目（約4.2mm）となります。したがって、
40ドットより小さい文字を印刷した場合、上端の余白は上記値よりもおおきくなります。

ー 1行目の第一印刷位置に文字を印刷したときは、全
点アドレス印刷モードで座標値として（0, 39）
（240dpi）を指定したのと同じ位置に印刷されま
す。

ー 文字が小さい場合などでは見かけ上の余白が大きく
なります。

ABC...

用紙上端 

印刷範囲上端 

40ドット 
1行目の位置 
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別　種 数トッド

数字文

1 系トイバ
カイパ 42 トッド
トーリエ 02 トッド
スンデンコ 41 トッド

2 系トイバ
7ポ 01/1( チンイ ) 42 トッド
5.01 ポ 02/3( チンイ ) 63 トッド

21 ポ 6/1( チンイ ) 04 トッド

数行
6/1(IPL6 チンイ ) 04 トッド
8/1(IPL8 チンイ ) 03 トッド

蘆 行桁モードでは、ページの下端付近での改行の結果、
次の印刷位置が上記印刷範囲をはみ出してしまう場合
には改ページされます。このため改行ピッチの設定に
よっては印刷範囲下端付近には印刷できない場合があ
り、その場合の下端余白は上記値よりも大きくなります。

最終行が下にはみ出してしまうので、実際には改
ページ後に印刷されます。その結果、※の部分には
印刷できなくなるので見かけ上の余白が大きくなります。

蘆 印刷可能桁数、行数は、上記印刷範囲のドット数
を文字ピッチあるいは行ピッチで割ることによっ
て算出したものです。
計算に用いる値は右のとおりです。

－ 値はすべて240dpiでのドット数です。文字
数、行数とも、計算はすべて240dpiで行いま
す。

－ 2バイト系文字については、カッコ内に示し
た文字ピッチを使用している場合のドット数
を示しています。文字ピッチを変えることにより、印刷可能桁数も変わります。

－ 1バイト系、2バイト系文字とも、文字間にスペースを挿入することが可能ですが、この場合も印刷可能桁数は
減少します。

蘆 添付ドライバーを使用した場合、ドライバーの機能により余白量をすべて約5mmにできます。

定形外用紙

定形外用紙とは、本プリンターでサポートしている定形用紙（A3、A4、A5、B4、B5、レター、はがき、往復はがき、
封筒）以外の大きさの用紙のことです。MultiWriter 6050では最大A3サイズから最小はがきサイズまでの用紙に対応し
ています。この場合の印刷範囲と印刷位置は、使用する用紙の大きさ、プリンター設定に応じてアプリケーションから
正しく制御する必要があります。

プリンターの設定について
定形外用紙に印刷する場合、トレイから給紙させます。プリンターは定形用紙を想定し、印刷位置、印刷範囲の制御を
行います。操作パネルの［トレイ］スイッチによって印刷させる定形外用紙の用紙サイズに近似した用紙サイズを設定す
る必要があります。（プリンタドライバの用紙サイズをユーザー定義サイズに設定してください。詳しくはユーザーズ
マニュアル[2/2]をご覧ください。）
印刷範囲が定型外用紙内に収まっていないで印刷を行うと、装置内を汚すなど思わぬ障害の原因となる場合がありま
す。印刷前に十分確認してください。

チェック ✔
定形外用紙はホッパからは給紙できません。

余白について
印刷結果が実際に使用する用紙をはみ出すことのないように注意してください。はみ出した印刷を続けると、思わぬト
ラブルの原因となります。
また、印刷品質を保つため、実際に使用する用紙に対して上下左右とも5mm以上の余白ができるように、印刷位置と印
刷範囲を設定してください。

ABCDEF

用紙下端 

印刷範囲下端 
改行 ※ 
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印刷位置について
次に様々なケースでの印刷位置、印刷範囲の考え方を説明します。これらの説明は主に行桁モードによる制御を前提に
していますが、それ以外の方法でも同様の考え方による制御を行ってください。

蘆 ポートレートの桁方向（プリンターに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに、
幅が150mmの用紙に印刷する場合、プリンターは
A4の用紙に対して正しく印刷されるように、印刷位
置や範囲を制御します。その結果、左右の端の部分
の印刷が用紙からはみ出してしまいます。

このような場合には、各行の先頭に適当な量のス
ペースを取ることにより、用紙上の正しい位置に印
刷するようにしてください。
必要なスペース量は次のように算出してください。

必要なスペース＝

A: プリンターに設定されている用紙の幅
B: 実際に使用する用紙の幅

蘆 ポートレートの桁方向（実際に使用する用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに幅
が300mmの用紙に印刷する場合、プリンターはA4
の用紙に対して正しく印刷されるように、印刷位置
や範囲を制御します。その結果、用紙の左右には印
刷できない部分が発生します。

このような使用方法には問題はありません。ただ
し、用紙の左右の部分にも印刷したい場合には、プ
リンターに設定する用紙サイズをB4など、もっと大
きいものに変更してください。

蘆 ポートレートの行方向（プリンターに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに長
さが250mmの用紙に印刷する場合、プリンターはA4
の用紙の長さを超えるような改行命令については自
動的に改ページをしますが、使用する用紙が短いた
めに下端付近のデータは用紙をはみ出してしまいま
す。

このような場合には、1ページ当たりに印刷可能な行
数を制限し、はみ出すことのないようにしてくださ
い。

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩ 

150mm

210mm 
（A4） 

実際に使用する 
用紙サイズ 

プリンターに設定 
した用紙サイズ 

210mm 
（A4） 

プリンターに設定 
した用紙サイズ 

300mm

実際に使用する 
用紙サイズ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩ 

実際に使用する 
用紙サイズ 

プリンターに設定 
した用紙サイズ 

250mm
297mm 
（A4） 

ＡＢＣＤ 

ＥＦＧＨ 

ＩＪＫＬ 

ＭＮＯＰ 

ＱＲＳＴ 

ＵＶＷＸ 

ＹＺ 

ＡＢＣＤ 

ＥＦＧＨ 

 

A－B
2
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蘆 ポートレートの行方向（実際に使用する用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているとき
に、長さが400mmの用紙に印刷する場合、プリ
ンターはA4の用紙を超えるようなデータは印刷
しません。その結果、用紙の下端には印刷できな
い部分が発生します。

このような使用方法には問題はありません。ただ
し、用紙の下端部分にも印刷したい場合は、プリ
ンターに設定する用紙サイズをB4など、もっと
大きいものに変更してください。

蘆 ランドスケープの桁方向（プリンターに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに、
長さが250mmの用紙に印刷する場合、プリンターは
A4の用紙に対して正しく印刷されるように、印刷位
置や範囲を制御します。その結果、左端（行の先頭）
の部分の印刷が用紙からはみ出してしまいます。

この場合には、各行の先頭に適当な量のスペースを
とることにより、用紙上の正しい位置に印刷するよ
うにしてください。
必要なスペース量は次のように算出してください。

必要なスペース＝A－B
A：プリンターに設定されている用紙の幅
B：実際に使用する用紙の幅

蘆 ランドスケープの桁方向（実際に使用する用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているとき
に、長さが400mmの用紙に印刷する場合、プリン
ターはA4の用紙に対して正しく印刷されるよう
に、印刷位置や範囲を制御します。その結果、用
紙の左端には印刷できない部分が発生します。

このような使用方法には問題はありません。ただ
し、用紙の左端の部分にも印刷したい場合は、プ
リンターに設定する用紙サイズをB4など、もっと
大きいものに変更してください。

プリンターに設定 
した用紙サイズ 

実際に使用する 
用紙サイズ 

400mm

297mm 
（A4） 

ＡＢＣＤ 

ＥＦＧＨ 

ＩＪＫＬ 

ＭＮＯＰ 

ＱＲＳＴ 

ＵＶＷＸ 

ＹＺ 

ＡＢＣＤ 

ＥＦＧＨ 

 

プリンターに設定した 
用紙サイズ 

250mm

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬ  

297mm 
（A4） 

実際に使用する 
用紙サイズ 

用紙走行方向

 

実際に使用する 
用紙サイズ 

400mm

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬ  

297mm 
（A4） 

プリンターに設定した 
用紙サイズ 

用紙走行方向
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蘆 ランドスケープの行方向（プリンターに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに、
幅が150mmの用紙に印刷する場合、プリンターはA4
の用紙に対して正しく印刷されるように、印刷位置
や範囲を制御します。その結果、ページの上下の部
分の印刷が用紙からはみ出してしまいます。

この場合には各ページの先頭に適当な量の余白（改
行）をとることにより、用紙上の正しい位置に印刷す
るようにしてください。
必要な余白の量は次のように算出してください。

必要なスペース=

C: プリンターに設定されている用紙の幅
D: 実際に使用する用紙の幅

また、1ページ当たりに印刷可能な行数を制限し、はみ出すことのないようにしてください。

蘆 ランドスケープの行方向（実際に使用する用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンターの設定をA4にしているときに、
幅が300mmの用紙に印刷する場合、プリンターはA4
の用紙に対して正しく印刷されるように、印刷位置
や範囲を制御します。その結果、用紙の上下には印
刷できない部分が発生します。

このような使用方法には問題はありません。ただ
し、用紙上下の部分にも印刷したい場合には、プリ
ンターに設定する用紙サイズをB4など、もっと大き
いものに変更してください。

80桁モード

本プリンターの印刷可能桁数は78桁（A4用紙、パイカモード時）です。したがって80桁のシリアルプリンターでバッ
ファフル印刷を利用して改行を行うソフトウエアを本プリンターで使用した場合、印刷位置が異なることになります。
このため、本プリンターではバッファフルまでの印刷桁数を印刷範囲に広げることで、80桁にすることができます（A4
ポートレイトの場合のみ可能です）。設定は「A4ポートレイトケタスウ」メニューまたはリモートパネルで行います。
（本書117ページまたは、ユーザーズマニュアル［2/2］参照）

プリンターに設定した 
用紙サイズ 

150mm 210mm 
（A4） 

実際に使用する 
用紙サイズ 

ＡＢＣＤ 
ＥＦＧＨ 
ＩＪＫＬ 
ＭＮＯＰ 
ＱＲＳＴ 
ＵＶＷＸ 
ＹＺ 
 

用紙走行方向 

実際に使用する 
用紙サイズ 

300mm210mm 
（A4） 

プリンターに設定した 
用紙サイズ 

ＡＢＣＤ 
ＥＦＧＨ 
ＩＪＫＬ 
ＭＮＯＰ 
ＱＲＳＴ 
ＵＶＷＸ 
ＹＺ 
 

用紙走行方向 

C－D
2
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NPDLの初期状態

内部設定
次の条件で、プリンターの内部状態は初期状態になります。それぞれの条件下における初期状態については、次の表を
ご覧ください。

蘆 電源をONにしたとき

蘆 操作パネル上でリセットを実行したとき
→ 未印刷データをすべて消します。

蘆 ソフトウエアリセット（ESC c1）を実行したとき
→ 印刷フォーマット、ホッパ指定は初期状態になりません。未印刷データは印刷されます。

蘆 INPUT･PRIME信号を受信したとき
→ VFU印刷フォーマット、ホッパ指定、およびセレクト／ディセレクトは初期状態になりません。未印刷
データは印刷されます。

蘆 パラメータリセット（ESC c8）を実行したとき
→ VFU、印刷フォーマット、ホッパ指定、セレクト／ディセレクト、動作モード、網かけ登録、1バイト文字
登録などの登録内容は初期状態になりません。未印刷データは印刷されます。

態状部内
類種の）化期初（ズイラャシニイ

源電 NO ルネパ作操
トッセリ 1cCSE TUPNI ・ EMIRP 8cCSE

置位在現 第1 第行 1桁

幅ンジーマトフレ 定設場工（う従に定設ーュニメ 000 ）

幅ンジーマトイラ 　 3A ： 311 　 4A ： 870 （ 08 時ドーモ桁 080 　） 5A ： 350
4B ： 590 　 5B ： 760 ：ータレ　 080 ：きがは　　 430

トッセブタ平水 アリク

UFV

FF 長 3A ： 69 　行 4A ： 76 　行 5A ： 74 行
4B ： 38 　行 5B ： 85 ：ータレ　行 36 ：きがは　行 33 行 ずせ化変

域領ムトボ しな ずせ化変

TV トッセ
（ 2HC ）

3A 第：　 7、 31 、 91 、 52 、 13 、 73 、 34 、 94 、 55 、
　　　　 16 、 76 、 37 、 97 、 58 、 19 目行

4A 第：　 7、 31 、 91 、 52 、 13 、 73 、 34 、 94 、 55 、
　　　　 16 、 76 目行

5A 第：　 7、 31 、 91 、 52 、 13 、 73 、 34 目行
4B 第：　 7、 31 、 91 、 52 、 13 、 73 、 34 、 94 、 55 、

　　　　 16 、 76 、 37 、 97 目行
5B 第：　 7、 31 、 91 、 52 、 13 、 73 、 34 、 94 、 55 目行

第：ータレ 7、 31 、 91 、 52 、 13 、 73 、 34 、 94 、 55 、
　　　　　 16 目行
第：きがは 7、 31 、 91 、 52 、 13 目行

ずせ化変

TV 　トッセ
　 3HC( ～ )6HC アリク ずせ化変

向方行改 行改向方順

幅行改 6/1 チンイ

態状トクレセィデ／トクレセ 態状トクレセ ずせ化変

ァフッバ信受 アリク ずせアリク

ァフッバジーペ アリク ずせアリク

ターデ刷印未 ― アリク 行実刷印

ドーモ作動 ）タンリプジーペ／ンョシーレュミエ（う従に定設ーュニメ

式方刷印 ドーモカイパ

態状トフシの表ドーコ （態状ナカタカ 8 ）ドーコトッビ

1 トンォフ字文トイバ ）クッシゴ／エリーク／クッリタイ／準標（う従に定設ーュニメ

体書字漢 ）クッシゴ蔵内／朝明蔵内（う従に定設ーュニメ

字漢
ズイサ字文 5.01 トンイポ

幅字文 02/3 チンイ

角半
き書縦 除解

字文組 除解

字文トプリクス 除解

定指率倍 除解もと横縦

刷印飾修 除解
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態状部内
類種の）化期初（ズイラャシニイ

源電 NO トッセリルネパ作操 1cCSE TUPNI ・ EMIRP 8cCSE

ンイラダンア

定指 除解

種線 線重一、線実

幅線 2 トッド

けか網
定指 除解

録登 ）態状録登未（アリク ずせアリク

転反黒白 除解

スーペストッド定固 もと右左 0 トッド

トッセフオ置位字文向方縦 0 トッド

1 録登字文トイバ
ンータパ MOR ンータパ

録登 ）態状録登未（アリク ずせアリク

2 録登字文トイバ ）態状録登未（アリク ずせアリク

え替り切トッド ）ドーモーピコ／ドーモブィテイネ（う従に定設ーュニメ

トッマーォフ刷印
向方刷印 トーレトーポ ずせ化変

ドーモ小縮 除解 ずせ化変

数枚ーピコ
ドーコ )xSF( 枚１ う従に定設ーュニメ

ルネパ作操 枚１ ずせ化変

位単定指標座 042/1 チンイ

標座画描 （X，Y）= （0，0）

ドーモ刷印スレドア点全 除解

ムーォフ
録登 アリク ずせアリク

照参 除解 ずせ化変

ドーモ刷印形図 除解

ドーモ画描フラグ ドーモ画描対絶

位単タンリプ 042/1 チンイ

分線

種線 線実

幅線 1 幅トッド

長線 P1P2 の離距線角対の 4％

プイタ端線 型り切ち断

プイタ続接 続接タイマ

ンータパ択選 たべ黒

ンータパ録登 アリク ずせアリク

ンペ
標座 （X，Y （＝） 0，0）

置位下上 態状プッア

ドーモし潰り塗 除解

し潰り塗
ンータパ択選 号番ンータパ 0

ンータパ録登 ）態状録登未（アリク ずせアリク

グンリーケス
トンイポ

（X，Y） = （0，0）

置位刷印大最のでトッマーォフ刷印、ズイサ紙用各

グンリーケス 除解

域領ウドンィウ 大最のでズイサ紙用各

転反系標座 除解

転回系標座 0度

画描理論 RO

ドーモ築構スパ 除解

ターデスパ 棄廃

定指パッホ う従に定設ーュニメ
パッホ（ /1 パッホ /2 パッホ 3） ずせ化変

紙給イレト／パッホ 紙給パッホ ずせ化変

え替り切ロトンセ 後前（備準 ydaeR ） 続継を態状の前以

刷印面両
う従に定設ーュニメ

刷印面片（ / ）刷印面両
ずせ化変



137

　

B
　
技
術
情
報

インターフェース

インターフェース信号の機能

ンピ
号番 名号信 称　略 能　機

1

ブーロトスターデ ･ATAD
BTS

1ATAD ～8 。るあで号信期同のめたむ込み読を
は態状常定 HGIH 、りあで HGIH らか WOL っなに

きとた YSUB が HGIH に次、りなに WOL らか
HGIH にでまるなに 1ATAD ～8 。む込み読を

小最は幅スルパ sm1 。るすと

2
3
4
5
6
7
8
9

ターデ 1
ターデ 2
ターデ 3
ターデ 4
ターデ 5
ターデ 6
ターデ 7
ターデ 8

1ATAD
2ATAD
3ATAD
4ATAD
5ATAD
6ATAD
7ATAD
8ATAD

のターデ、は号信各 1 らか目トッビ 8 。るあで号信力入るす信受を報情の目トッビ
理論 1は HGIH 。るあで 1ATAD （桁位下最が BSL 、） 8ATAD （桁位上最が BSM 。るあで）

す示に図上 BTS･ATAD 後前の sm1 で囲範の 1ATAD ～8 。とこるいてし定確は

01

ジッリノクア KCA 、で号信す示をとこたし了完み込り取へ内ータンリプをターデたし信受 BTS･ATAD 対に信受
源電、しだた。るあで答応るす NO にルネパ作操びよお、時了終理処ムイラプトップンイ、時

は態状常定。るす力出度一に件条無はに時了終理処のトッセリるよ HGIH 約、りあで WOLsm1
。るす力出をスルパるなと

11

ィジビ YSUB （能可不信受ターデがータンリプ YSUB 。るあで号信るせら知をとこるあで態状）中 WOL の
がのもすた満を件条の次。るあで能可が力入ターデ、合場 1 ばれあもでつ HGIH れそ。るなに

はで外以 WOL 。るあで
●　 TCELES が号信 WOL 。きとの
●　 TLUAF が号信 WOL 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。きとの
●　 EMIRP･TUPNI が号信 WOL つか、し過経間時定所らかきとたっなに EMIRP･TUPNI 号信
が　　 HGIH 。間のでまるなに

● 。間のでまるす了完み込り取へ内ータンリプ、らかてし信受をターデ　
● 。間のでまるす了終が理処化期初部内、らかてっ行をトッセリるよにルネパ作操　

］足補［
の用理処刷印はータンリプ本 1 ターデ、ち持をァフッバの用信受、にかほのァフッバ分ジーペ

にちういなし了完が理処のターデ、めたのこ。るれま込き書にァフッバ信受ずまとるす信受を
と態状作動のータンリプ、きでがとこるす信受をターデの次 YSUB 。いなし期同は態状の号信

はきとたっなに杯満がァフッバ用信受、たま YSUB は号信 HGIH どな行実作動刷印、し持保を
らたじ生が裕余りよに WOL 。う行を信受の次てっなと

21
ドンエパーペ EP きとたっなくなが紙用 HGIH 。るなに

● 合場いなきでも小縮、ずせ在存にパッホが紙用のズイサたれさ定設　
● 合場いなが紙用　

31

トクレセ TCELES （中トクレセがータンリプ HGIH （中トクレセィデか） WOL ターデは中トクレセ。す示をか）
。るあで能可が信受の
］件条るなにトクレセ［

● 源電　 NO きとたし
● 。きとたれさ押がチッイス可刷印で態状トクレセィデ　
● チッイスリモメ　 5-1 が FFO で態状トクレセィデ、で 1CD 。きとたし信受をドーコ

］件条るなにトクレセィデ［
● 。きとたれさ押がチッイス可刷印で態状トクレセ　
● チッイスリモメ　 5-1 が FFO 、で 3CD 。きとたし信受をドーコ
●　 EP ＝1 。きとの
●　 TLUAF ＝0 。きとの

41 ～ 51 ー ー ー 用張拡の来将

61 ドンラグルナグシ GS ー ドンラグ用号信

71 ドンラグムーレフ GF ー ドンラグムーレフ

81 トクネコスイバデ NCD が源電のータンリプ NO 。す表をとこるいてっなに

91 ～ 03 RIAPDETSIWT
DNG

ー ー ）。るいてれさ続接にドンラグ号信（

13
トップンイ
ムイラプ

TUPNI ・
EMIRP

が号信のこ WOL は幅スルパ。るなに態状期初はータンリプとるなに sm51 。要必上以 TCELES
が号信 HGIH 、 WOL もてっあでらちど EMIRP･TUPNI 。効有は EMIRP･TUPNI 初るよに号信

源電は態状期 NO 。るなと態状じ同ぼほと時

23
トルォフ TLUAF きとたし生発が件条のかれずいの次 WOL 。るなに

●　 TCELES ＝0 。きとの
● 。きとのーラエがータンリプ　

33 ドンラグルナグシ GS ー ドンラグ用号信

43 ～ 63 ー ー ー 用張拡の来将

DATA1～8

BUSY

1µs 
min

DATA・STB

1µs 
min

1µs 
min

コンピュ
ータ

プリ
ンタ
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タイムチャート

電源ON時 データ受信時

INPUT･PRIME受信時

* 選択されていないインタフェースにINPUT･PRIME
信号を入れた場合、INPUT･PRIME信号は無効とな
り、上記信号は反応しない。

操作パネルによるセレクト、ディセレクトの切り替え

(A) セレクト状態で［印刷可］スイッチを押すとただちに
ディセレクト状態になる。

(B) ディセレクト状態で［印刷可］スイッチを押すとセレ
クト状態になる。

DC1、DC3によるセレクト、ディセレクトの切り替え

* DC1、DC3の処理は受信バッファから読み出された
後に実行される。

ストップスイッチによる一時停止

(A) セレクト状態で［ストップ］スイッチを押すとただち
にディセレクト状態になる。

(B) ディセレクト状態で［印刷可］スイッチを押すとセレ
クト状態になる。

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

電源スイッチ 

FAULT

HIGH

LOW

HIGH

HIGH

電源ON時には、 
いつも出力される 

DCN

Min1.5s

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

FAULT

HIGH

LOW

t1

t2 t3 t4

HIGH

HIGH

t1 :  MSW8-3,8-4,8-7,8-8による 
t2, t3, t4 :  1µs min

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

FAULT

HIGH

LOW

t1

t2 t3

t1 :  15µs max 
t2 :  15µs min 
t3 :  受信済みデータの処理時間 + 初期化に要する時間 

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

FAULT

DC3

LOW

DC1

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

印刷可スイッチ 

FAULT

（A） （B） 

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

ストップスイッチ 

FAULT

（B） 

印刷可スイッチ 
（A） 
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コネクタピン配置

信号名 回路形式

DATA 1～8
（背面の

インタフェース）

DATA 1～8
（前面の

インタフェース）

DATA･STB

INPUT･PRIME

信号名 回路形式

ACK
FAULT
BUSY
PE

SELECT
DCN

用紙なし発生時

(A) 印刷データ受信後、用紙なしを検出するとただちにディ
セレクト状態になる。

(B) 用紙をセットしても状態は変化しない。
(C)［印刷可］スイッチを押すことによりセレクト状態とな
り、前の続きの処理を再開する。

+5V

1kΩ

LS244相当品 470pF 
 

510Ω

+5V

1kΩ

LS244相当品 470pF 
 

510Ω

+5V

1kΩ

LS14相当品 470pF 
 

510Ω

LS240相当品 

220pF

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

印刷可スイッチ 

FAULT

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

（A） （B） （C） 

ピンの信号については137ページの説明をご覧ください。
16ピン、19～30ピン、33ピンのピンの端子はプリンター内部で相
互に接続されています。

18

36 19

1

電気的特性

入力回路 出力回路
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制御コード一覧
以下の表において「E」と「P」は動作モードを表します。

E：201PLエミュレーションモード
P：ページプリンター（NPDL）モード

また、「○」と「×」はそれぞれの動作モードでその制御コードを使用できるか（○）使用できないか（×）を示します。
制御コードの詳細については、別売の「日本語ページプリンタ言語NPDL（Level 2）リファレンスマニュアル」をご覧くだ
さい。

テキストモード

コード区分 機　能 制御コード E P

ページ制御コード 改ページ指令 FF ○ ○
未印刷データ排出 ESC a ○ ○
未印刷データ排出 ESC b ○ ○
印刷方向の設定およびホッパ選択 FS f c1 c2 c3. ○ ○
印刷方向の設定および用紙サイズ選択 FS f c1 c2 c3. ○ ○
印刷方向の設定および縮小／拡大モード設定 FS f c1 c2 c3 c4 c5. ○ ○
ページコピー枚数の設定 FS x ○ ○

行桁関連制御コード
　蘆行桁制御印刷コード ドットスペース（1～8ドットスペース） ESC <n> ○ ○

ドットスペース（9～25ドットスペース） ESC <n> × ○
固定ドットスペース FS w ○ ○
2バイトコード文字の文字幅設定 FS p ○ ○
ドットアドレッシング ESC F ○ ○
半角文字の組文字設定 ESC q ○ ○
縮小文字の組文字印刷指定 FS P ○ ○
縦方向オフセット量の設定 FS t × ○
VFUの設定開始 GS ○ ○
VFUの設定終了 RS ○ ○
簡易VFUの設定 ESC v ○ ○
垂直タブの実行 VT ○ ○
VFUの実行 US ○ ○
水平タブの設定 ESC ( ○ ○
水平タブの実行 HT ○ ○
水平タブの部分クリア ESC ) ○ ○
水平タブの全クリア ESC 2 ○ ○
レフトマージンの設定 ESC L ○ ○
ライトマージンの設定 ESC / ○ ○
1/6インチ改行モードの設定 ESC A ○ ○
1/8インチ改行モードの設定 ESC B ○ ○
N/120インチ改行モードの設定 ESC T ○ ○
印刷位置の復帰 CR ○ ○
改行指令 LF ○ ○
改ページ指令 FF ○ ○
n行改行 US ○ ○
順方向改行モードの設定 ESC f ○ ○
逆方向改行モードの設定 ESC r ○ ○
ライン付加モードの設定 ESC X ○ ○
ライン付加モードの解除 ESC Y ○ ○
アンダライン／オーバラインの指定 ESC _ ○ ○
付加ライン線種の設定 FS 04 L ○ ○
網かけ・白黒反転モードの設定 FS n ○ ○
網かけ・白黒反転モードの解除 FS E ○ ○
網かけパターンの登録 FS r × ○

　蘆ドット列印刷制御コード 8ビットドット列対応グラフィックモードの設定 ESC S ○ ○
16ビットドット列対応グラフィックモードの設定 ESC I ○ ○
24ビットドット列対応グラフィックモードの設定 ESC J ○ ×
8ビットドット列リピート ESC V ○ ×
16ビットドット列リピート ESC W ○ ×

　 24ビットドット列リピート ESC U ○ ×
40ビットドット列印刷モードの設定 FS b × ○

　蘆その他 コピーモードの設定 ESC D ○ ○
ネイティブモードの設定 ESC M ○ ○
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テキストモード（続き）

コード区分 機　能 制御コード E P

文字関連制御コード
　蘆文字セット制御コード 英数モードの設定（7ビットコード） SI ○ ×

カタカナモードの設定（7ビットコード） SO ○ ×
カタカナモードの設定（8ビットコード） ESC $ ○ ○
英数モードの設定（7ビットコード） ESC $ ○ ×
ひらがなモードの設定（8ビットコード） ESC & ○ ○
ひらがなモードの設定（7ビットコード） ESC & ○ ×
CGグラフィックモードの設定（7ビットコード） ESC # ○ ×
外字（24×24ドット）のロード ESC + ○ ×
外字（16×16ドット）のロード ESC ＊ ○ ×
1バイトコード文字のダウンロード ESC l ○ ×
登録文字のクリア ESC l 0 ○ ×
登録文字の印刷 ESC l ＋ ○ ×
プリンター内蔵文字の印刷 ESC l － ○ ×
1バイトコード文字の登録 FS g R × ○
2バイトコード文字の登録 FS g R2K × ○
1バイトコード登録文字の全クリア FS g AC1. × ○
2バイトコード登録文字の全クリア FS g AC2. × ○
1バイトコード内蔵文字印刷 FS g MI1. × ○
1バイトコード登録文字印刷 FS g MR1. × ○
1バイト文字フォントの選択 FS 06F1 ○ ○
2バイト文字書体の選択 FS 06F2 × ○
2バイト文字指定 ESC O ○ ○

　蘆文字スタイル制御コード 文字拡大モードの設定（8ビットコード） SO ○ ×
文字拡大モードの解除（8ビットコード） SI ○ ×
文字拡大モードの設定（7ビットコード） DC2 ○ ×
文字拡大モードの解除（7ビットコード） DC4 ○ ×
パイカモードの設定 ESC H ○ ○
エリートモードの設定 ESC E ○ ○
コンデンスモードの設定 ESC Q ○ ○
プロポーショナルモードの設定 ESC P ○ ○
漢字（横書き）モードの設定 ESC K ○ ○
漢字（縦書き）モードの設定 ESC t ○ ○
外字の印刷（横書き） ESC K a1 b1 ○ ○
外字の印刷（縦書き） ESC t a1 b1 ○ ○
半角文字の縦書きモード設定 ESC h1 ○ ○
半角文字の縦書きモード解除 ESC h0 ○ ○
スーパスクリプトモードの設定 ESC s1 ○ ○
サブスクリプトモードの設定 ESC s2 ○ ○
スクリプトモードの解除 ESC s0 ○ ○
文字サイズの設定 FS 04S ○ ○
1バイト文字サイズの設定 FS 07S1 × ○
2バイト文字サイズの設定 FS 07S2 × ○
1バイト文字縦横サイズの設定 FS 12S1 × ○
2バイト文字縦横サイズの設定 FS 12S2 × ○
全角漢字の文字幅設定 FS A ○ ○
（文字幅：3/20インチ、文字サイズ：10.5ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS B ○ ○
（文字幅：1/5インチ、文字サイズ：10.5ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS C ○ ○
（文字幅：1/6インチ、文字サイズ：10.5ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS F ○ ×
（文字幅：1/10インチ、文字サイズ：7ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS G ○ ×
（文字幅：1/6インチ、文字サイズ：12ポイント）
縦横拡大率の指定 ESC e ○ ×
文字の拡大率、縮小率の指定 FS m ○ ○
強調印刷モードの設定 ESC ! ○ ○
強調印刷モードの解除 ESC ” ○ ○
文字修飾の指定／解除 FS c ○ ○
文字明度の指定 FS $ P1. × ○

　蘆漢字コード表設定 漢字コード表の設定 FS 05 F ○ ○
　蘆その他 キャラクタリピート ESC R ○ ○
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テキストモード（続き）

コード区分 機　能 制御コード E P

面制御コード 座標指定単位の設定 FS < × ○
描画座標の指定 FS e × ○
座標のコピー FS e × ×
罫線の描画 FS l × ○
領域指定の網かけ FS s × ○
網かけパターンの登録 FS r × ○
領域指定のイメージ印刷 FS i × ○
全点アドレス印刷モードの設定 FS a × ○
全点アドレス印刷モードの解除 FS R × ○
フォーム登録の開始／参照 FS u ○ ○
フォーム登録モードの解除 FS U ○ ○

その他 セレクト状態の設定 DC1 ○ ×
ディセレクト状態の設定 DC3 ○ ×
201PLエミュレーションモードの設定 FS d 160. ○ ○
ページプリンターモードの設定 FS d 240. ○ ○
ソフトウエアリセット ESC c1 ○ ○
パラメータリセット ESC c8 ○ ○
図形モードの設定 FS Y × ○
図形モードの解除 FS Z × ○
描画論理の指定 FS " × ○
クリッピング領域の設定 FS # × ○

＊1 本プリンターでは、前ページで設定した座標は後続のページに引き継がれません。ページ毎に本コードで座標位置を設定する必要
があります。

＊2 本プリンターではサポートしていませんので、使用した場合には期待する印刷結果は得られません。

図形モード

図形モードに関する制御コードはすべてページプリンターモードの図形モード中で有効です。

コード区分 機　能 制御コード E P

図形の座標系設定 スケーリングポイントの設定 IP × ○
座標系の設定 SC × ○
ウィンドウ領域の指定 IW × ○
回転角の設定 RO × ○
座標系の反転 RC × ○
プリンター単位の設定 SU × ○

線に関する設定 線種の設定 LT × ○
線幅の設定 LW × ○
線端タイプの設定 LC × ○
線接続タイプの設定 LJ × ○
線タイプの登録 RL × ○
線パターンの選択 LP × ○

塗りつぶしに関する設定 塗りつぶしモードの設定 XX1 × ○
塗りつぶしモードの解除 XX0 × ○
塗りつぶしパターンの選択 PP × ○
塗りつぶしパターンの登録 RP × ○
グレイレベルパターンの設定 SG × ○
描画論理の設定 PM × ○

図形の描画 ＊3 ペンを上げる PU × ○
ペンを下げる PD × ○

＊3 本プリンターでは、前ページで移動した座標位置が後続のページに引き継がれません。各ページで開始絶対座標を設定するように
してください。

＊1

＊2
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図形モード（続き）

コード区分 機　能 制御コード E P

図形の描画（続き） 直線の描画（絶対描画モード） PA × ○
直線の描画（相対描画モード） PR × ○
ペンの移動（絶対描画モード） MA × ○
ペンの移動（相対描画モード） MR × ○
自由曲線の移動（絶対描画モード） BA × ○
自由曲線の移動（相対描画モード） BR × ○
扇形の描画（絶対描画モード） FA × ○
扇形の描画（相対描画モード） FR × ○
円の描画 CI × ○
円弧の描画（絶対描画モード） AA × ○
円弧の描画（相対描画モード） AR × ○
円弧の描画（絶対座標） AX × ○
円弧の描画（相対座標） AY × ○
円弧の描画 AT × ○
楕円の描画 EL × ○
楕円弧の描画 ED × ○
楕円弧の描画（逆方向） EN × ○
枠無し四角形の塗りつぶし（絶対位置指定） RA × ○
枠無し四角形の塗りつぶし（相対位置指定） RR × ○
枠あり四角形の塗りつぶし（絶対位置指定） EA × ○
枠あり四角形の塗りつぶし（相対位置指定） ER × ○
枠無し扇形の塗りつぶし WG × ○
枠あり扇形の塗りつぶし EW × ○
閉領域の塗りつぶし PI × ○
パス構築モードの開始 NP × ○
パスの閉鎖 CP × ○
パス構築モードの終了 EP × ○
ストロークの描画 ST × ○
フィルの描画（非零則） FL × ○
フィルの描画（偶奇則） EF × ○

その他 イニシャライズ IN × ○
初期設定 DF × ○
図形モード設定 FS Y × ○
図形モード解除 FS Z × ○
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機能拡張制御コード
別売りの「日本語ページプリンタ言語NPDL（Level 2）リファレンスマニュアル」に記載されていない機能を拡張した制御
コードの一覧表を以下に示します。その後にそれぞれの機能を説明しています。

コード区分 機　能 制御コード E P

蘆漢字コード表設定 漢字コード表の設定 FS 05 F2 ○ ○
蘆文字スタイル制御コード 1バイト文字サイズの設定 FS 07 S1 × ○

2バイト文字サイズの設定 FS 07 S2 × ○
1バイト文字縦横サイズの設定 FS 12 S1 × ○
2バイト文字縦横サイズの設定 FS 12 S2 × ○
文字明度の指定 FS $ × ○
漢字文字幅2/15インチ、文字サイズ9.5ポイント設定 FS D ○ ×

蘆ページ制御コード 印刷方向の設定および縮小／拡大モード設定 FS f c1c2c3c4c5. ○ ○
縮小印刷での設定 FS 05f ○ ×
両面印刷設定 FS ' ○ ○

蘆面制御コード フォーム登録の開始／参照 FS u ○ ○
蘆図形の描画 自由曲線の描画（絶対座標モード） BA × ○

自由曲線の描画（相対座標モード） BR × ○
楕円、楕円弧の描画 EL, ED, EN × ○

蘆行桁制御印刷コード 2バイトコード文字の文字幅設定 FS p ○ ○
蘆塗りつぶしに関する設定 グレイレベルパターンの設定 SG × ○
蘆バーコードの印刷 バーコードの印刷 FS`p1,p2,p3,p4,p5,p6,p7.d1d2d3d4･･･ ○ ○
蘆文字セット制御コード OCR-Bフォントの指定 FS 06 F1 -004 × ○
蘆カスタマバーコード印刷 カスタマバーコードの印刷 FS 06 F2 -n1n2n3 × ○
蘆隋円弧描画 隋円弧の描画 AV × ○
蘆弓形描画 弓形の描画 CV × ○
蘆扇形描画 扇形の描画 FV × ○
蘆角丸矩形 角丸矩形の描画 RB × ○

漢字コード表切り替えのための制御コード

本プリンターは、従来の1978年版のJIS漢字コード表に加えて、1983年版、1990年版の3つの漢字コード表に対応し
ています。これらをコンピューターから切り替えるために、以下の制御コードを使用します。

漢字コード表の設定 FS 05 F

　形　式 FS ０ ５ Ｆ ２ － c1 c2

蘆 c1 c2で漢字コード表を設定します。

蘆 本プリンターで印刷する文字は、基本的に上記JISに準拠していますが、デザイン処理等の都合により
多少字形が異なるものがあります。

蘆 コンピュータが対応していないコード表を選択した場合には、コンピュータのディスプレイと印刷結
果の文字が異なる場合があります。

c1c2 表ドーコ字漢

00 8791SIJ 版年 )8791-6226CSIJ(

10 3891SIJ 版年 )3891-8020XSIJ(

20 0991SIJ 版年 )0991-8020XSIJ(
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　記述例 JIS 1983年版を選択するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h30);CHR$(&h35);CHR$(&h46);
CHR$(&h32);CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h31);

または
LPRINT CHR$(28);"05F2-01";

文字スタイル制御コード

1バイト文字サイズの設定 FS 07 S1
1バイト文字のサイズを0.1ポイント単位で設定します。

　形　式 FS ０ ７ Ｓ １ － c1 c2 c3 c4

蘆 c1 c2 c3 c4で文字サイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
蘆 c1 c2 c3 c4の有効範囲は0001～9999です。

　記述例 文字サイズを20ポイントに設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h30);CHR$(&h37);CHR$(&h53);CHR$(&h31);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または
LPRINT CHR$(28);"07S1-0200";

2バイト文字サイズの設定 FS 07 S2
2バイト文字のサイズを0.1ポイント単位で設定します。

形　式 FS ０ ７ Ｓ ２ － c1 c2 c3 c4

蘆 c1 c2 c3 c4で文字Xサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
蘆 c1 c2 c3 c4の有効範囲は0001～9999です。

記述例 文字サイズを20ポイントに設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h30);CHR$(&h37);CHR$(&h53);CHR$(&h32);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または
LPRINT CHR$(28);"07S2-0200";
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1バイト文字縦横サイズの設定 FS 12 S1
1バイト文字のサイズを縦横別々に0.1ポイント単位で設定します。

　形　式 FS １ ２ Ｓ １ － c1 c2 c3 c4 － c5 c6 c7 c8

蘆 c1 c2 c3 c4で文字Xサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
蘆 c5 c6 c7 c8で文字Yサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
蘆 有効範囲はX、Yともに0001～9999。

　記述例 縦20ポイント、横50ポイントを設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h31);CHR$(&h32);CHR$(&h53);CHR$(&h31);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h35);CHR$(&h30);CHR$(&h30);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または
LPRINT CHR$(28);"12S1-0500-0200";

2バイト文字縦横サイズの設定 FS 12 S2
2バイト文字のサイズを縦横別々に0.1ポイント単位で設定します。

形　式 FS １ ２ Ｓ ２ － c1 c2 c3 c4 － c5 c6 c7 c8

蘆 c1 c2 c3 c4で文字Xサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
蘆 c5 c6 c7 c8で文字Yサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
蘆 有効範囲はX、Yともに0001～9999。

記述例 縦20ポイント、横50ポイントを設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h31);CHR$(&h32);CHR$(&h53);CHR$(&h32);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h35);CHR$(&h30);CHR$(&h30);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または
LPRINT CHR$(28);"12S2-0500-0200";
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文字明度の指定 FS $ P1 .
テキストモードでの文字明度を指定します。

形　式 FS ＄ P1 ．

蘆 P1でテキストモードでの文字明度を指定します。
蘆 P1の範囲は0～100が有効です。
蘆 P1は0に近いほど黒くなり、100に近いほど白くなります。（P1=0で黒、P1=100で白）
蘆 P1省略時およびP1が100より大きいときは、本コマンドは無効となります。

チェック ✔
FS $は形式、パターンの範囲ともに従来と同じですが、従来0～100のパラメータを白または黒
のどちらかに解釈して印刷していたものが、本プリンターでは中間調に印刷できるようになりま
した。これにより従来よりも細かい明度表現が可能となります。

記述例 テキストモードでの文字明度を50に指定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h24);"50.";
または
LPRINT CHR$(28);"$50.";

漢字文字幅2／15インチ、文字サイズ9.5ポイント設定 FS D
全角漢字の文字幅を2／15インチ、文字サイズを9.5ポイントに設定します。

形　式 FS Ｄ

記述例
LPRINT　CHR$(&h1C); CHR$(&h44);
または
LPRINT CHR$(28); "D";
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ページ制御コード

印刷方向の設定および縮小／拡大モード設定 FS f

プリンターの印刷方向および縮小／拡大モードの設定を行います。

形　式 FS ｆ c1 c2 c3 c4 c5 ．

蘆 c1は印刷方向を設定します。

C1 向方刷印

P トーレトーポ

L プーケスドンラ

蘆 c2 ～c5は縮小／拡大モードを設定します。本コマンドは従来縮小機能のみでしたが、本プリンターで
は拡大機能が追加されました。パラメータの設定方法に関しては下記の表をご覧ください。

記述例 印刷方向をポートレートで、A4サイズの印刷データをA3用紙に拡大して印刷するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h66);"PA4A3.";
または
LPRINT CHR$(28);"f";"PA4A3.";

拡大／縮小モードの設定

C2 C3 C4 C5 能　機

L P B 4 →票帳 4B

L P A 4 →票帳 4A

U P A 4 4A ×2→ 4A

U P B 5 5B ×2→ 5B

A 3 B 4 3A → 4B

A 3 A 4 3A → 4A

A 4 A 3 4A → 3A

A 4 B 4 4A → 4B

A 4 B 5 4A → 5B

B 4 A 3 4B → 3A

B 4 A 4 4B → 4A

B 4 B 5 4B → 5B

B 5 A 4 5B → 4A

B 5 B 4 5B → 4B
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縮小印刷の設定 FS 05 f

　形　式 FS ０ ５ ｆ c1 c2 c3 c4

蘆 c1、c2、c3　で縮小率を設定します。
組み合わせは次の中から選択します。

蘆 c4　で縮小基準位置を設定します。
設定は次の通りです。

蘆 すべての文字に対して有効です。
蘆 行の先頭で指定してください。その行から縮小印刷します。
行の途中で指定した場合は、次の行から縮小印刷します。

蘆 縮小印刷は受信したデータを2／3または4／5に縮小して印刷しますので、例えばA4サイズのデータ
をA5サイズの用紙に、またはB4サイズのデータをA4サイズの用紙に印刷したいようなときに役立つ
機能です。

蘆 プリンターがサポートしていない縮小率を設定しようとした場合、その命令は無視されます。
蘆 はがきモード中、80桁モード中は本コマンドは無効です。
蘆 縮小を行うと、改行幅も縮小されます。また文字によっては見づらくなるものがあります。

記述例 縮小率を4／5、左端基準で印刷するとき

LPRINT CHR$(&h1C); CHR$(&h30); CHR$(&h35);
CHR$(&h66); "080L"

または
LPRINT CHR$(28); "05f"; "080L"

C1、C2、C3 容内定設

1 0 0 除解字印小縮 ( 寸原 )

0 8 0 5/4 字印小縮

0 6 7 3/2 字印小縮

C4 置位準基小縮

L 準基端左

C 準基央中
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両面印刷設定 FS '
両面印刷を設定します。

　形　式 FS   ' c1 ， c2 ， p1 ， p2 ．

蘆 c1　で印刷モードを設定します。

蘆 c1　で片面印刷を指定した場合は、c2　以降のパラメータは無効になります。
蘆 c2　で両面印刷における用紙の印刷開始面を設定します。

C1 ドーモ刷印

S 刷印面片

B 刷印面両

蘆 c2　を省略した場合は、表面を印刷開始面とします。
蘆 P1　で綴じしろを付加する位置を設定します。

C2 面刷印

F 面表

B 面裏

P1 面刷印

1 置位じ綴辺長 1

2 置位じ綴辺短 1

3 置位じ綴辺長 2

4 置位じ綴辺短 2

蘆 P2 で綴じしろとして追加する余白量を1mm単位で設定します。範囲は、0≦P2≦20です。
蘆 P1、P2を省略した場合、メニューの設定に従います。
蘆 本コマンドはページの先頭で使用してください。ページの途中で指定した場合は、改ページを行い、
以前のページの用紙をすべて排出した後で、本コマンドの設定に従った印刷を開始します。

記述例 印刷開始面が表面の両面印刷で、長辺綴じ1、余白量を10mmに設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C); CHR$(&h27);  "B,F,1,10.";
または
LPRINT CHR$(28); " ' "; "B,F,1,10.";
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面制御コード

フォーム登録の開始／参照 FS u
フォームデータの登録開始および参照を指示します。

　形　式 FS ｕ c1 ， P1 ， c2 ．

蘆 c1 で登録か参照かを設定します。

蘆 P1でフォーム番号を指定します。省略時は1となります。指定範囲は1～100です。
蘆 c2はc1=1（フォーム登録モード）のときは必ず省略してください。c1=2（フォーム参照モード）のとき
は、c2でフォーム参照の継続の有無を設定します。

c1 能　　機

1 ）始開を録登ムーォフ（定設をドーモ録登ムーォフ

2 定設をドーモ照参ムーォフ

c2 能　　機

略省 参（画描をムーォフてし対にジーペるす在存がドーコ御制のこ
。すで効有みのてし対にジーペ現。すまし）照

S で間るれさ定指が除解、降以ジーペるす在存がドーコ御制のこ
。すまし続継を照参ムーォフの

E 「記上 S 。すまし除解をドーモ照参ムーォフたれさ定設で」

チェック ✔
MultiWriter 6050では100面までの登録が可能です。実際にはメモリの容量に依存しますが、
オプションの増設RAMを装着することによってより多くのフォーム登録が可能となります。また
従来フォームに登録できなかった図形モードデータ、領域指定網かけ、全点アドレス印刷データ
も登録可能になりました。

　記述例 フォーム番号2にフォーム登録を行うとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h75);CHR$(&h31);CHR$(&h2C);"2";CHR$(&h2E);
または
LPRINT CHR$(28);"u1,2.";
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図形の描画コード

自由曲線の描画（絶対座標モード） BA
曲線を絶対座標モードで描画します。

　
　形　式 Ｂ Ａ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， x3 ， y3 ．．． ， xn ， yn ；

蘆 現在の座標を(x0 y0)として(x0, y0)、(x1, y1)、(x2,
y2)、(x3, y3)の4点を制御点とする3次ベジエ曲線
を描画します。 (x1 , y1)

(x0 , y0)

(x2 , y2)

(x3 , y3)

蘆 座標点を続けて記述することにより、複数の3次ベジエ曲線を続けて描画します。2つ目以降の曲線の
最初の制御点は、その前の最後の制御点が用いられます。3つ目の座標に対して一つの曲線を描画す
るので、座標の数は必ず3の倍数にしてください。

蘆 本コマンドにより描画モードは絶対座標モードになります。
蘆 本コマンドは、パス構築モード中（コマンドNP指定後）でも有効です。
蘆 描画後、現在位置は最後に描画した曲線の終点に移動します。

　

　記述例 現在の座標位置から(x1, y1)、(x2, y2)、(x3, y3)を結ぶ曲線を描画するとき

LPRINT CHR$(&h42);CHR$(&h41);"X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3;";
または
LPRINT "BA X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3";
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自由曲線の描画（相対座標モード） BR
曲線を相対座標モードで描画します。

　形　式 Ｂ Ｒ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， x3 ， y3 ．．． ， xn ， yn ；

蘆 現在の座標を(x0 y0)として(x0, y0)、(x1, y1)、(x2, y2)、(x3,
y3)の4点を制御点とする3次ベジエ曲線を描画します。

(x1 , y1)

(x0 , y0)

(x2 , y2)

(x3 , y3)

蘆 座標点を続けて記述することにより、複数の3次ベジエ曲線を続けて描画します。2つ目以降の曲線の
最初の制御点は、その前の最後の制御点が用いられます。3つ目の座標に対して一つの曲線を描画す
るので、座標の数は必ず3の倍数にしてください。

蘆 本コマンドにより描画モードは相対座標モードになります。
蘆 本コマンドは、パス構築モード中（コマンドNP指定後）でも有効です。
蘆 描画後、現在位置は最後に描画した曲線の終点に移動します。

　記述例 現在の座標位置から(x1, y1)、(x2, y2)、(x3, y3)を結ぶ曲線を描画するとき

LPRINT CHR$(&h42);CHR$(&h52);"X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3;";
または
LPRINT "BR X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3";

楕円の描画 EL
現在の座標位置を中心に楕円を描画します。従来のELコマンドに加え、楕円の回転を可能にしています。これにより斜
楕円の描画を行えます。

形　式 Ｅ Ｌ r1 ， r2 ， θ ；

蘆 r1は楕円の長軸を、r2は楕円の短軸を示します。
蘆 θは楕円の回転角度を示します。θは省略した場合0°とみなします。
蘆 θ=360以上を指定した場合、360の剩余とみなします。またθは負の値も設定可能です。たとえば-
1°は359°とみなします。

蘆 回転の方向は反時計回りです。
蘆 r1, r2は線幅の1/2以下でなければなりません。
蘆 r1, r2は下記の値以下でなければなりません。
400dpiで印刷する場合：　32767-400=32367　（約2055mm）
600dpiで印刷する場合：　32767-600=32167　（約1362mm）
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　記述例 長軸方向1000、短軸方向500の楕円を30°回転させて描画するとき

LPRINT CHR$(&h45);CHR$(&h4C);"1000, 500, 30:";
または
LPRINT "EL1000, 500, 30:";

楕円弧の描画 ED, EN
楕円弧を描きます（直線がはじめに引かれる場合があります）。

　
　形　式 Ｅ Ｄ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， θ1 ， θ2 ， θ3 ；

Ｅ Ｎ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， θ1 ， θ2 ， θ3 ；

蘆 (x1, y1)は楕円の中心座標を示します。
蘆 x2とy2はそれぞれx軸方向、y軸方向の長短軸の半径を示します。
蘆 θ1とθ2はそれぞれ楕円弧の開始角度、終了角度を示します。0～359（度単位）が有効です。
θ2が省略された場合、欠けていない楕円を描画します。θ1は省略できません。

蘆 θ3は楕円弧の回転角度を示します。θ3で示された角度だけ、楕円そのものと楕円の開始、終了角度が
回転します。θ3が省略された場合、回転なしと解釈されます。

蘆 楕円の開始角度で示される開始点が現在位置と異なる場合、現在位置から楕円の開始位置まで直線が
描画されます。欠けていない楕円の場合も同様です。

蘆 楕円描画後の現在位置は楕円弧の終了位置になります。
蘆 EDコマンドの楕円弧の描画方向は、座標系コマンド（RC、RO）の設定に関わらず常に反時計回りにな
ります。ENコマンドは常に時計回りに描画します。

蘆 指定角度が360を越えている場合は360で割った余りが使用されます。
蘆 指定角度に負の数を使用することができます。-1は359とみなします。

　記述例 長中心点（100,100）、軸方向1000、短軸方向500で、開始角度15度、終了角度120度の楕円弧を
反時計方向に30°回転させて描画するとき

LPRINT "ED100,100,1000,500,15,120,30;";

チェック ✔
従来は楕円を回転（傾斜）させることができませんでしたが、EL、ED、ENの各コマンドに楕円の
角度を指定するパラメータが追加され、任意の角度に回転させることができるようになりました。

y

x

y2

x2

終了点 

開始点（円弧描画前の現在位置） 

θ2

θ1

θ3
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行桁制御印刷コード

2バイトコード文字の文字幅設定 FS p
2バイトコード文字の文字幅（印刷ピッチ）を設定します。

　形　式 FS ｐ ２ ， p1 ， p2 ．

蘆 p1／p2で文字幅を設定します。
蘆 p1は文字幅の分子、p2は文字幅の分母を表します。
蘆 p2を240に設定したとき、p1は1～240の値が有効となります。
蘆 p2を240以外の値に設定するときは、以下の組み合わせのみが有効です。

p1 p2 幅字文

1 5 5/1 チンイ

1 6 6/1 チンイ

1 01 01/1 チンイ

2 51 5/2 チンイ

3 02 02/3 チンイ

チェック ✔
従来このコマンドは表に示す組み合わせにのみ設定可能でしたが、本プリンターでは1/240～
240/240の設定が可能になりました。これにより、より細かな文字幅の設定が行えます。

　記述例 2バイトコード文字の文字幅を1/8インチ（30/240）に設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h70);"2,30/240.";
または
LPRINT CHR$(28);"p";"2,30/240.";
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塗りつぶしに関する設定

グレイレベルパターンの設定 SG
フィル描画（FL, EL）や閉領域塗りつぶし描画（PI）で使用する塗りつぶしパターンを明度で設定します。

　形　式 Ｓ Ｇ n1 ， n2 ；

蘆 n1, n2は明度を示します。

蘆 n1, n2の設定範囲は0（黒ベタ）から100（白）までです。（初期値は0です）
蘆 n1, n2とも省略すると本コマンド以前の内容が保存されます。
蘆 本コマンドでの設定は
漓 初期化動作（電源ON、リセット動作など）
滷 イニシャライズコマンド（IN）実行
澆 初期化を伴うコマンド（RC、SU、DF）の実行
潺 塗りつぶしパターン選択（PP）の実行
まで有効です。

蘆 塗りつぶしパターン選択コマンド（PP）が実行された場合、そのコマンドで指定されたパターンが選択
されます。

蘆 線パターンとして黒ベタ以外を設定した場合、一般に線描画で閉領域が構成できないため閉領域塗り
つぶし（PI）の使用は避けること。

蘆 グレイの実現レベルはプリンター機種ならびに解像度に依存します。
蘆 スクリーン角度は45°です。
蘆 パラメータを省略したとき、いずれか一方でもパラメータを設定範囲外に指定した時は本コマンドは
無効です。

蘆 パラメータ値とパターンの関係は以下のとおりです。パターン番号は小数点第1位を四捨五入した値
です。

パターン番号 ＝ パラメータ × 63/100

（例）　パラメータで70を指定するとき
70 × 63/100 ＝ 44.1
選択されるパターンはパターン番号44となります。

チェック ✔
SGは形式、パラメータの指定範囲ともに従来と同じですが、本プリンターでは64諧調で表現し
ています。これにより従来よりも細かな明度表現が可能となります。

　記述例 面分描画での明度を50、線分描画での明度を0（黒）に設定するとき

LPRINT CHR$(&h53);CHR$(&h47);"50,0";
または
LPRINT "SG 50,0";";

ターメラパ 途用 度明

n1 用使で画描分面 0～ 001

n2 用使で画描分線 0～ 001
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バーコード印刷

バーコード印刷 FS `p1,p2,p3,p4,p5,p6,p7.d1d2d3d4･･･

　形　式 FS  ｀ p1 ， p2 ， p3 ， p4 ， p5 ， p6 ， p7 ． d1 d2 d3 d4 ･･･

蘆 p1はバーコードの種類を設定します。

＜201PLエミュレーションモード＞

＜ページプリンターモード＞

蘆 p1の指定により、p2～p7 、d1～の値は変化します。
蘆 p2はバーコードに対するHRC（付加文字）の有無およびその位置を指定します。

蘆 p3はバーコードのモジュール幅をドット単位で指定します。

＜201PLエミュレーション＞
指定範囲：2≦p3≦4（160dpi）

＜ページプリンターモード＞
指定範囲：4≦p3≦10（400dpi）、4≦p3≦15（600dpi）

蘆 p4はバーコードのワイド／ナローエレメント比を指定します。
p4＝30のみ有効

蘆 p5はバーコード高さをドット単位で指定します。

＜201PLエミュレーション＞
0≦p5≦999（160dpi）
p5が0の時は、高さを改行ピッチに設定します。したがって、改行ピッチの切り替えコマンドと組み
合わせることにより1/120インチ単位での指定も可能となります。またバーコードの下にHRCがある
場合は、実際に改行する幅はバーコードの高さ＋HRCの高さです。

p1 類種のドーコーバ

0 1 7-WN 定設タクラャキプットス／トータスの

0 2 7-WN

0 3 NAJ

0 4 93EDOC

0 5 5FO2LAIRTSUDNI

0 6 5FO2DEVAELRETNI

p1 類種のドーコーバ

1 7-WN 定設タクラャキプットス／トータスの

2 7-WN

3 NAJ

4 93EDOC

5 5FO2LAIRTSUDNI

6 5FO2DEVAELRETNI

p2 CRH

0 しな字文

1 るけつに下を字文

2 るけつに上を字文
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＜ページプリンターモード＞
指定範囲：
10≦p5≦1665（400dpi 1ドット＝約0.064ミリ なるべく150～300程度の値でご使用ください）
10≦p5≦2498（600dpi 1ドット＝約0.042ミリ なるべく150～300程度の値でご使用ください）

蘆 p6はデータキャラクタの長さをバイト単位で指定します。
この値は、バーコードの種類ごとに下記のように制限されます。

p1 な効有 p6
1 2

2 0～ 43

3 31 はたま 8

4 0～ 43

5 0～ 43

6 0～ (43 ）みの数偶

蘆 p7はp3、p5の解像度を指定します。

＜201PLエミュレーション＞

省略してください。（160dpi）

＜ページプリンターモード＞

指定：p7＝400（400dpi）、p7＝600（600dpi）

蘆 d1、d2、d3、d4･･･はデータキャラクタまたはスタート／ストップキャラクタ（p1＝1のとき）です。
蘆 グレイの実現レベルはプリンター機種ならびに解像度に依存します。

チェック ✔
バーコードをご使用になる際には次のことにご注意ください。
蘆 読み取り装置によっては、本プリンターで印刷したバーコードをうまく読み取れない場合があ
ります。ご使用になる読み取り装置でバーコードを読み取れることを確認してからご使用くだ
さい。

蘆 トナー切れなどにより印刷がかすれたりした場合には、読み取れないことがあります。
蘆 用紙の拡大／縮小は行わないでください。読み取り装置でバーコードを読み取ることができま
せん。

蘆 トナー節約機能は使用しないでください。読み取り装置でバーコードを読み取れないことがあ
ります。

蘆 p2で指定されるHRCはOCR-Bフォントで印刷されます。ただし、OCR-Bフォントの最小
ピッチは10CPIのため、HRCの幅の方がバーコードより広くなることがあります。また、
オートリターン有効時でも、印刷範囲から越えた場合にはデータを読み捨てます（オートリ
ターンしません）。

蘆 バーコードの印刷を行う際には、次のコマンドは無効となります。
－ 縦横拡大指定（FS m）
－ 網かけ、反転（FS n）
－ アンダーライン／オーバーライン（ESC X）
－ 縦方向オフセット（FS t）
－ 横罫線（FS：）
－ 固定ドットスペース（FS w）

　記述例 p1=1、スタートキャラクタを“a”、ストップキャラクタを“b”とするとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h60);"1,,,,,2,.ab";
または
LPRINT CHR$(&h1C);"`1,,,,,2,.ab";
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補足

バーコードの種類によって、パラメータの意味が少しずつ異なります。
蘆 p1＝1のとき（NW-7のスタート／ストップキャラクタを指定します。）
－ バーコードの印刷ではなく、バーコードの種別NW-7の仕様に従い、NW-7で付加されるスタート／ストップ
キャラクタの設定を行います。

－ スタート／ストップキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。（初期状態は“a”）
a b c d e n t ＊ A B C D E N T
また、p2～p5およびp7は省略されます。
記述例 スタートキャラクタを“a”、ストップキャラクタを“b”とするとき

LPRINT CHR$(&h1C);"`1,,,,,2,.ab";

蘆 p1＝2のとき（NW-7）
－ p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅に
対応します。

－ p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタのみ印刷します。
－ データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 － $ . ／ : +

－ データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印刷します。

蘆 p1＝3のとき（JAN）
－ p3の値が1モジュールの幅に対応し、他の幅のバーおよびスペースはこの整数倍の幅となります。
－ p6は13または8とし、13のときはJAN標準のバーコード、8のときはJAN短縮のバーコードを印刷します。
－ データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

－ JAN標準でデータキャラクタの1バイト目（フラグキャラクタ）が規定外のときは、データキャラクタも含めて読
み捨てます。

－ レフトガードバー、サイドガードバー、ライトガードバーは自動的に付加します。

蘆 p1＝4のとき（CODE-39）
－ p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅に
対応します。

－ p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタ（“＊”固定）のみ印刷します。
－ データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 － $ . ／ + % SP（スペース）
A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

－ データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印刷します。

蘆 p1＝5のとき（INDUSTRIAL 2 OF 5）
－ p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅に
対応します。

－ p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタのみ印刷します。ただし、HRC付加指定をしても対応する
キャラクタがないため印刷されません。

－ データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

－ データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印刷します。

蘆 p1＝6のとき（INTERLEAVED 2 OF 5）
－ p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅に
対応します。

－ p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタのみ印刷します。ただし、HRC付加指定をしても対応する
キャラクタがないため印刷されません。

－ データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

－ 2つのデータキャラクタを1組のバーコードデータとして印刷します。
－ データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印刷します。
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カスタマーバーコード印刷

カスタマーバーコード印刷 FS 06 F2-n1n2n3

カスタマーバーコードはJANコード等のバーコードとは異なり、2バイト文字として印刷を行います。
このため、カスタマーバーコードの印刷には、まず2バイト文字書体の選択を行う必要があります。

2バイト文字書体の選択

　形　式 FS 0 6 F 2 - n1 n2 n3

蘆 n1、n2、n3は3桁の文字表現の10進数であり、書体番号を示します。
　 但し、例外としてCLR [0×43 4c 52] のパラメータは指定可能です。
蘆 初期状態ではプリンターのメニュー機能による設定が有効となります。
蘆 他の書体が選択されるまで、現在の書体選択が有効です。
蘆 初期化処理により書体は初期状態に戻ります。

カスタマーバーコードの書体番号を次のように割り当てます。

851：カスタマーバーコード書体(回転なし)
852：カスタマーバーコード書体(反時計回り90度回転)
853：カスタマーバーコード書体(反時計回り180度回転)
854：カスタマーバーコード書体(反時計回り270度回転)
CLR：初期状態の書体に戻す。(メニュー設定に従う)

蘆 2桁目の数字‘5’は文字の太さを指定するパラメータですが、カスタマーバーコード書体の場合は意味
を持ちません。

蘆 8から始まる書体番号において上記に合致しない場合は、カスタマーバーコード書体への切り替えは
行わず読み捨てます。その際、書体選択の初期化は行いません。（例：850、861、867）

　 チェック ✔
蘆 書体番号851を選択して縦書きで印刷すると書体番号852の印刷結果と等しくなります。同
様に書体番号852の縦書きは書体番号853、書体番号853の縦書きは書体番号854、書体
番号854の縦書きは書体番号851となります。

蘆 201PL環境(シリアルプリンターのエミュレーション)で使用する場合、「2バイト系文字書体
の選択コマンド」は従来のサポートされておりませんが、カスタマーバーコード書体選択時の
み、201PL環境でも有効となります。カスタマーバーコード以外の「2バイト系文字書体の選
択コマンド」は従来どおり無効コマンドとなります。

　 チェック ✔
バーコードをご使用になる際には次のことをご注意ください。

蘆 トナー切れなどにより印刷がかすれたりした場合には、読み取れないことがあります。

蘆 用紙の拡大/縮小は行わないでください。読み取り装置でバーコードを読み取ることができません。

蘆 トナー節約機能は使用しないでください。読み取り装置でバーコードを読み取れないことがあります。

蘆 カスタマーバーコード自体の規格については郵政省のマニュアルを参照してください。
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カスタマーバーコードのキャラクタ指定
カスタマーバーコードの21種のキャラクタは次の文字コードを割り当てます。

数字(‘0’～‘9’) ：2330h～2339h(数字の‘0’～‘9’)
ハイフン ：215Ｄh(マイナス記号‘ー’)
英字用制御コード(CC1～CC3) ：2361h～2363h(小文字アルファベットの‘a’～‘c’)
予備用制御コード(CC4～CC8) ：2364h～2368h(小文字アルファベットの‘d’～‘h’)
スタートコード(STC) ：2163h(不等号‘<’)
ストップコード(SPC) ：2164h(不等号‘>’)

上記外の文字コードが指定された場合は全角スペースに置き換えて印刷します。

ヒント ✎

カスタマーバーコードのサイズの指定

カスタマーバーコードの仕様によると、読み取りのためにはバーコードパターンを文字とみなしたときにそ
の大きさを8ポイントから11.5ポイントまでの範囲にする必要があります(この範囲内で任意の値を指定でき
ます)。

一方、プリンターはカスタマーバーコードといえども文字であるため、NPDL2、201PLそれぞれで定義さ
れた文字制御に関する全ての機能を有効とします(例えば、上記範囲から外れる文字サイズ指定や不適切な文
字ピッチ指定、拡大・縮小、アンダーライン、文字修飾など)。

このため、カスタマーバーコードの印刷を行うAPは適切な印刷結果が得られるよう留意が必要です。また、
プリンター側の機能で縮小や拡大を指定しての印刷においても適切な印刷結果が得られなくなります。
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文字セット制御コード

OCR-Bフォントの指定 FS 06 F1-004

　形　式 FS ０ ６ Ｆ １ － ０ ０ ４

1バイト文字としてOCR-Bフォントを選択します。

OCR-Bフォントについて

本プリンターはOCR-Bフォントを内蔵しており、各種アプリケーションから指定して印刷することができます
が、ご使用にあたっては以下の点にご注意ください。

蘆 OCR-Bフォントは大きさが限定されています。本プリンターの場合10CPI（12ポイント、パイカサイズ）の
みでご使用になれます。それ以外の文字サイズは指定しないでください。また文字の拡大/縮小、ページの
拡大/縮小を行うと印刷できません。

蘆 OCR-Bフォントの印刷は本プリンターのNPDLモードでのみ可能です。またOCR-Bフォントの指定はアプリ
ケーションソフトから行う必要があります。

蘆 WindowsからOCR-Bフォントを使用する場合はいずれかの方法で指定します。

① アプリケーションのフォント選択で「OCR-Bフォント」を選択します。
このとき画面上は他のフォントを使用して表示されます。なお文字のサイズは必ず12ポイントを指定し
てください。またボールド、イタリック（斜体）、アンダーラインなどの文字スタイルを設定しないでく
ださい。

② アプリケーションのフォント選択の中に「OCR-B」というプリンターフォントがない場合は、本プリンタ
ドライバの「TrueTypeフォントのプリンターフォントへ置き換え」機能を使用して印刷します（詳細はユー
ザーズマニュアル［2/2］参照）。
なおOCR-Bフォントに置き換えるフォントは「Courier New」等の固定ピッチの英文フォントで指定して
ください。また置き換えるフォントによっては文字のピッチがOCR-Bフォントと合わないため、OCR読
み取り装置で読み取れないことがあります。特にプロポーショナルフォントには置き換えないでくださ
い。和文フォントは置き換えるフォントとして指定できますが、実際に置き換えることができるのは半
角英数文字だけです。

蘆 OCR-Bフォントは、OCR読み取り装置によっては読み取れない場合があります。事前にご確認ください。

蘆 トナーが少なくなり印刷にかすれなどがある場合には、OCR読み取り装置でうまく読み取れない場合があり
ます。

蘆 トナー節約機能は使用しないでください。OCR読み取り装置がうまく読み取れません。
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楕円弧描画

楕円弧の描画 AV
矩形領域に内接する楕円弧を描画します。

形　式 A V rx ， ry ， xs ， ys ， xe ， ye ， p1 ；

パラメータ
1 rx ............. x半径
2 ry ............ y半径
3 xs ............ 点1のx座標（絶対座標）
4 ys ............ 点1のy座標（絶対座標）
5 xe ............ 点2のx座標（絶対座標）
6 ye ............ 点2のy座標（絶対座標）
7 p1 ............ 描画方向（省略可）

� 現在のペン位置を中心とする半径rx、ryの楕円と、中心と点1（xs、ys）を結ぶ直線との交点を開始
点とし、中心と点2（xe、ye）を結ぶ直線との交点を終了点とする楕円弧を描画方向に従い描画し
ます。

� p1＝0の時、反時計回り
p1＝1の時、時計回り

� 省略時は反時計回りになります。
p1に0、1以外の値が指定された時、コマンドは無効になります。

� 求めた開始点と終了点が同じ場合、楕円を描画する。
� 求めた開始点あるいは終了点が中心点と同じ場合、楕円弧を描画しません。
� 点1、点2の座標（プリンター座標系）が-32768～32767の範囲内にないとき、コマンドは無効に
なります。

� 半径がマイナスの時、あるいは32767-（解像度）より大きいとき、コマンドは無効になります。
� 線幅/2＞半径の場合は、線幅/2＝半径になるように線幅を丸めます。

記述例 現在のペン位置を中心とする半径rx、ryの楕円に対して、中心と点1を結ぶ直線との交点を開始点
とし、中心と点2を結ぶ直線との交点を終了点とする惰円弧を描画するとき

LPRINT CHR$（&h41）; CHR$（&h56）; rx, ry, xs, ys, xe, ye, p1; " ;
または
LPRINT  " AV rx, ry, xs, ys, xe, ye, p1; " ; "

点2（xe,ye）

点1（xs,ys）

ry

rx

p1=0

現在のペン位置 

/
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弓形描画

弓形の描画 CV
矩形領域に内接する惰円弧を基に弓形を描画する。

　 　形　式 C V rx ， ry ， xs ， ys ， xe ， ye ， p1 ， p2 ；

パラメータ
1 rx ........... x半径
2 ry ........... y半径
3 xs .......... 点1のx座標（絶対座標）
4 ys .......... 点1のy座標（絶対座標）
5 xe .......... 点2のx座標（絶対座標）
6 ye .......... 点2のy座標（絶対座標）
7 p1 ........... 描画モード
8 p2 ........... 描画方向（省略可）

� 現在のペン位置を中心とする半径rx、ryの楕円と、中心と点1（xs、ys）を結ぶ直線との交点を開始点
とし、中心と点2（xe、ye）を結ぶ直線との交点を終了点とする楕円弧を基に弓形を描画します。

� p1＝0の時、輪郭のみ（線種パターンに従って描画する。）
p1＝1の時、塗りつぶしのみ
p1＝2の時、輪郭＋塗りつぶし
p1に0、1、2以外の値が指定されたとき、コマンドは無効になります。

� p2＝0の時、反時計回り。
p2＝1の時、時計回り。
省略時は反時計回りになります。
p2に0、1以外の値が指定された時、コマンドは無効になります。

� 求めた開始点と終了点が同じ場合、楕円を描画します。
� 求めた開始点あるいは終了点が矩形領域の中心と同じ場合、弓形を描画しません。
� 点1、点2の座標（プリンター座標系）が-32768～32767の範囲内にないとき、コマンドは無効になり
ます。

� 半径がマイナスの時、あるいは32767-（解像度）より大きいとき、コマンドは無効になります。
� 線幅/2＞半径の場合は、線幅/2＝半径になるように線幅を丸めます。

　記述例 現在のペン位置を中心とする半径rx、ryの楕円に対して、中心と点1を結ぶ直線との交点を開始点
とし、中心と点2を結ぶ直線との交点を終了点とする弓形を描画するとき

LPRINT CHR$（&h43）; CHR$（&h56）; " rx, ry, xs, ys, xe, ye, p1, p2; ";
または
LPRINT  "CV rx, ry, xs, ys, xe, ye, p1, p2; "; "

点2（xe,ye）

p1=0 点1（xs,ys）

ry

rx 現在のペン位置 

/
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扇形描画

扇形の描画 FV
矩形領域に内接する惰円弧を基に扇形を描画する。

　形　式 F V rx ， ry ， xs ， ys ， xe ， ye ， p1 ， p2 ；

パラメータ
1 rx .............. x半径
2 ry ............. y半径
3 xs ............. 点1のx座標（絶対座標）
4 ys ............. 点1のy座標（絶対座標）
5 xe ............. 点2のx座標（絶対座標）
6 ye ............. 点2のy座標（絶対座標）
7 p1 ............. 描画モード
8 p2 ............. 描画方向（省略可）

� 現在のペン位置を中心とする半径rx、ryの楕円と、中心と点1（xs、ys）を結ぶ直線との交点を開始点
とし、中心と点2（xe、ye）を結ぶ直線との交点を終了点とする楕円弧を基に扇形を描画します。

� p1＝0の時、輪郭のみ（線種パターンに従って描画します。）
p1＝1の時、塗りつぶしのみ
p1＝2の時、輪郭＋塗りつぶし
p1に0、1、2以外の値が指定されたとき、コマンドは無効になります。

� p2＝0の時、反時計回り。
p2＝1の時、時計回り。
省略時は反時計回りになります。
p2に0、1以外の値が指定された時、コマンドは無効になります。

� 求めた開始点と終了点が同じ場合、楕円を描画します。
� 求めた開始点あるいは終了点が矩形領域の中心と同じ場合、扇形を描画しません。
� 点1、点2の座標（プリンター座標系）が-32768～32767の範囲内にないとき、コマンドは無効になり
ます。

� 半径がマイナスの時、あるいは32767-（解像度）より大きいとき、コマンドは無効になります。
� 線幅/2＞半径の場合は、線幅/2＝半径になるように線幅を丸めます。

　記述例 現在のペン位置を中心とする半径rx、ryの楕円に対して、中心と点1を結ぶ直線との交点を開始点
とし、中心と点2を結ぶ直線との交点を終了点とする扇形を描画するとき

LPRINT CHR$（&h46）; CHR$（&h56）; " rx, ry, xs, ys, xe, ye, p1, p2; ";
または
LPRINT  "FV rx, ry, xs, ys, xe, ye, p1, p2; "; "

現在のペン位置 

点2（xe,ye）

p1=0/ 点1（xs,ys）

ry

rx
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角丸矩形描画

角丸矩形の描画 RB
指定された2点を基に角丸矩形を描画する。

　形　式 R B x ， y ， rx ， ry ， p1 ；

パラメータ
1 x ............... 矩形の対角のx座標（絶対座標）
2 y ............... 矩形の対角のy座標（絶対座標）
3 rx .............. 角丸のx半径
4 ry ............. 角丸のy半径
5 p1 ............. 描画モード

� 現在のペン位置からx、yで示される矩形の角に半径rx、ryの1/4楕円を描画します。
� p1＝0の時、輪郭のみ（線種パターンに従って描画します。）
p1＝1の時、塗りつぶしのみ
p1＝2の時、輪郭＋塗りつぶし
p1に0、1、2以外の値が指定されたとき、コマンドは無効になります。

� ｜x-x0｜> 2 × rxかつ｜y-y0｜> 2 × ryのとき角丸めを行い、それ以外は角丸めを行いません。
� x、y半径が32767 - 解像度を超える場合は、32767 - 解像度に丸める。
� 対角点の座標（プリンター座標系）が-32768～32767の範囲内にないとき、コマンドは無効になりま
す。

� 線幅/2＞半径の場合は、線幅/2＝半径になるように線幅を丸めます。

　記述例 現在のペン位置から x、yで示される矩形に半径 rx、ryの角丸矩形を描画するとき

LPRINT CHR$（&h52）; CHR$（&h42）; " x, y, rx, ry, p1; ";

または
LPRINT   " RB x, y, rx, ry, p1; ";

｜y-y0｜

ry

rx

p1=0/
現在のペン位置

｜x-x0｜

（x, y）
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文字の種類

内蔵文字の種類

表中の「○」と「×」は、各書体においてその文字の種類が内蔵されているか（○）内蔵されていないか（×）を示します。

1バイト系文字

2バイト系文字

類種の字文
体朝明

ンイラトウア
体クッシゴ
ンイラトウア

　　　　　　　　号記 69 種
）む含をスーペス（ ○ ○

　　　　　　　字数英 36 種 ○ ○

　　　　　　ながらひ 55 種 ○ ○

　　　　　　ナカタカ 65 種 ○ ○

　　　　字文ャシリギ 84 種 ○ ○

　　　　　字文アシロ 66 種 ○ ○

　　　　　　字文角半 212 種
）む含をスーペス（ ○ ○

SIJ 　字漢準水一第 5692 種 ○ ○

SIJ 　字漢準水二第 4833 種 ○ ○

類種の字文 クッリタイ／クッシゴ／エリーク／準標

　　号記・字数英 69 種
、スーペス（ 0 ）む含を

○

　号記・ナカタカ 36 種 ○

　　　　ながらひ 55 種 ○

GC 　クッィフラグ 65 種 ○

　　　　字文国各 51 種 ○

種字文 ズイサ字文 チンイ（隔間字文 )

1 字文系トイバ

カイパ 01/1

トーリエ 21/1

スンデンコ 約 71/1

ルナョシーポロプ 約 72/1 ～ 01/1

2 字文系トイバ

7 トンイポ * 01/1

5.01 トンイポ ** 約 66.6/1

21 トンイポ 6/1

この表はJIS X6226-1978に準拠していますが、JIS X0208-0983または JIS-X0208-1990への切り替えも可能です。

文字間隔

　

* 正確には7.2ポイントです。
** 正確には10.8ポイントです。
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文字構成

1バイト系文字

種字文

成構トッド
( スーェフィデボ )

＞横×縦＜
）トッド（

法寸字文
( スーェフィデボ )

＞横×縦＜ )mm(

1 字文系トイバ

準　標

　字数英
　　号記
ナカタカ
ながらひ

カイパ 65 × 04 93.3 × 45.2

トーリエ 54 × 43 28.2 × 21.2

スンデンコ 23 × 42 89.1 × 84.1

ルナョシーポロプ 45 × *A 　 93.3 × *B 　

GC フラグ
クッィ

カイパ 45 × 04 93.3 × 45.2

トーリエ 54 × 43 28.2 × 21.2

スンデンコ 23 × 42 89.1 × 84.1

ルナョシーポロプ 45 × 04 93.3 × 45.2

トプリクス

　字数英
　　号記
ナカタカ
ながらひ

カイパ 72 × 04 96.1 × 45.2

トーリエ 32 × 43 14.1 × 21.2

スンデンコ 61 × 42 99.0 × 84.1

ルナョシーポロプ 72 × *A 　 96.1 × *B 　　

GC フラグ
クッィ

カイパ 72 × 04 96.1 × 45.2

トーリエ 32 × 43 14.1 × 21.2

スンデンコ 61 × 42 99.0 × 84.1

ルナョシーポロプ 72 × 04 96.1 × 45.2

種字文

成構トッド
( スーェフィデボ )

＞横×縦＜
）トッド（

法寸字文
( スーェフィデボ )　

（＞横×縦＜ mm ）

2 字文系トイバ

7 トンイポ

全
角 04 × 04 45.2 × 45.2

半
角 04 × 02 45.2 × 72.1

5.01 トンイポ

全
角 06 × 06 18.3 × 18.3

半
角 06 × 03 18.3 × 19.1

21 トンイポ

全
角 76 × 76 32.4 × 32.4

半
角 76 × 43 32.4 × 21.2

刷印列トッド 04 トッド 76 ×n 32.4 ×m

* プロポーショナルの横のサイズは文字ごとに異なります。
A：15～37ドット（400dpi）、23～55ドット（600dpi）　B：0.95～2.33mm

2バイト系文字、グラフィック
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テスト印刷のプリント結果
次にテスト印刷とステータス印刷のプリント結果例を示します。プリント結果はA4サイズの用紙に印刷したものを
33%に縮小しました。

テスト印刷

テスト印刷では、1バイト系標準、イタリック、クーリエ、ゴシックの4フォントと、各フォントのパイカ文字、エリー
ト文字、コンデンス文字、プロポーショナル文字、2バイト系の7ポイントの第一水準漢字のすべて、アウトラインフォ
ントの第二水準漢字の一部分と2バイト系の10.5ポイントの第一水準漢字のすべて、アウトラインフォントの第二水準
漢字の一部分を順次印刷します。

←1バイト系 標準 パイカ文字

←1バイト系 標準 エリート文字

←1バイト系 標準 コンデンス文字

←1バイト系 標準 プロポーショナル文字

←1バイト系 イタリック パイカ文字

←1バイト系 イタリック エリート文字

←1バイト系 イタリック コンデンス文字

←1バイト系 イタリック プロポーショナル文字

←1バイト系 クーリエ パイカ文字

←1バイト系 クーリエ エリート文字

←1バイト系 クーリエ コンデンス文字
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←1バイト系 クーリエ プロポーショナル文字

←1バイト系 ゴシック パイカ文字

←1バイト系 ゴシック エリート文字

←1バイト系 ゴシック コンデンス文字

←1バイト系 ゴシック プロポーショナル文字

←2バイト系 アウトラインフォント第一水準漢字
　 のすべて（7ポイント）
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←2バイト系 アウトラインフォント第二水準漢字
　 の一部分（7ポイント）

←2バイト系 アウトラインフォント第一水準漢字
　 のすべて（10.5ポイント）

←2バイト系 アウトラインフォント第二水準漢字
　 の一部分（10.5ポイント）
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ステータス印刷

ステータス印刷では、オプションの接続やメモリスイッチの状態など、本プリンターの状態が印刷されます。オプショ
ンを接続した後の確認にご使用ください。次にステータス印刷の結果例を示します。
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文字コード表
本プリンターは、1バイト系コードと2バイト系コードを使用することができます。
1バイト系コードは、メモリスイッチ1-1～1-3を切り替えることによりアメリカ、イギリス、ドイツ、スウェーデン、
日本の各国特殊文字が入ったコードにすることができます。工場設定は「日本」になっています。
2バイト系コードは、半角文字、JIS第一水準の漢字や記号など、およびJIS第二水準の漢字を印刷するときに使用でき
ます。半角文字とは全角（普通の漢字）の半分の横幅の文字で、英字、数字、記号、カナなどがあります。

1バイト系コード表

カタカナモード

ひらがなモード

注1～12　各国特殊文字が入ります（メモリスイッチ1-1～1-3で切り替えます。）

注 13

注 15

注 17

注 14

注 16

注 13

EOT

DC1 DC2 DC3 EMDC4

DC1 DC2 DC3 DC4

EOT

EM

注 13

注 15

注 17

注 14

注 16

注 13
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国別相違点

注13 8、9、E、F行はCGグラフィックを表します。
注14 A～D行はひらがなモード（ESC &で指定）の場合はひらがな文字、カタカナモード（ESC Sで指定）の場合はカタカナ文字になり

ます。
注15 0、1行は制御コードです。
注16 0、1行の空欄は無視されます。2～F行の空欄はスペース（SP）として処理されます。
注17 3行、0列の「0」の印刷字体はメモリスイッチ2-1により変更できます。

2バイト系コード表

半角文字
蘆 コードは16進で表現されます。例えば、“J”のコードは0040＋A＝004Aとなります。
蘆 0020は漢字文字幅の半分のスペース（SP）です。

全角文字
蘆 このコード表は、JIS 1978年版に準拠しています。本プリンターでは、制御コードによってコード表をJIS 1978
年版／JIS  1983年版およびJIS 1990年版の切り替えることもできます。Windows環境から印刷するとWindows
の設定に従います。ただし、デザイン処理などの都合により、Windows上の字形と一部字形の異なる文字がありま
す。

蘆 コードは16進で表現されます。例えば、“亜”のコードは3020＋1＝3021となります。
蘆 2121は漢字文字幅のスペース（SP）です。
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漢字コード表（全角文字）（1/5）
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漢字コード表（全角文字）（2/5）
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漢字コード表（全角文字）（3/5）
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漢字コード表（全角文字）（4/5）
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漢字コード表（全角文字）（5/5）
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ディスプレイ表示一覧
ディスプレイに表示される情報を次に示します。斜体文字はディスプレイ下段の表示です。

ディスプレイ表示一覧（1/3）

類種の示表 示　表 味意の示表

通
常
表
示

に法方紙給
示表るす関

パッホ 1 　　 XXX 　 XXX らか上 1 。すまいてし択選を紙給のらかパッホの目段

パッホ 2 　　 XXX 　 XXX らか上 2 。すまいてし択選を紙給のらかパッホの目段

パッホ 3 　　 XXX 　 XXX らか上 3 。すまいてし択選を紙給のらかパッホの目段

パッホ 4 　　 XXX 　 XXX 　* 。すまいてし択選を紙給のらか）ンョシプオ（パッホ量容大

　　イレト XXX 　 XXX 。すまいてし択選を紙給イレト

ズイサ紙用
表るす関に

示

XXX 　　 3A 　テタ XXX 3A 。すまいてし択選を紙用の）き置縦（ズイサ

XXX 　　 4B 　テタ XXX 4B 。すまいてし択選を紙用の）き置縦（ズイサ

XXX 　　 4A 　テタ XXX 4A 。すまいてし択選を紙用の）き置縦（ズイサ

XXX 　　 4A 　コヨ XXX 4A 。すまいてし択選を紙用の）き置横（ズイサ

XXX 　　 5B 　テタ XXX 5B 。すまいてし択選を紙用の）き置縦（ズイサ

XXX 　　 5B 　コヨ XXX 5B 。すまいてし択選を紙用の）き置横（ズイサ

XXX 　　 5A 　テタ XXX 5A 。すまいてし択選を紙用の）き置縦（ズイサ

XXX 　　 TL 　コヨ XXX 。すまいてし択選を紙用のズイサータレ

XXX 　　キガハ　　 XXX ）時用使イレト（。すまいてし択選を紙用のズイサきがは

大拡／小縮
関にドーモ
示表るす

XXX 　 4A → 3A 　　 XXX 4A をターデのズイサ 3A 択選をドーモ大拡るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 4B → 3A 　　 XXX 4B をターデのズイサ 3A 択選をドーモ大拡るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 4B → 4A 　　 XXX 4B をターデのズイサ 4A 択選をドーモ小縮るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 PL → 4A 　　 XXX をターデのズイサ票帳 4A 択選をドーモ小縮るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 3A → 4A 　　 XXX 3A をターデのズイサ 4A 択選をドーモ小縮るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 4A 　× 2 　　 XXX 4A ズイサ 2 をターデの分ジーペ 4A ーモ小縮るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし択選をド

XXX 　 5B → 4A 　　 XXX 5B をターデのズイサ 4A 択選をドーモ大拡るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 PL → 4B 　　 XXX をターデのズイサ票帳 4B 択選をドーモ小縮るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 3A → 4B 　　 XXX 3A をターデのズイサ 4B 択選をドーモ小縮るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 4A → 4B 　　 XXX 4A をターデのズイサ 4B 択選をドーモ大拡るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 5B → 4B 　　 XXX 5B をターデのズイサ 4B 択選をドーモ大拡るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 4A → 5B 　　 XXX 4A をターデのズイサ 5B 択選をドーモ小縮るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 4B → 5B 　　 XXX 4B をターデのズイサ 5B 択選をドーモ小縮るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし

XXX 　 5B 　× 2 　　 XXX 5B ズイサ 2 をターデの分ジーペ 5B ーモ小縮るす刷印に紙用のズイサ
。すまいてし択選をド

*　オプションの大容量ホッパを取り付けている場合のみ表示されます。
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類種の示表 示　表 味意の示表

す関に向方刷印
示表る

XXX 　 XXX トーポ　　 。すまいてし択選をトーレトーポに向方刷印

XXX 　 XXX ドンラ　　 。すまいてし択選をプーケスドンラに向方刷印

示表スターテス

　ーピコ XX イマ　

が数枚ーピコ XX モーュニメは数枚ーピコ。すまいてれさ定設に枚
大最でドー 99 （すまきで定設でま枚 03 示表のこ。）照参ジーペ

でドーモーュニメを数枚ーピコ、は 2 給、にきとたし定設に上以枚
パッホ“：例（向方刷印・ズイサ紙用・法方紙 4A 表の）”トーポ

が数枚ーピコ。すまれさ示表に互交と示 1 の）みのルナジリオ（枚
。んせまれさ示表はに合場

　パッホ XXX ウュキホ　
サたれさ定指でトッマーォフ刷印はたま。たしまりなくなが紙用

パッホ「。んせまりあが紙用のズイ X の」 X るいてし択選に所箇の
。すまれさ示表が号番パッホ

　イレト XX トッセ　
紙用にイレト、がたしまし信受をターデ刷印らかーターュピンコ
イサるいてれさ示表。んせまきで刷印でのいないてれさトッセが

。いさだくてしトッセにイレトを紙用のズ

ウュチズイラャシニイ 。すで中行実をズイラャシニイの時入投源電

ウュチ　プッアムーォウ 。すで中プッアムーォウ

ウュチンシュジ 。すで中信受をターデ

ウュチリョシ るなと能可出排、し了終が理処ターデ。すで中行実を理処ターデ
。すまれさ示表でま

ウュチツサンイ 。すまれさ示表、でまるれさ出排が紙用。すで中刷印

ウュチツサンイトステ 。すで中行実を刷印トステ

スマイテッコノガターデ 。すまいてっ残に内タンリプがターデ刷印未

61 ウュチプンダンシ 61 。すで中行実を刷印プンダ進

ウコッジトッセリ 。すましトッセリ

示表ムーラア 27 　ンプーオーバカ　
XXX

まいてい開がーバカ着定、アド右、アド上前、アド左、アド前
。す XXX 、」ーナト「、」ンメウョリ「、」イタンホ「に所箇の

。すまれさ示表が」クャチイテ「」シウュキ「

27 　ンプーオーバカ　
ャシッニィフ 　 XXX

シッニィフ、イレト出排段上、ーバカイレト理処のャシッニィフ
。すまいてい開がアド前ャ XXX オ「、」イレトリョシ「に所箇の

ッニィフ（。すまれさ示表が」ラビトエマ「、」イレトトッセフ
）時着装ャシ

67 シナーナト　 。すで期時給補のーナト

77 ュシホキイテ　 。すで期時な要必の）換交のどなトッニユ着定（守保期定

ディスプレイ表示一覧（2/3）
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類種の示表 示　表 味意の示表

示表ムーラア
）き続（

87 シナルプーテス　 ンョシプオ（ャシッニィフ ) 。んせまりあがルプーテスの

97 ルフルトボーナトイハ　 。すまりなに杯一ぐすうもがーナトのルトボーナト廃

08 ンカウコルトボーナトイハ　 。すで杯一がーナトのルトボーナト廃

18 シナルトボーナトイハ　 。んせまいてれさトッセに常正がルトボーナト廃

28 ウョリフトッセ　 。んせまいてれさトッセに常正が）ンョシプオ（ャシッニィフ

38 ルフイレトツュシイハ
にーカッタス段下はたまイレト理処のャシッニィフに時入投源電
に杯一で紙用がーカッタス段下に中刷印、はたま合場るあが紙用

。すまし示表に合場たっな

48 ーバーオ　ムーォフ　 XXX
　　 イサダクテシトッセリ 。すまいてし足不がリモメな要必に録登ムーォフ

58 ウョミュジキクャチイテ　 。たしまりなく近が命寿のトッニユ着定

68 ンカウコキクャチイテ　 。すで期時換交のトッニユ着定

51 　ルーコ　 X0-51
ツセウゾ 。すまりあが合具不にリモメたし設増

XX 　ルーコ　　　 XX 。すまいてし生発が害障

示表ーュニメ はていつに示表ーュニメ。すまれさ示表にきとるいてし用使をドーモーュニメ、は示表ーュニメ
録付「 A 。いさだく覧ごを」

ディスプレイ表示一覧（3/3）
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用語解説

英数字
［?］ボタン

Windows 98/95、Windows NT 4.0で、ダイアログボッ
クスの項目についてのヘルプ画面を表示するためのボタ
ン。［?］ボタンをクリックしてからウィンドウ内の項目
をクリックすると項目の説明が表示される。

10BASE-2/10BASE-T/100BASE-TX
LANの伝送路に関する規格。伝送速度は10BASE-2/Tが
10Mbps、100BASE-TXが100Mbps。本プリンターで
のこれらの規格のケーブルを使ってLANに接続するには
LANボードまたはLANアダプターが必要。（詳細は「3章
オプション」参照）。

16進ダンプ印刷
プリンターが受信したデータを処理せず、そのまま16進
数で印刷すること。

201PL
NECのシリアルプリンター用標準コードのこと。

AppleTalk
米国アップルコンピュータ社が開発したMacintosh専
用のネットワーク用ソフトウエアまたはプロトコル。
本プリンターの場合マルチプロトコルLANボード（型番
PC-PR-L01）と拡張プリンタドライバ（型番
PR2200NW2-21）が必要。

CR
Carriage Return キャリッジリターンの略。プリンター
の制御コード（コマンド）のひとつ。

DIMM
Dual In-line Memory Moduleの略。コンピューターやプ
リンターなどのメモリーを増設するもの。

DPI
Dots Per Inchの略。プリンターの解像度などを表す単
位。1インチ当たりのドット数。（→解像度）

FF
Form Feedの略。プリンター制御命令のひとつで、改
ページを行うためのもの。

IPアドレス
IPはInternet Protocolの略。インターネット上で個々の
ユーザーを認識する符号（アドレス）。インターネットに
接続したコンピューターにはすべてIPアドレスが割り振
られる。

IPX/SPX
NetWareをネットワークOSとしてインストールしたコ
ンピューターが使用するプロトコル。

ISO 9660
ISO（International Organization for Standardization：
国際標準化機構）が定めたCD-ROM用のファイル形式。
多くのCDはこの方式を採っており、OSによって異なる
フォルダーやファイルの名前の規則を守ればMacintosh
やUNIXマシンでも読み出すことが可能。

LAN Manager
マイクロソフト社が開発したネットワークOS。NetBEUI
プロトコルを用いる。 MultiWriter 6050の場合マルチプ
ロトコルLANボード（型番 PC-PR-L01）か（型番 PC-PR-
L02）を装着することで対応可能。

LPI
Lines Per Inchの略。1インチ当たりの行数。

Macintosh
アップル社が開発したパーソナルコンピューター。Mac
OSには、あらかじめAppleTalkソフトウエアが組み込ま
れており、LocalTalkケーブルシステムやEtherTalkケー
ブルシステムを使ってネットワークを構築する。本プリ
ンターと接続する場合マルチプロトコルLANボード（型
番 P C - P R - L 0 1）と拡張プリンタドライバ（型番
PR2200NW2-21）が必要。

MOPYING
Multiple Original coPY and printINGの略。NECが提唱
するコピー機の代わりにプリンターでオリジナル印刷す
る新しい「印刷スタイル」。

MS-DOS
Microsoft Disk Operating Systemの略。マイクロソフ
ト社が開発したOSのひとつ。Windows 98/95、Win-
dows NT 4.0/NT3.51から「MS-DOSプロンプト」や
「DOS互換ボックス」を使ってMS-DOSアプリケーション
を使っている場合はリモートパネルを使ったプリンター
の設定が可能。

NetBEUI
IBMによって開発された小規模LAN用のプロトコル。
おもにLAN ManagerをネットワークOSにしたときに用
いられる。

NetWare
ノベル社が開発したネットワークOS。プロトコルには
IPX/SPXが用いられる。本プリンターの場合LANボード
（型番 PC-PR-L01あるいは型番 PC-PR-L02）を装着す
ることで対応可能。
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NMPS
NEC MultiWriter Printing Systemの略。Windowsで使
用するプリンターの機能を向上させ、より速く印刷し、
より簡単に操作できるためのシステム。

NPDL
NEC Printer Description Languageの略。NECプリン
ター記述言語。

OHPフィルム
OHP（オーバーヘッドプロジェクター）用の透明なシー
ト。プレゼンテーションなどに使用する。印刷するとき
は、トレイ給紙を用いる。

OS
Operating Systemの略。オペレーティングシステムとも
言う。コンピューターのハードウエア、ソフトウエアを
有効に利用するために総合的管理を行うソフトウエアの
こと。本書では特に区別して説明する場合、MS-DOSや
Windowsなどプログラムの実行管理などを行う基本的な
ソフトウエアを「基本OS」、Windows NTやNetWareな
どネットワークを強く意識したOSを「ネットワークOS」
と呼ぶことがある。

PPM
Pages Per Minuteの略。1分間に印刷できるページ数の
ことでプリンターの印刷速度を表す単位。

PrintAgent
双方向通信により、印刷状況の確認、プリンターの設定
をコンピューター画面上から実現したソフトウエア。
NECマルチライタシリーズに搭載。

PSW
Printer Status Windowの略。プリンターの状態やエ
ラー情報をユーザーのパソコンに画面表示するととも
に、音声ガイドで通知するもの。

RGBガンマ
Red Green Blueガンマの略。使用しているモニタで中
間トーンをどの程度調整する必要があるかを示すもの。
専門的にはモニタの特性曲線を線形にするのに使用され
る指数。

TCP/IP
Transmission Control Protocol/Internet Protocolの
略。ネットワークのプロトコルのひとつ。UNIXをはじめ
Windows NT、Windows 98/95、Macintoshなど、主
要なOSでサポートされる世界的な標準プロトコルになっ
ている。

TrueType
アップル社とマイクロソフト社が開発したソフトウエア
で、Macintosh用のアウトラインフォントを用いた画面
表示と印刷を行う。どんなアプリケーションソフトから
でも利用できるアウトラインフォントが使えるので、文
字サイズが大きくなってもギザギザにならない。

UNIX
AT&T社のベル研究所で開発された一般的にワークス
テーションで用いられるOS。プロトコルはTCP/IPを用
いるのが標準的。クライアント・サーバシステムにおい
てはUNIXマシンをサーバーにする例が多い。

USB
Universal Serial Busの略。キーボード、マウス、スピー
カー、モデム、プリンターなどの周辺機器とコンピュー
ターの間を統一したコネクターとケーブルで接続できる
インターフェース。本プリンターではUSBコネクタを装
備しないがUSBプリンターケーブルを使ってプリンター
装備のセントロニクス仕様準拠コネクターとコンピュー
ターのUSBコネクタを結ぶことができる。

Windows 95、98
マイクロソフト社が開発したOSのひとつ。

Windows NT
マイクロソフト社が開発したOSのひとつ。サーバーとし
て用いられることが多い。

Windowsアプリケーション
Windows専用のソフトウエアプログラム。Windowsオ
ペレーティングシステム（OS）がないと起動できない。

五十音順
アイコン
アプリケーションやドキュメントなどWindowsのいろい
ろな要素を表す小さな絵。

合紙機能
印刷の切れ目に目印とする用紙を差し紙排紙する機能。

アウトラインフォント
文字の形を直線や曲線で表された輪郭として記憶し、出
力時にその文字データを論理的に処理して表現するこ
と。文字サイズの自由な設定や文字の変形が可能とな
り、ドット密度に関係なく美しい文字を表現できる。

アドミニストレーター（Administrator）
管理者という意味。ネットワークやシステムの管理を行
う最高の権限を持っている人。システムアドミニスト
レーターと呼ぶこともある。（→システム管理者）
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アプリケーション
文書作成や作図など特定の作業に使うプログラム。

アンインストール
インストールしたソフトウエアを取り除く作業。

イニシャライズ
初期状態にすること。例えば、メモリーの内容を全部ゼ
ロにしたり、プログラム中のカウンタをゼロにしたりす
ること。

印刷ジョブ
Windowsアプリケーションで作成された文書を印刷する
作業単位のこと。スプールされて印刷待ちに追加される
か、直接プリンターに送られる。

印刷の向き
用紙に対して文字やグラフィックが印刷される方向。縦
向きと横向きがある。

印刷範囲
プリンター用紙に印刷ができる限界のこと。用紙の上下
および左右の余白部分を除いた印刷可能領域を指す。

インストール
一般には設定するという意味であるが、ここではソフト
ウエアをコンピューターに組み込むという意味。

インターフェース
2つの装置〈デバイス〉を通信できるように接続するため
の仕様、ケーブルシステム。本プリンターの場合、標
準のコネクタでセントロニクスデータコンピューター
社に準拠したインターフェースが利用できる。

ウィンドウ
アプリケーションやドキュメントが表示される画面上の
領域で、開いたり、閉じたりすることができる。

ウォームアップ
プリンターの電源をONにした後、ヒートローラーが一定
の温度まで上昇して印刷が可能になるまでの状態をい
う。「節電モード」状態になっている場合、ヒーターを
OFFにしているが、印刷データの受信を待たずともPSW
のウォームアップボタンをクリックすることにより
ウォームアップをただちに開始できる。

エミュレーション機能
他の装置（プリンター）のために開発されたソフトウエア
の制御コードが使用できる機能。PC-PR201系シリアル
プリンターの制御コードが使用できる場合を201PLエ
ミュレーションと呼ぶ。

エリート文字
1インチ当たり12文字で印刷する文字のこと。

解像度
プリンターが文字や画像を印刷するときの細かさのこ
と。1インチ当たりのドット数で表す（単位はDPI）。

拡張制御コード
制御コードのうち、ESC （1BH）､ FS （1CH）､ のように、
あとに続くコードと組み合わせて機能を表すコードをい
う。

紙づまり
用紙がつまってプリンターが動作しなくなった状態をい
う。

輝度
CRTモニターなどの管面上の明るさ。画面の明るさ。

基本制御コード
制御コードのうち、CR （0DH）､ LF（0AH）のように単独
で機能を表すコード。

クライアント
ネットワークを介して他のコンピューター（またはサー
バー）にアクセスしている利用者、または利用者のコン
ピューター。

クライアント・サーバー
中規模/大規模のネットワークに適した接続形態。専用の
コンピューター（サーバー）が共有の資源（ハードディスク
やプリンター）を管理し、接続を許されたコンピューター
（クライアント）が利用できるようにしたもの。本書では
クライアント・サーバー型ネットワークとも呼んでい
る。（→ピア・ツー・ピア）

クリック
マウスのボタンを押して素早く放す操作のこと。

グレイスケールイメージ
それぞれのドットを、白黒ではなくグレイの濃淡として
保存しているビットマップイメージ。

現像ユニット
OPCドラム上に形成された潜像に、負帯電させたトナー
を付着させる役目を持つ。EPカートリッジに内蔵されて
いる。

コマンド
コンピュータに行わせたい作業を実行するために選択、
または入力する命令。

コンデンス文字
1インチ当たり約17文字で印刷する文字のこと。

コントラスト
グラフィックなどの明るい部分と暗い部分の差の度合
い。
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コントロールパネル
Windowsで、キーボードやマウスの使用条件、スピー
カーの音量、スクリーンセーバーの種類などといった設
定を行うための画面をいう。

自動給紙
カット紙（単票用紙）を連続して自動的に給紙することを
いう。

自動排出
コンピューターからのデータが一定時間なかったとき、プ
リンター内のデータを自動的に印刷して排出する機能。

シリアルプリンター
文字単位で印刷を行うプリンター。

［スタート］ボタン　
Windows 98/95、Windows NT 4.0でプログラムの起
動やファイルの検索、Windowsの終了などを行うことが
できるボタン。

スプーラー機能　
増設ハードディスク（オプション）を増設することによっ
て、今までプリンターサーバーにスプールしていたデー
タをプリンター内部にスプールすること。

スプール
ドキュメント（文書）を印刷する場合に印刷データをパソ
コンのハードディスクにファイルとしていったん保存し
て、保存した順にプリンターに送ること。これによりプ
リンターが印刷を終了するのを待たずにコンピューター
では別の作業を行うことができるようになる。プリン
ターに送り終えたファイルは自動的に消去される。

制御コード
プリンターの動作を制御するためのコード。印刷データ
と異なり印刷されない。

セントロニクス・インターフェース
プリンターとコンピューター間の通信仕様のひとつ。8
ビットパラレルデータに制御信号を加えてプリンター用
のインターフェース規格として広く使用されている。本
プリンターでは標準の36ピン・パラレルコネクタで使用
できる。

双方向通信
コンピューターとプリンターとの間で、情報のやり取り
をする通信形態のこと。PrintAgent機能を実現するため
には必須な条件。コンピューターから印刷データが送ら
れるだけでなく、プリンターからもコンピューターに情
報を送ることができるので、印刷の状況がプリンタス
テータスウィンドウのアニメーションと音声で、正確に
わかる。双方向通信にはセントロ接続か双方向通信可能
なプリンターインターフェースを装備したコンピューター
であるかネットワークで接続されていることが必要。

ソフトウエア
コンピューターやプリンターなどハードウエアに作業を
実行させるための命令の集まり。プログラム、アプリ
ケーション、オペレーティングシステム、プリンタドラ
イバなどが含まれる。

ダイアログボックス
プリンターの設定や操作のために画面に表示されるボタ
ンやリストボックスを持ったウィンドウ。

タイトルバー
ウィンドウやダイアログボックスのタイトルを示す、横
向きのバー。多くのウィンドウでは、[コントロールメ
ニュー］ボックスや［最大表示］、［アイコン化］、［最小化］
ボタンなどもついている。

タブ
Windows 98/95で、ダイアログボックスの中に複数の
設定画面（シート）がある場合に表示されるインデックス
タイプのつまみ。

ダブルクリック
マウスのポインタ（矢印）を動かさず、マウスのボタンを
素早く2回押して放す動作。アプリケーションを起動す
るときなどに使う。

チェックボックス
ダイアログボックスの中の小さな正方形で、オン／オフ
の切り替えができるオプション（機能）を示す。オンにす
るとチェックボックスに印が表示される。

通常使うプリンター
アプリケーションで［印刷］コマンドを実行したときにそ
の印刷データを印刷するプリンター。本プリンターで印
刷を行う前に必ず通常使うプリンターとして設定してお
く必要がある。

ツールバー
ウィンドウのメニューバーの下のボタンがついている部
分。

定着ユニット
用紙上のトナーを熱によって溶かし、圧力を加えて用紙
に固定させるためのもの。ヒートローラーとプレッ
シャーローラーで構成されている。

テスト印刷
プリンターが正常に動作していることを確認するための
もの。

電子ソート
印刷データを必要な部数プリンター内部でそろえて印刷
すること。増設ハードディスク（オプション）を取り付け
ることによって実現する機能。
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ドライバー
プリンタードライバーの項を参照。

ドライブ名
ドライブに割り当てられている文字。「A」や「C」など。

ドラッグ
マウスのボタンを押したまま、マウスを動かす動作。例
えば、ウィンドウのタイトルバーをドラッグするとウィ
ンドウを移動させることができる。

ネットワーク
ケーブルまたは他の手段を用いて接続され、ソフトウエ
アを使って機器（プリンターなど）を共有し、情報を交換
できるようにしたコンピューターの集団。

ハードウエア
コンピューター本体、キーボード、マウス、コンピュー
ターやプリンターなどコンピューターシステムを構成す
る個々の機器またはそれらの総称。

ハーフトーン
グレイスケールイメージを、元のイメージのグレイの濃
淡に似せて、白と黒のドットに変換する処理。

バッファフル
ページバッファに1ページ分の印刷データがたまること
をバッファフルという。バッファフルになると、自動的
にそのページの印刷を行う。

ピア・ツー・ピア
小規模のネットワークに適した接続形態。専用のサー
バーコンピューターを必要とせず、コンピューターどう
し、コンピューターとプリンター間で対等に通信が可能
となる。本プリンターをピア・ツー・ピア接続して使用
するためにはLANボード／LANアダプターが必要。本書
ではピア・ツー・ピア型ネットワークとも呼んでいる。
（→クライアント・サーバー）

ヒートローラー
定着ユニットにあり、プレッシャーローラーと共に熱と
圧力でトナーを定着させる働きをする。

ピクセル
ディスプレイ上の点。画像の最小単位。

ビットマップ
画面やプリンターに出力されるイメージを表す連続した
点の集合。

フォーム印刷
見出し文字や罫線枠などのフォームデータを文章データ
と重ね合わせて印刷すること。フォームデータを作成す
るには別売のアプリケーションが必要。

フォント
同じ外観、サイズ、スタイルの文字、数字、記号またそ
の他のシンボル等の集合。

不揮発性メモリー
プリンターの電源をOFFにしても記憶した内容が消えて
いないメモリー。

ブラシパターン
図形を塗りつぶすためのある一定のパターン。

プリンターケーブル
コンピューターとプリンターを接続するケーブル。イン
ターフェースケーブルとも呼ばれる。

プリンタードライバー
コンピューターとプリンターの間のやり取りを仲介する
プログラム。インターフェースやフォントの指定、イン
ストールされたプリンターの機能などの情報を、Win-
dowsに提供する。

プリントマネージャ
Windows 3.1、Windows NT 3.5/3.51オペレーティン
グシステムの一部で、Windowsアプリケーションからの
印刷をコントロールし、印刷作業の監視も行う。

プログラムマネージャ
Windows 3.1やWindows NT 3.5/3.51の操作の基本と
なるウィンドウ。全体を管理しているもの。

プロトコル
コンピューターが他のコンピューターや周辺機器と通信
するための規約。

プロパティ
オブジェクトの属性のこと。Windows 98/95、Win-
dows NT 4.0では、タイトルの色の設定やプリンターの
設定状態などを示す用語として広く使われている。Win-
dows 98/95、Windows NT 4.0のアプリケーションガ
イドラインでは、マウスの右ボタンをクリックすること
により、いつでもオブジェクトのプロパティを表示させ
ることができる。

プロポーショナル文字
印刷される文字により、印刷幅を変えて印刷する文字の
こと。

ページ記述言語
１ページ分のテキスト（文字）やグラフィック（図形）の
データ、位置情報などを正確に表すための言語。

ページプリンター
ページ単位で印刷を行うプリンター。1ページ分のデー
タをプリントイメージとしてメモリー上に展開（作成）し
て印刷を行うプリンターのこと。
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ポイント（マウスの）
マウスのポインタを目的の項目の上に置く動作。

ポイント（文字の）
印刷される活字の大きさの単位で、1ポイントは1/72イ
ンチ。

ポート
プリンターなどの装置をコンピュータに接続するために
使う接続先。

ポートレート
用紙を縦長にした内容で印刷する印刷フォーマットのこ
と。

ボタン
ダイアログボックス中のボタンの絵。選択した動作の実
行やキャンセルを行う。［OK］ボタンや［キャンセル］ボタ
ンなどがある。

マウスポインタ
マウスの動きに応じて画面上を移動する矢印の形をした
マーク。

メニュー
ウィンドウで使用できるコマンドの一覧。メニュー名を
クリックするとメニュー名に関連するコマンドの一覧が
表示される。

メニューモード
プリンターの設定をプリンターの操作パネルを使ってメ
ニュー形式で行うモード。

メニューバー
すべてのメニュー名が表示されるバー。ほとんどのアプ
リケーションで、このバーは、タイトルバーの下に表示
される。

メモリー
データを保存する装置。または情報やプログラムの一時
的な記憶場所。

メモリースイッチ
不揮発性メモリーを利用してプリンターのさまざまな設
定を行うスイッチ。機械的にオン／オフを切り替えるス
イッチではなく、電気的に切り替えるスイッチ。

ラジオボタン
ダイアログボックスで複数の選択肢の中から一つを選ぶ
ためのボタン。どれかを選択すると、それまでオンだっ
たものが連動してオフになる。

ランドスケープ
用紙を横長にした内容で印刷する印刷フォーマットのひ
とつ。

リストボックス
ユーザーに対して、項目の一覧を表示するためのボック
ス。通常、現在選択されている項目を表示している。

リブプレート
転写後の用紙を定着ユニットまで正しく送り込むための
用紙ガイド。

リプリント
一度印刷したデータを、再度印刷したいときに短時間に
印刷出力を可能にした本プリンターの印刷機能のひと
つ。

レーザープリンター
電子写真式のページプリンターの代表的タイプ。ドラム
にレーザー光、液晶シャッターで遮った蛍光灯や発光ダ
イオードなどの光をあてて像を作り、トナーで現像して
紙に転写するプリンターのこと。

連量
用紙の重さを表す単位。一般に788×1091mmのサイズ
の用紙1000枚当たりの重さをいう。単位はkg。

ローカルプリンター
コンピューターと直接プリンターケーブルで接続してい
るプリンター。
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高調波ガイドライン適合品

この装置は、通商産業省通知の家電・汎用品
高調波抑制対策ガイドラインに適合しています。

電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスA情報技術装置です。この装置を家
庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求される
ことがあります。

電源の瞬時電圧低下対策について

この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策として
は、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。
（社団法人日本電子工業振興協会のパーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

海外でのご使用について

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受けておりません。し
たがって、本装置を輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し罰金、事故による補償等の問題が発生する
ことがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。
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